
　

　今年度、残念ながら５名の退会者が出てしまいま

した。岡本重男第40代会長在籍41年・長澤清輝第50代

会長在籍23年・小倉千裕さん在籍６年・根目沢順子さ

ん在籍２年・常陽銀行古河支店 支店長塩原隆さん転

勤により退会となってしまいました。

　私事この度令和２年６月30日をもちまして、古河

ロータリークラブを去るのは大変残念なのですが、

一身上の都合により退会させて頂く事になりまし

た。昭和54年９月１日に入会して在籍41年間、会員

皆々様には何時の時も御指導、ご協力を頂きありが

とうございました。

　お陰様で40代目クラブ会長・第４分区ガバナー補

佐・地区委員等を経験させていただく事が出来まし

た。又、奉仕活動では、渡良瀬遊水地「水辺の学校」100
人の小中学生との体験学習、「スリランカ幼稚園へ園

舎・井戸・文具の寄贈」を実施する事が出来ました。

　今、古河ロータリークラブを通して多くの人との

出会い及び貴重な体験をさせて頂いた思い出で一杯

で御座います。大変ありがとうございました。

　これからの古河ロータリークラブの益々の地域へ

の奉仕活動の推進、発展と会員皆様のご健勝、御多幸

をご祈念申し上げます。

　今般、一身上の都合により古河ロータリークラブ

を退会させて頂く事になりました。会員の皆様には

長い間お世話になり大変有難う御座いました。プラ

イベートでは、まだ宜しくお願い致します。

　私より先輩の方々が居られる中で、先に私が退会

するのは少し心苦しいです。

　入会して数年はロータリークラブとは何なのかわ

かりませんでしたが、地区の国際奉仕委員会に参加

する機会を得てから少しずつロータリークラブがわ

かった様な気が致します。

　20年数年、ロータリークラブでなければ得られな

い色々な体験・経験をさせて頂き、私にとって一生思

い出に残るであろう場面が沢山ありました。

　海外では、台湾中歴ロータリークラブの方々、タ

イ、バンコクのロータリークラブの方々と友人が出

来た事。特にバンコク・パツムワンロータリークラブ

の方々には大変お世話になった事、ブラジルから１

年交換学生を担当した事、私が幹事の時、東日本大震

災が発生して地区大会が中止になり、蓮見会長の企

画でチャリティーコンサートを行った事。ロータ

リーで初めて海外事業が岡本パスト会長と共にスリ

ランカに行った事が特に印象深い思い出です。

　今後は外部から皆様の御活躍を見て行きたいと思

います。まだ、大変な時期ですが古河ロータリークラ

ブのご発展を祈念して退会の挨拶とさせて頂きます。

　伝統と格式のある古河ロータリークラブに入会さ

せて頂いてから、早くも２年が経過致しました。この

２年間、皆様と共に活動した例会・クリスマスパー

ティー・勉強会・河川敷のゴミ拾い等々が走馬灯の様

に思い出されます。本当に皆様と懇親を深められて

幸せな時間を過ごす事が出来感謝しております。そ

して、これらは私の財産ともなっております。
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　異動先の常陽コンピューター株式会社は、水戸に

御座いまして、今後は自宅から通勤となり単身赴任

生活も終了致します。

　古河支店勤務は、７月２日（木曜日）迄となり、辞令

以降荒々しく時が流れ折、本来ならば皆様お一人お

一人にきちんと御挨拶を致すべき所で御座います

が、時間の関係も在りまして、この場をお借りして御

挨拶と成る事をお許し下さい。

　後任の支店長は、岩井支店から本部の経験のある

川島弘行が７月６日から着任致します。古河ロータ

リークラブに入会する事に成ると思われますので、

その際には、変わらぬご愛顧を頂ければ幸いでござ

います。

　最後に成りますが、会員皆々様のご健勝と御多幸

をお祈りし、古河ロータリークラブの益々の繁栄を

祈念致しまして、ご挨拶と致します。２年間、誠にあ

りがとうございました。
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「行動は進化をもたらす」

古河ロータリークラブ週報
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2020-2021年度
国際ロータリー会長

ホルガー・クナーク

2020-2021年度
国際ロータリー第2820地区
池田  正純  ガバナー

地区スローガン

ロータリアンのイノベーション
磨こう人間力

野村久男年度　100％　出席者　44名（敬称略）　

おめでとうございます。

岩﨑　清　　　　堀江　弘　　　　岡本　重男　

堀江　和弘　　　関口　哲勇　　　川島　陽一

蓮見　公男　　　大和田　五郎　　植竹　清治

野澤　豊輔　　　長澤　清輝　　　川島　栄

遠藤　源一郎　　野村　利夫　　　飯田　敏行

栗原　清　　　　間下　保　　　　野村　久男

塚田　晴夫　　　伏木　利光　　　坪野　潔

服部　吉高　　　谷村　則幸　　　森田　一雄

遠藤　誠　　　　木村　直行　　　阿久津　理

町田　晴彦　　　岩田　潤一　　　岩﨑　聖一

若松　理　　　　秋葉　和敬　　　浜野　雅之

田村　武敏　　　宮内　則雄　　　熊木　善一

相良　登　　　　前田　美代子　　五十嵐　順

立岡　喜一　　　小山　仁美　　　田口　哲也

早川　宏　　　　鈴木　敏雄　　　以上

　新型コロナウイルス感染症の影響の為、野村年度

の第三回・第四回・ＩＭ記念ゴルフコンペが中止とな

り残念となりましたが、栗原年度でも引き続き開催

される予定がありますので、会員皆々様のご参加頂

きます様お願い申し上げます。

　私事でございますが、３月・４月・５月と長期の入

院した際にクラブからお見舞いを頂きありがとうご

ざいました。このお礼は、古河ロータリークラブの活

動にてお返しして行きたいと考えておりますので、

今後ともよろしくお願い致します。

・栗原年度７月から９月の例会開催方法について本

日お配りした別紙参照をお願い致します。

・年会費について、請求書が必要な方がいらっしゃ

いましたら私間下の方にご連絡下さい

・８月28日開催予定のガバナー公式訪問時のプログ

ラムにつきまして、ガバナー事務所よりのご意向

も在りますので決定次第再度ご連絡致します。

・第49代会長 井上滋氏のご子息 井上勉君が入会の

承認が下り７月例会より参加致します。

　最初に、電話・ＦＡＸにて例会出席の確認を取らさ

せて頂いた事お詫び申し上げます。連絡事項３点ご

ざいます。

①野村年度の各委員長さんで立替されている事項が

御座いましたら至急書類の提出をお願い致しま

す。

②皆様に大和田パスト会長がお作りになりました、

「野村久男年度１年間の歩み」のＤＶＤをお配りし

ておりますので忘れずにお持ち帰りください。

③帰る際には、お弁当の持ち帰りをお願い致します。

　１年間お世話になりました。ありがとうございま

した。

　皆様のお陰で、本日、野村年度最終例会を迎える事

が出来ました。一年間、ご指導ご協力誠にありがとう

ございました。

　そして、岡本パスト会長さん40年間大変ご苦労様

でした。長澤パスト会長さん23年間お疲れ様でした。

二人共古河ロータリークラブの国際奉仕を海外で実

施された方です。私の思い出は40周年事業として、ス

リランカへ保育園及び井戸建設に２回同行した事、

そしてインド洋に浮かぶモルディブ諸島で休暇を満

喫した思い出です。

　長澤さんとは、４年前、会長・幹事のコンビを組み

ました。スリランカ、関口年度、タイ国に消防自動車

を寄贈、長澤年度には、放置自転車500台寄贈にタイ

国に同行した良い思い出です。

　お二人には、今後とも古河ロータリークラブに対

してご指導の程宜しくお願い致します。

　さて、私が週報に掲げたテーマ「奉仕」について、漢

字の語源の話を致します。

　「奉」音読みでは「ホウ」・「ブ」又訓読みでは「たてま

つる」意味としては、一般的に献上する・ささげ物・大

切なものを持つ・やしなう・育てる・助ける、「天子（国

を治める人）・神・仏様等々、大切な物を両手でしっか

りと持ち捧げる事を意味する文字である。文字の左

右は人の右手、左手を表している、真ん中の五つ突き

出ているのは、５本の指を象形している。そして、中

央の上側に表しているのが宝物を象形しています。

　私が言いたいのは、真ん中にある宝物「ロータリー

の理念」としてロータリーの人生哲学である、シェル

ドンが提唱した「最も良く奉仕する者、最も多く報い

られる」のモットーで表現される職業奉仕の理念で

ある。もう一つは、他人の事を思い遣り、他人の為に

尽くすと言う「超我の奉仕」のモットーで表現され

る、人道的奉仕理念だと思います。皆さん、常にロー

タリー理念を考えながら、家族・職場・地域社会で活

動して行きましょう。人生がとても楽しく成ると思

います。

　以上で最後の会長挨拶の時間と致します。ご清聴

ありがとうございました。

次回の例会プログラム ７月17日（金）本日の例会プログラム
○ 月初めのお祝い
○ こんにちは 栗原年度 
　 栗原会長・間下幹事
　 坪野会長エレクト・町田副幹事

○ 栗原年度委員長挨拶
　 地区出向者挨拶

　皆様こんにちは、先ずは、野村久男会長・森田一雄

幹事・理事・役員・委員長の皆様、一年間ご苦労様でし

た。新型コロナウイルスにより３分の１の例会又は

事業が出来ないまま、本日開催予定でありました野

村久男年度ご苦労様パーティーで、会長はじめ理事・

役員・委員長の皆様の１年間の労を労う懇親会も開

催されず申し訳ない気持ちでいっぱいです。

　本来であれば今日のご苦労様パーティーで野村年

度理事・役員・委員長さんご苦労様、そして次年度の

理事・役員・委員長の紹介と17年間、当たり前の様に

古河ロータリークラブの諸先輩にご指導を頂いた私

にとって残念でなりません。改めて今年度の会長・幹

事・理事・役員・委員長の皆様ご苦労様でした。

　そして来週から栗原年度が始まります。新型コロ

ナウイルスのワクチンや薬が開発され、終息又は落

ち着く迄は、新スタイルの例会や事業に成ると思い

ます。この危機を乗り越えるには会員皆々様のご協

力無くしては出来ません。古河ロータリークラブ会

員一人一人のご協力をお願い申し上げまして、挨拶

と致します。宜しくお願い致します。

　古河ロータリークラブの皆さんこんにちは、古河

ロータリークラブ創立55年目の節目の栗原年度７月

第一例会の始まりです。週報に印刷されている似顔

絵は、大和田パスト会長にお世話になり探して頂き

ました55年前の古河ロータリークラブを創設なされ

た諸先輩の方々です。

　「背景に映っている畳は何を意味しているのか分

かりませんが大和田パスト会長が勝手に入れてしま

いました。」この週報表紙の古河ロータリークラブ発

起人の７名の諸先輩がいらっしゃいます。現在も御

活躍なされております大御所、若々しい岩﨑清パス

ト会長もいらっしゃいます。又、この中に本日入会致

します井上努君の御爺ちゃん井上延太郎さんも描か

れています。３代に渡ってのロータリアンです。古河

ロータリークラブの歴史を感じます。

　55年の歴史を振り返り「温故知新」故きを温ねて新

しきを知る「先人の学問など昔の事柄の研究を通し

て新しい意味や価値を再発見する」という気持ちで

新しい55年目の節目の古河ロータリークラブの活動

を模索して行きたいと思います。

　又、今年度掲げたテーマ「行動は進化をもたらす」

ですが、新型コロナウイルスにより奉仕活動やクラ

ブの例会が止まった中、緊急事態宣言が解除になり

ましたが、中々終息しない新型コロナウイルス、第２

波・第３波が来るだろうと言われていますが、今、私

達は何をすべきか私達会員が自粛して家族・社員・古

河市民の感染防止に協力をする。これも行動です。

又、前年度の野村久男パスト会長が行った古河医師

会へのＰＣＲ検査車両導入の資金援助の奉仕も活動

です。この様な現状の中で最大限どの様なスタイル

で奉仕も行動すべきか、会員の皆様と考えて行きた

いと思います。

　国際ロータリー2020‐2021年度ＲＩ会長ホルガー・

クナーク氏は「ロータリーは機会の扉を開く」とテー

マを掲げました。「私達のあらゆる活動が誰かの為に

機会の扉を開いています」と述べ、「ロータリーは奉

仕プロジェクトを実施し、やり遂げる機会を与えて

くれる。ロータリーはリーダーシップの機会を与え

てくれる。又、ロータリーは無限の機会への招待であ

る」と述べています。色々な事業や奉仕活動で自己研

鑽が出来るロータリークラブであると思います。

　又、池田正純ガバナーは、クラブの設計者は若い人

達であり会員が変化を受け入れる必要性を強調し、

「時間は私達の為にスローダウンしてくれない」デジ

タル革命がもたらす様々な打撃は予想を遙かに超え

ていると言われ、地区スローガンを「ロータリアンの

イノベーション・磨こう人間力」と唱えました。会員

の皆様で古河ロータリークラブに意義の有る新たな

価値を創造し、大きな変化を目指して行きましょう。

　そして、行動する事により新しい組織の在り方や

価値観や、行動が変化をもたらしてくれます。創立55
周年、文字通り「GoGo」です。行動です。

　最後に成りますが、来年６月迄の１年間、会員の皆

様のご協力をお願い致しまして会長挨拶とさせて頂

きます。

　幹事として、栗原年度と会員一人一人の為にクラ

ブの効率良いスムーズな運営を心掛け、栗原年度を

記憶に残る１年にしたいと思います

　伝統と格式のある古河ロータリークラブの歴史と

強みを継承尊重しつつ、社会と時代のニーズに耳を

傾け、改善点が有れば会員の皆様と共に積極的に取

り組んで行きます、

　１年間、宜しくお願い致します。

　栗原年度、会長エレクト及び会員

組織委員長を仰せつかりました坪

野でございます。

　前年度野村久男年度では、経験し

た事のない新型コロナウイルスに

よる例会休止も在り、栗原年度も異例の出発となり

ました。

　伝統と格式の有る古河ロータリークラブ運営も未

だに見通しは立っておりませんが、来年の坪野年度

に向けて、栗原会長の下研鑚を積んで行く所存であ

ります。

　会員全ての方を頼りにする事はもちろん、次年度

理事・役員・委員長のお力をお借りしてのクラブ運営

を目指して参ります。特に快く幹事をお引き受け頂

いた町田幹事エレクトには大変期待しております。

　今後世の中どの様に成り、どの様にクラブ運営がな

されるか分かりませんが、皆様のご協力をお願いして

行きたいと思います。何卒宜しくお願い致します。

　栗原年度の１年間、会計・ニコニ

コＢＯＸを担当させて頂きます町

田です。これまで、例会に出席する

事が第一に考えておりましたが、栗

原年度が始まる準備が深まるに連

れ、緊張が高まり、１年後の幹事と言う重職にひしひ

しと責任を感じています。

　会長エレクト坪野さんは、２年前の野村利夫年度

の幹事でもあり、会計・ニコニコＢＯＸ及び幹事の大

先輩ですので、色々分からない点等のご指導助言を

頂きながら全うして参ります。

　現在、今迄読んだ事の無い定款・規則の内容が、幹事

に成る上で重要な事だと思いますので会計・ニコニコ

ＢＯＸを担当している間に学んで行きたいと思いま

す。このような状態です、まだまだ未熟であり、不安で

あり、気が付かない事が在り、皆様にご迷惑をお掛け

する事が在るかと思います。その際は、優しくご指摘

頂ければと思います。どうぞ宜しくお願い致します。

間下　保　幹事挨拶

坪野　潔　会長エレクト挨拶

町田　晴彦　副幹事挨拶

（敬称略）

古河ロータリークラブ
発起人の7名

井上延太郎
故

船江豊三郎
故

飯島賢治
故

岩 　清平野二郎
故

佐藤長之助
故 故

須藤信三

１年間よろしくお願い致します。

　　　　雑誌･会報委員会  

　　　　　  委員長　熊木 善一  

　

　今年度、残念ながら５名の退会者が出てしまいま

した。岡本重男第40代会長在籍41年・長澤清輝第50代

会長在籍23年・小倉千裕さん在籍６年・根目沢順子さ

ん在籍２年・常陽銀行古河支店 支店長塩原隆さん転

勤により退会となってしまいました。

　私事この度令和２年６月30日をもちまして、古河

ロータリークラブを去るのは大変残念なのですが、

一身上の都合により退会させて頂く事になりまし

た。昭和54年９月１日に入会して在籍41年間、会員

皆々様には何時の時も御指導、ご協力を頂きありが

とうございました。

　お陰様で40代目クラブ会長・第４分区ガバナー補

佐・地区委員等を経験させていただく事が出来まし

た。又、奉仕活動では、渡良瀬遊水地「水辺の学校」100
人の小中学生との体験学習、「スリランカ幼稚園へ園

舎・井戸・文具の寄贈」を実施する事が出来ました。

　今、古河ロータリークラブを通して多くの人との

出会い及び貴重な体験をさせて頂いた思い出で一杯

で御座います。大変ありがとうございました。

　これからの古河ロータリークラブの益々の地域へ

の奉仕活動の推進、発展と会員皆様のご健勝、御多幸

をご祈念申し上げます。

　今般、一身上の都合により古河ロータリークラブ

を退会させて頂く事になりました。会員の皆様には

長い間お世話になり大変有難う御座いました。プラ

イベートでは、まだ宜しくお願い致します。

　私より先輩の方々が居られる中で、先に私が退会

するのは少し心苦しいです。

　入会して数年はロータリークラブとは何なのかわ

かりませんでしたが、地区の国際奉仕委員会に参加

する機会を得てから少しずつロータリークラブがわ

かった様な気が致します。

　20年数年、ロータリークラブでなければ得られな

い色々な体験・経験をさせて頂き、私にとって一生思

い出に残るであろう場面が沢山ありました。

　海外では、台湾中歴ロータリークラブの方々、タ

イ、バンコクのロータリークラブの方々と友人が出

来た事。特にバンコク・パツムワンロータリークラブ

の方々には大変お世話になった事、ブラジルから１

年交換学生を担当した事、私が幹事の時、東日本大震

災が発生して地区大会が中止になり、蓮見会長の企

画でチャリティーコンサートを行った事。ロータ

リーで初めて海外事業が岡本パスト会長と共にスリ

ランカに行った事が特に印象深い思い出です。

　今後は外部から皆様の御活躍を見て行きたいと思

います。まだ、大変な時期ですが古河ロータリークラ

ブのご発展を祈念して退会の挨拶とさせて頂きます。

　伝統と格式のある古河ロータリークラブに入会さ

せて頂いてから、早くも２年が経過致しました。この

２年間、皆様と共に活動した例会・クリスマスパー

ティー・勉強会・河川敷のゴミ拾い等々が走馬灯の様

に思い出されます。本当に皆様と懇親を深められて

幸せな時間を過ごす事が出来感謝しております。そ

して、これらは私の財産ともなっております。
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　異動先の常陽コンピューター株式会社は、水戸に

御座いまして、今後は自宅から通勤となり単身赴任

生活も終了致します。

　古河支店勤務は、７月２日（木曜日）迄となり、辞令

以降荒々しく時が流れ折、本来ならば皆様お一人お

一人にきちんと御挨拶を致すべき所で御座います

が、時間の関係も在りまして、この場をお借りして御

挨拶と成る事をお許し下さい。

　後任の支店長は、岩井支店から本部の経験のある

川島弘行が７月６日から着任致します。古河ロータ

リークラブに入会する事に成ると思われますので、

その際には、変わらぬご愛顧を頂ければ幸いでござ

います。

　最後に成りますが、会員皆々様のご健勝と御多幸

をお祈りし、古河ロータリークラブの益々の繁栄を

祈念致しまして、ご挨拶と致します。２年間、誠にあ

りがとうございました。

国際ロータリー第2820地区

1

■設　立：1966年（昭和41年）７月７日
　　　　　RI加盟承認 1966年８月30日（754番）
　　　　　スポンサークラブ土浦南ロータリークラブ

　　　　　初代会長 井上 延太郎、 幹事 岩﨑 清
■事務所：〒306‐0002 古河市三杉町   間下 保
　　　　　TEL:（0280）32‐7020　FAX:（0280）32‐8221
　　　　　e-mail:dan@koganet.ne.jp
■例会場：〒306-0023 古河市本町
　　　　　常陽銀行 古河支店３階
　　　　　TEL:（0280）32‐3131（代表）
　　　　　〈臨時例会場〉ザ・カナルヒルズ

■例会日：毎週金曜日（第５金曜日は無し）

■会　長：栗原　清（55代）
■幹　事：間下　保

■会員数：正会員59名
■発　行：雑誌･会報委員会 熊木 善一 委員長
　　　　　e-mail:cjpqm384@yahoo.co.jp
■公式HP：http://koga-rotary.org/第2609回例会 2020年7月3日㈮

2020‒2021 栗原  清年度  クラブテーマ

「行動は進化をもたらす」

古河ロータリークラブ週報
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2020-2021年度
国際ロータリー会長

ホルガー・クナーク

2020-2021年度
国際ロータリー第2820地区
池田  正純  ガバナー

地区スローガン

ロータリアンのイノベーション
磨こう人間力

野村久男年度　100％　出席者　44名（敬称略）　

おめでとうございます。

岩﨑　清　　　　堀江　弘　　　　岡本　重男　

堀江　和弘　　　関口　哲勇　　　川島　陽一

蓮見　公男　　　大和田　五郎　　植竹　清治

野澤　豊輔　　　長澤　清輝　　　川島　栄

遠藤　源一郎　　野村　利夫　　　飯田　敏行

栗原　清　　　　間下　保　　　　野村　久男

塚田　晴夫　　　伏木　利光　　　坪野　潔

服部　吉高　　　谷村　則幸　　　森田　一雄

遠藤　誠　　　　木村　直行　　　阿久津　理

町田　晴彦　　　岩田　潤一　　　岩﨑　聖一

若松　理　　　　秋葉　和敬　　　浜野　雅之

田村　武敏　　　宮内　則雄　　　熊木　善一

相良　登　　　　前田　美代子　　五十嵐　順

立岡　喜一　　　小山　仁美　　　田口　哲也

早川　宏　　　　鈴木　敏雄　　　以上

　新型コロナウイルス感染症の影響の為、野村年度

の第三回・第四回・ＩＭ記念ゴルフコンペが中止とな

り残念となりましたが、栗原年度でも引き続き開催

される予定がありますので、会員皆々様のご参加頂

きます様お願い申し上げます。

　私事でございますが、３月・４月・５月と長期の入

院した際にクラブからお見舞いを頂きありがとうご

ざいました。このお礼は、古河ロータリークラブの活

動にてお返しして行きたいと考えておりますので、

今後ともよろしくお願い致します。

・栗原年度７月から９月の例会開催方法について本

日お配りした別紙参照をお願い致します。

・年会費について、請求書が必要な方がいらっしゃ

いましたら私間下の方にご連絡下さい

・８月28日開催予定のガバナー公式訪問時のプログ

ラムにつきまして、ガバナー事務所よりのご意向

も在りますので決定次第再度ご連絡致します。

・第49代会長 井上滋氏のご子息 井上勉君が入会の

承認が下り７月例会より参加致します。

　最初に、電話・ＦＡＸにて例会出席の確認を取らさ

せて頂いた事お詫び申し上げます。連絡事項３点ご

ざいます。

①野村年度の各委員長さんで立替されている事項が

御座いましたら至急書類の提出をお願い致しま

す。

②皆様に大和田パスト会長がお作りになりました、

「野村久男年度１年間の歩み」のＤＶＤをお配りし

ておりますので忘れずにお持ち帰りください。

③帰る際には、お弁当の持ち帰りをお願い致します。

　１年間お世話になりました。ありがとうございま

した。

　皆様のお陰で、本日、野村年度最終例会を迎える事

が出来ました。一年間、ご指導ご協力誠にありがとう

ございました。

　そして、岡本パスト会長さん40年間大変ご苦労様

でした。長澤パスト会長さん23年間お疲れ様でした。

二人共古河ロータリークラブの国際奉仕を海外で実

施された方です。私の思い出は40周年事業として、ス

リランカへ保育園及び井戸建設に２回同行した事、

そしてインド洋に浮かぶモルディブ諸島で休暇を満

喫した思い出です。

　長澤さんとは、４年前、会長・幹事のコンビを組み

ました。スリランカ、関口年度、タイ国に消防自動車

を寄贈、長澤年度には、放置自転車500台寄贈にタイ

国に同行した良い思い出です。

　お二人には、今後とも古河ロータリークラブに対

してご指導の程宜しくお願い致します。

　さて、私が週報に掲げたテーマ「奉仕」について、漢

字の語源の話を致します。

　「奉」音読みでは「ホウ」・「ブ」又訓読みでは「たてま

つる」意味としては、一般的に献上する・ささげ物・大

切なものを持つ・やしなう・育てる・助ける、「天子（国

を治める人）・神・仏様等々、大切な物を両手でしっか

りと持ち捧げる事を意味する文字である。文字の左

右は人の右手、左手を表している、真ん中の五つ突き

出ているのは、５本の指を象形している。そして、中

央の上側に表しているのが宝物を象形しています。

　私が言いたいのは、真ん中にある宝物「ロータリー

の理念」としてロータリーの人生哲学である、シェル

ドンが提唱した「最も良く奉仕する者、最も多く報い

られる」のモットーで表現される職業奉仕の理念で

ある。もう一つは、他人の事を思い遣り、他人の為に

尽くすと言う「超我の奉仕」のモットーで表現され

る、人道的奉仕理念だと思います。皆さん、常にロー

タリー理念を考えながら、家族・職場・地域社会で活

動して行きましょう。人生がとても楽しく成ると思

います。

　以上で最後の会長挨拶の時間と致します。ご清聴

ありがとうございました。

次回の例会プログラム ７月17日（金）本日の例会プログラム
○ 月初めのお祝い
○ こんにちは 栗原年度 
　 栗原会長・間下幹事
　 坪野会長エレクト・町田副幹事

○ 栗原年度委員長挨拶
　 地区出向者挨拶

　皆様こんにちは、先ずは、野村久男会長・森田一雄

幹事・理事・役員・委員長の皆様、一年間ご苦労様でし

た。新型コロナウイルスにより３分の１の例会又は

事業が出来ないまま、本日開催予定でありました野

村久男年度ご苦労様パーティーで、会長はじめ理事・

役員・委員長の皆様の１年間の労を労う懇親会も開

催されず申し訳ない気持ちでいっぱいです。

　本来であれば今日のご苦労様パーティーで野村年

度理事・役員・委員長さんご苦労様、そして次年度の

理事・役員・委員長の紹介と17年間、当たり前の様に

古河ロータリークラブの諸先輩にご指導を頂いた私

にとって残念でなりません。改めて今年度の会長・幹

事・理事・役員・委員長の皆様ご苦労様でした。

　そして来週から栗原年度が始まります。新型コロ

ナウイルスのワクチンや薬が開発され、終息又は落

ち着く迄は、新スタイルの例会や事業に成ると思い

ます。この危機を乗り越えるには会員皆々様のご協

力無くしては出来ません。古河ロータリークラブ会

員一人一人のご協力をお願い申し上げまして、挨拶

と致します。宜しくお願い致します。

　古河ロータリークラブの皆さんこんにちは、古河

ロータリークラブ創立55年目の節目の栗原年度７月

第一例会の始まりです。週報に印刷されている似顔

絵は、大和田パスト会長にお世話になり探して頂き

ました55年前の古河ロータリークラブを創設なされ

た諸先輩の方々です。

　「背景に映っている畳は何を意味しているのか分

かりませんが大和田パスト会長が勝手に入れてしま

いました。」この週報表紙の古河ロータリークラブ発

起人の７名の諸先輩がいらっしゃいます。現在も御

活躍なされております大御所、若々しい岩﨑清パス

ト会長もいらっしゃいます。又、この中に本日入会致

します井上努君の御爺ちゃん井上延太郎さんも描か

れています。３代に渡ってのロータリアンです。古河

ロータリークラブの歴史を感じます。

　55年の歴史を振り返り「温故知新」故きを温ねて新

しきを知る「先人の学問など昔の事柄の研究を通し

て新しい意味や価値を再発見する」という気持ちで

新しい55年目の節目の古河ロータリークラブの活動

を模索して行きたいと思います。

　又、今年度掲げたテーマ「行動は進化をもたらす」

ですが、新型コロナウイルスにより奉仕活動やクラ

ブの例会が止まった中、緊急事態宣言が解除になり

ましたが、中々終息しない新型コロナウイルス、第２

波・第３波が来るだろうと言われていますが、今、私

達は何をすべきか私達会員が自粛して家族・社員・古

河市民の感染防止に協力をする。これも行動です。

又、前年度の野村久男パスト会長が行った古河医師

会へのＰＣＲ検査車両導入の資金援助の奉仕も活動

です。この様な現状の中で最大限どの様なスタイル

で奉仕も行動すべきか、会員の皆様と考えて行きた

いと思います。

　国際ロータリー2020‐2021年度ＲＩ会長ホルガー・

クナーク氏は「ロータリーは機会の扉を開く」とテー

マを掲げました。「私達のあらゆる活動が誰かの為に

機会の扉を開いています」と述べ、「ロータリーは奉

仕プロジェクトを実施し、やり遂げる機会を与えて

くれる。ロータリーはリーダーシップの機会を与え

てくれる。又、ロータリーは無限の機会への招待であ

る」と述べています。色々な事業や奉仕活動で自己研

鑽が出来るロータリークラブであると思います。

　又、池田正純ガバナーは、クラブの設計者は若い人

達であり会員が変化を受け入れる必要性を強調し、

「時間は私達の為にスローダウンしてくれない」デジ

タル革命がもたらす様々な打撃は予想を遙かに超え

ていると言われ、地区スローガンを「ロータリアンの

イノベーション・磨こう人間力」と唱えました。会員

の皆様で古河ロータリークラブに意義の有る新たな

価値を創造し、大きな変化を目指して行きましょう。

　そして、行動する事により新しい組織の在り方や

価値観や、行動が変化をもたらしてくれます。創立55
周年、文字通り「GoGo」です。行動です。

　最後に成りますが、来年６月迄の１年間、会員の皆

様のご協力をお願い致しまして会長挨拶とさせて頂

きます。

　幹事として、栗原年度と会員一人一人の為にクラ

ブの効率良いスムーズな運営を心掛け、栗原年度を

記憶に残る１年にしたいと思います

　伝統と格式のある古河ロータリークラブの歴史と

強みを継承尊重しつつ、社会と時代のニーズに耳を

傾け、改善点が有れば会員の皆様と共に積極的に取

り組んで行きます、

　１年間、宜しくお願い致します。

　栗原年度、会長エレクト及び会員

組織委員長を仰せつかりました坪

野でございます。

　前年度野村久男年度では、経験し

た事のない新型コロナウイルスに

よる例会休止も在り、栗原年度も異例の出発となり

ました。

　伝統と格式の有る古河ロータリークラブ運営も未

だに見通しは立っておりませんが、来年の坪野年度

に向けて、栗原会長の下研鑚を積んで行く所存であ

ります。

　会員全ての方を頼りにする事はもちろん、次年度

理事・役員・委員長のお力をお借りしてのクラブ運営

を目指して参ります。特に快く幹事をお引き受け頂

いた町田幹事エレクトには大変期待しております。

　今後世の中どの様に成り、どの様にクラブ運営がな

されるか分かりませんが、皆様のご協力をお願いして

行きたいと思います。何卒宜しくお願い致します。

　栗原年度の１年間、会計・ニコニ

コＢＯＸを担当させて頂きます町

田です。これまで、例会に出席する

事が第一に考えておりましたが、栗

原年度が始まる準備が深まるに連

れ、緊張が高まり、１年後の幹事と言う重職にひしひ

しと責任を感じています。

　会長エレクト坪野さんは、２年前の野村利夫年度

の幹事でもあり、会計・ニコニコＢＯＸ及び幹事の大

先輩ですので、色々分からない点等のご指導助言を

頂きながら全うして参ります。

　現在、今迄読んだ事の無い定款・規則の内容が、幹事

に成る上で重要な事だと思いますので会計・ニコニコ

ＢＯＸを担当している間に学んで行きたいと思いま

す。このような状態です、まだまだ未熟であり、不安で

あり、気が付かない事が在り、皆様にご迷惑をお掛け

する事が在るかと思います。その際は、優しくご指摘

頂ければと思います。どうぞ宜しくお願い致します。

間下　保　幹事挨拶

坪野　潔　会長エレクト挨拶

町田　晴彦　副幹事挨拶

（敬称略）

古河ロータリークラブ
発起人の7名

井上延太郎
故

船江豊三郎
故

飯島賢治
故

岩 　清平野二郎
故

佐藤長之助
故 故

須藤信三

１年間よろしくお願い致します。

　　　　雑誌･会報委員会  

　　　　　  委員長　熊木 善一  



　

　今年度、残念ながら５名の退会者が出てしまいま

した。岡本重男第40代会長在籍41年・長澤清輝第50代

会長在籍23年・小倉千裕さん在籍６年・根目沢順子さ

ん在籍２年・常陽銀行古河支店 支店長塩原隆さん転

勤により退会となってしまいました。

　私事この度令和２年６月30日をもちまして、古河

ロータリークラブを去るのは大変残念なのですが、

一身上の都合により退会させて頂く事になりまし

た。昭和54年９月１日に入会して在籍41年間、会員

皆々様には何時の時も御指導、ご協力を頂きありが

とうございました。

　お陰様で40代目クラブ会長・第４分区ガバナー補

佐・地区委員等を経験させていただく事が出来まし

た。又、奉仕活動では、渡良瀬遊水地「水辺の学校」100
人の小中学生との体験学習、「スリランカ幼稚園へ園

舎・井戸・文具の寄贈」を実施する事が出来ました。

　今、古河ロータリークラブを通して多くの人との

出会い及び貴重な体験をさせて頂いた思い出で一杯

で御座います。大変ありがとうございました。

　これからの古河ロータリークラブの益々の地域へ

の奉仕活動の推進、発展と会員皆様のご健勝、御多幸

をご祈念申し上げます。

　今般、一身上の都合により古河ロータリークラブ

を退会させて頂く事になりました。会員の皆様には

長い間お世話になり大変有難う御座いました。プラ

イベートでは、まだ宜しくお願い致します。

　私より先輩の方々が居られる中で、先に私が退会

するのは少し心苦しいです。

　入会して数年はロータリークラブとは何なのかわ

かりませんでしたが、地区の国際奉仕委員会に参加

する機会を得てから少しずつロータリークラブがわ

かった様な気が致します。

　20年数年、ロータリークラブでなければ得られな

い色々な体験・経験をさせて頂き、私にとって一生思

い出に残るであろう場面が沢山ありました。

　海外では、台湾中歴ロータリークラブの方々、タ

イ、バンコクのロータリークラブの方々と友人が出

来た事。特にバンコク・パツムワンロータリークラブ

の方々には大変お世話になった事、ブラジルから１

年交換学生を担当した事、私が幹事の時、東日本大震

災が発生して地区大会が中止になり、蓮見会長の企

画でチャリティーコンサートを行った事。ロータ

リーで初めて海外事業が岡本パスト会長と共にスリ

ランカに行った事が特に印象深い思い出です。

　今後は外部から皆様の御活躍を見て行きたいと思

います。まだ、大変な時期ですが古河ロータリークラ

ブのご発展を祈念して退会の挨拶とさせて頂きます。

　伝統と格式のある古河ロータリークラブに入会さ

せて頂いてから、早くも２年が経過致しました。この

２年間、皆様と共に活動した例会・クリスマスパー

ティー・勉強会・河川敷のゴミ拾い等々が走馬灯の様

に思い出されます。本当に皆様と懇親を深められて

幸せな時間を過ごす事が出来感謝しております。そ

して、これらは私の財産ともなっております。
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　異動先の常陽コンピューター株式会社は、水戸に

御座いまして、今後は自宅から通勤となり単身赴任

生活も終了致します。

　古河支店勤務は、７月２日（木曜日）迄となり、辞令

以降荒々しく時が流れ折、本来ならば皆様お一人お

一人にきちんと御挨拶を致すべき所で御座います

が、時間の関係も在りまして、この場をお借りして御

挨拶と成る事をお許し下さい。

　後任の支店長は、岩井支店から本部の経験のある

川島弘行が７月６日から着任致します。古河ロータ

リークラブに入会する事に成ると思われますので、

その際には、変わらぬご愛顧を頂ければ幸いでござ

います。

　最後に成りますが、会員皆々様のご健勝と御多幸

をお祈りし、古河ロータリークラブの益々の繁栄を

祈念致しまして、ご挨拶と致します。２年間、誠にあ

りがとうございました。

会長の時間

野村久男年度　100％　出席者　44名（敬称略）　

おめでとうございます。

岩﨑　清　　　　堀江　弘　　　　岡本　重男　

堀江　和弘　　　関口　哲勇　　　川島　陽一

蓮見　公男　　　大和田　五郎　　植竹　清治

野澤　豊輔　　　長澤　清輝　　　川島　栄

遠藤　源一郎　　野村　利夫　　　飯田　敏行

栗原　清　　　　間下　保　　　　野村　久男

塚田　晴夫　　　伏木　利光　　　坪野　潔

服部　吉高　　　谷村　則幸　　　森田　一雄

遠藤　誠　　　　木村　直行　　　阿久津　理

町田　晴彦　　　岩田　潤一　　　岩﨑　聖一

若松　理　　　　秋葉　和敬　　　浜野　雅之

田村　武敏　　　宮内　則雄　　　熊木　善一

相良　登　　　　前田　美代子　　五十嵐　順

立岡　喜一　　　小山　仁美　　　田口　哲也

早川　宏　　　　鈴木　敏雄　　　以上

　新型コロナウイルス感染症の影響の為、野村年度

の第三回・第四回・ＩＭ記念ゴルフコンペが中止とな

り残念となりましたが、栗原年度でも引き続き開催

される予定がありますので、会員皆々様のご参加頂

きます様お願い申し上げます。

　私事でございますが、３月・４月・５月と長期の入

院した際にクラブからお見舞いを頂きありがとうご

ざいました。このお礼は、古河ロータリークラブの活

動にてお返しして行きたいと考えておりますので、

今後ともよろしくお願い致します。

・栗原年度７月から９月の例会開催方法について本

日お配りした別紙参照をお願い致します。

・年会費について、請求書が必要な方がいらっしゃ

いましたら私間下の方にご連絡下さい

・８月28日開催予定のガバナー公式訪問時のプログ

ラムにつきまして、ガバナー事務所よりのご意向

も在りますので決定次第再度ご連絡致します。

・第49代会長 井上滋氏のご子息 井上勉君が入会の

承認が下り７月例会より参加致します。

　最初に、電話・ＦＡＸにて例会出席の確認を取らさ

せて頂いた事お詫び申し上げます。連絡事項３点ご

ざいます。

①野村年度の各委員長さんで立替されている事項が

御座いましたら至急書類の提出をお願い致しま

す。

②皆様に大和田パスト会長がお作りになりました、

「野村久男年度１年間の歩み」のＤＶＤをお配りし

ておりますので忘れずにお持ち帰りください。

③帰る際には、お弁当の持ち帰りをお願い致します。

　１年間お世話になりました。ありがとうございま

した。

　皆様のお陰で、本日、野村年度最終例会を迎える事

が出来ました。一年間、ご指導ご協力誠にありがとう

ございました。

　そして、岡本パスト会長さん40年間大変ご苦労様

でした。長澤パスト会長さん23年間お疲れ様でした。

二人共古河ロータリークラブの国際奉仕を海外で実

施された方です。私の思い出は40周年事業として、ス

リランカへ保育園及び井戸建設に２回同行した事、

そしてインド洋に浮かぶモルディブ諸島で休暇を満

喫した思い出です。

　長澤さんとは、４年前、会長・幹事のコンビを組み

ました。スリランカ、関口年度、タイ国に消防自動車

を寄贈、長澤年度には、放置自転車500台寄贈にタイ

国に同行した良い思い出です。

　お二人には、今後とも古河ロータリークラブに対

してご指導の程宜しくお願い致します。

　さて、私が週報に掲げたテーマ「奉仕」について、漢

字の語源の話を致します。

　「奉」音読みでは「ホウ」・「ブ」又訓読みでは「たてま

つる」意味としては、一般的に献上する・ささげ物・大

切なものを持つ・やしなう・育てる・助ける、「天子（国

を治める人）・神・仏様等々、大切な物を両手でしっか

りと持ち捧げる事を意味する文字である。文字の左

右は人の右手、左手を表している、真ん中の五つ突き

出ているのは、５本の指を象形している。そして、中

央の上側に表しているのが宝物を象形しています。

　私が言いたいのは、真ん中にある宝物「ロータリー

の理念」としてロータリーの人生哲学である、シェル

ドンが提唱した「最も良く奉仕する者、最も多く報い

られる」のモットーで表現される職業奉仕の理念で

ある。もう一つは、他人の事を思い遣り、他人の為に

尽くすと言う「超我の奉仕」のモットーで表現され

る、人道的奉仕理念だと思います。皆さん、常にロー

タリー理念を考えながら、家族・職場・地域社会で活

動して行きましょう。人生がとても楽しく成ると思

います。

　以上で最後の会長挨拶の時間と致します。ご清聴

ありがとうございました。

幹 事 報 告 次年度会長挨拶

　皆様こんにちは、先ずは、野村久男会長・森田一雄

幹事・理事・役員・委員長の皆様、一年間ご苦労様でし

た。新型コロナウイルスにより３分の１の例会又は

事業が出来ないまま、本日開催予定でありました野

村久男年度ご苦労様パーティーで、会長はじめ理事・

役員・委員長の皆様の１年間の労を労う懇親会も開

催されず申し訳ない気持ちでいっぱいです。

　本来であれば今日のご苦労様パーティーで野村年

度理事・役員・委員長さんご苦労様、そして次年度の

理事・役員・委員長の紹介と17年間、当たり前の様に

古河ロータリークラブの諸先輩にご指導を頂いた私

にとって残念でなりません。改めて今年度の会長・幹

事・理事・役員・委員長の皆様ご苦労様でした。

　そして来週から栗原年度が始まります。新型コロ

ナウイルスのワクチンや薬が開発され、終息又は落

ち着く迄は、新スタイルの例会や事業に成ると思い

ます。この危機を乗り越えるには会員皆々様のご協

力無くしては出来ません。古河ロータリークラブ会

員一人一人のご協力をお願い申し上げまして、挨拶

と致します。宜しくお願い致します。

　古河ロータリークラブの皆さんこんにちは、古河

ロータリークラブ創立55年目の節目の栗原年度７月

第一例会の始まりです。週報に印刷されている似顔

絵は、大和田パスト会長にお世話になり探して頂き

ました55年前の古河ロータリークラブを創設なされ

た諸先輩の方々です。

　「背景に映っている畳は何を意味しているのか分

かりませんが大和田パスト会長が勝手に入れてしま

いました。」この週報表紙の古河ロータリークラブ発

起人の７名の諸先輩がいらっしゃいます。現在も御

活躍なされております大御所、若々しい岩﨑清パス

ト会長もいらっしゃいます。又、この中に本日入会致

します井上努君の御爺ちゃん井上延太郎さんも描か

れています。３代に渡ってのロータリアンです。古河

ロータリークラブの歴史を感じます。

　55年の歴史を振り返り「温故知新」故きを温ねて新

しきを知る「先人の学問など昔の事柄の研究を通し

て新しい意味や価値を再発見する」という気持ちで

新しい55年目の節目の古河ロータリークラブの活動

を模索して行きたいと思います。

　又、今年度掲げたテーマ「行動は進化をもたらす」

ですが、新型コロナウイルスにより奉仕活動やクラ

ブの例会が止まった中、緊急事態宣言が解除になり

ましたが、中々終息しない新型コロナウイルス、第２

波・第３波が来るだろうと言われていますが、今、私

達は何をすべきか私達会員が自粛して家族・社員・古

河市民の感染防止に協力をする。これも行動です。

又、前年度の野村久男パスト会長が行った古河医師

会へのＰＣＲ検査車両導入の資金援助の奉仕も活動

です。この様な現状の中で最大限どの様なスタイル

で奉仕も行動すべきか、会員の皆様と考えて行きた

いと思います。

　国際ロータリー2020‐2021年度ＲＩ会長ホルガー・

クナーク氏は「ロータリーは機会の扉を開く」とテー

マを掲げました。「私達のあらゆる活動が誰かの為に

機会の扉を開いています」と述べ、「ロータリーは奉

仕プロジェクトを実施し、やり遂げる機会を与えて

くれる。ロータリーはリーダーシップの機会を与え

てくれる。又、ロータリーは無限の機会への招待であ

る」と述べています。色々な事業や奉仕活動で自己研

鑽が出来るロータリークラブであると思います。

　又、池田正純ガバナーは、クラブの設計者は若い人

達であり会員が変化を受け入れる必要性を強調し、

「時間は私達の為にスローダウンしてくれない」デジ

タル革命がもたらす様々な打撃は予想を遙かに超え

ていると言われ、地区スローガンを「ロータリアンの

イノベーション・磨こう人間力」と唱えました。会員

の皆様で古河ロータリークラブに意義の有る新たな

価値を創造し、大きな変化を目指して行きましょう。

　そして、行動する事により新しい組織の在り方や

価値観や、行動が変化をもたらしてくれます。創立55
周年、文字通り「GoGo」です。行動です。

　最後に成りますが、来年６月迄の１年間、会員の皆

様のご協力をお願い致しまして会長挨拶とさせて頂

きます。

　幹事として、栗原年度と会員一人一人の為にクラ

ブの効率良いスムーズな運営を心掛け、栗原年度を

記憶に残る１年にしたいと思います

　伝統と格式のある古河ロータリークラブの歴史と

強みを継承尊重しつつ、社会と時代のニーズに耳を

傾け、改善点が有れば会員の皆様と共に積極的に取

り組んで行きます、

　１年間、宜しくお願い致します。

　栗原年度、会長エレクト及び会員

組織委員長を仰せつかりました坪

野でございます。

　前年度野村久男年度では、経験し

た事のない新型コロナウイルスに

よる例会休止も在り、栗原年度も異例の出発となり

ました。

　伝統と格式の有る古河ロータリークラブ運営も未

だに見通しは立っておりませんが、来年の坪野年度

に向けて、栗原会長の下研鑚を積んで行く所存であ

ります。

　会員全ての方を頼りにする事はもちろん、次年度

理事・役員・委員長のお力をお借りしてのクラブ運営

を目指して参ります。特に快く幹事をお引き受け頂

いた町田幹事エレクトには大変期待しております。

　今後世の中どの様に成り、どの様にクラブ運営がな

されるか分かりませんが、皆様のご協力をお願いして

行きたいと思います。何卒宜しくお願い致します。

　栗原年度の１年間、会計・ニコニ

コＢＯＸを担当させて頂きます町

田です。これまで、例会に出席する

事が第一に考えておりましたが、栗

原年度が始まる準備が深まるに連

れ、緊張が高まり、１年後の幹事と言う重職にひしひ

しと責任を感じています。

　会長エレクト坪野さんは、２年前の野村利夫年度

の幹事でもあり、会計・ニコニコＢＯＸ及び幹事の大

先輩ですので、色々分からない点等のご指導助言を

頂きながら全うして参ります。

　現在、今迄読んだ事の無い定款・規則の内容が、幹事

に成る上で重要な事だと思いますので会計・ニコニコ

ＢＯＸを担当している間に学んで行きたいと思いま

す。このような状態です、まだまだ未熟であり、不安で

あり、気が付かない事が在り、皆様にご迷惑をお掛け

する事が在るかと思います。その際は、優しくご指摘

頂ければと思います。どうぞ宜しくお願い致します。

栗原　清　会長挨拶　

　今年度、残念ながら５名の退会者が出てしまいま

した。岡本重男第40代会長在籍41年・長澤清輝第50代

会長在籍23年・小倉千裕さん在籍６年・根目沢順子さ

ん在籍２年・常陽銀行古河支店 支店長塩原隆さん転

勤により退会となってしまいました。

　私事この度令和２年６月30日をもちまして、古河

ロータリークラブを去るのは大変残念なのですが、

一身上の都合により退会させて頂く事になりまし

た。昭和54年９月１日に入会して在籍41年間、会員

皆々様には何時の時も御指導、ご協力を頂きありが

とうございました。

　お陰様で40代目クラブ会長・第４分区ガバナー補

佐・地区委員等を経験させていただく事が出来まし

た。又、奉仕活動では、渡良瀬遊水地「水辺の学校」100
人の小中学生との体験学習、「スリランカ幼稚園へ園

舎・井戸・文具の寄贈」を実施する事が出来ました。

　今、古河ロータリークラブを通して多くの人との

出会い及び貴重な体験をさせて頂いた思い出で一杯

で御座います。大変ありがとうございました。

　これからの古河ロータリークラブの益々の地域へ

の奉仕活動の推進、発展と会員皆様のご健勝、御多幸

をご祈念申し上げます。

　今般、一身上の都合により古河ロータリークラブ

を退会させて頂く事になりました。会員の皆様には

長い間お世話になり大変有難う御座いました。プラ

イベートでは、まだ宜しくお願い致します。

　私より先輩の方々が居られる中で、先に私が退会

するのは少し心苦しいです。

　入会して数年はロータリークラブとは何なのかわ

かりませんでしたが、地区の国際奉仕委員会に参加

する機会を得てから少しずつロータリークラブがわ

かった様な気が致します。

　20年数年、ロータリークラブでなければ得られな

い色々な体験・経験をさせて頂き、私にとって一生思

い出に残るであろう場面が沢山ありました。

　海外では、台湾中歴ロータリークラブの方々、タ

イ、バンコクのロータリークラブの方々と友人が出

来た事。特にバンコク・パツムワンロータリークラブ

の方々には大変お世話になった事、ブラジルから１

年交換学生を担当した事、私が幹事の時、東日本大震

災が発生して地区大会が中止になり、蓮見会長の企

画でチャリティーコンサートを行った事。ロータ

リーで初めて海外事業が岡本パスト会長と共にスリ

ランカに行った事が特に印象深い思い出です。

　今後は外部から皆様の御活躍を見て行きたいと思

います。まだ、大変な時期ですが古河ロータリークラ

ブのご発展を祈念して退会の挨拶とさせて頂きます。

　伝統と格式のある古河ロータリークラブに入会さ

せて頂いてから、早くも２年が経過致しました。この

２年間、皆様と共に活動した例会・クリスマスパー

ティー・勉強会・河川敷のゴミ拾い等々が走馬灯の様

に思い出されます。本当に皆様と懇親を深められて

幸せな時間を過ごす事が出来感謝しております。そ

して、これらは私の財産ともなっております。
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　異動先の常陽コンピューター株式会社は、水戸に

御座いまして、今後は自宅から通勤となり単身赴任

生活も終了致します。

　古河支店勤務は、７月２日（木曜日）迄となり、辞令

以降荒々しく時が流れ折、本来ならば皆様お一人お

一人にきちんと御挨拶を致すべき所で御座います

が、時間の関係も在りまして、この場をお借りして御

挨拶と成る事をお許し下さい。

　後任の支店長は、岩井支店から本部の経験のある

川島弘行が７月６日から着任致します。古河ロータ

リークラブに入会する事に成ると思われますので、

その際には、変わらぬご愛顧を頂ければ幸いでござ

います。

　最後に成りますが、会員皆々様のご健勝と御多幸

をお祈りし、古河ロータリークラブの益々の繁栄を

祈念致しまして、ご挨拶と致します。２年間、誠にあ

りがとうございました。

司会・進行

第 回 「野村久男年度  さよなら例会」

野村　治代 野村久男会長令夫人

森田　純代 森田一雄幹事令夫人

野村久男年度　100％　出席者　44名（敬称略）　

おめでとうございます。

岩﨑　清　　　　堀江　弘　　　　岡本　重男　

堀江　和弘　　　関口　哲勇　　　川島　陽一

蓮見　公男　　　大和田　五郎　　植竹　清治

野澤　豊輔　　　長澤　清輝　　　川島　栄

遠藤　源一郎　　野村　利夫　　　飯田　敏行

栗原　清　　　　間下　保　　　　野村　久男

塚田　晴夫　　　伏木　利光　　　坪野　潔

服部　吉高　　　谷村　則幸　　　森田　一雄

遠藤　誠　　　　木村　直行　　　阿久津　理

町田　晴彦　　　岩田　潤一　　　岩﨑　聖一

若松　理　　　　秋葉　和敬　　　浜野　雅之

田村　武敏　　　宮内　則雄　　　熊木　善一

相良　登　　　　前田　美代子　　五十嵐　順

立岡　喜一　　　小山　仁美　　　田口　哲也

早川　宏　　　　鈴木　敏雄　　　以上

　新型コロナウイルス感染症の影響の為、野村年度

の第三回・第四回・ＩＭ記念ゴルフコンペが中止とな

り残念となりましたが、栗原年度でも引き続き開催

される予定がありますので、会員皆々様のご参加頂

きます様お願い申し上げます。

　私事でございますが、３月・４月・５月と長期の入

院した際にクラブからお見舞いを頂きありがとうご

ざいました。このお礼は、古河ロータリークラブの活

動にてお返しして行きたいと考えておりますので、

今後ともよろしくお願い致します。

・栗原年度７月から９月の例会開催方法について本

日お配りした別紙参照をお願い致します。

・年会費について、請求書が必要な方がいらっしゃ

いましたら私間下の方にご連絡下さい

・８月28日開催予定のガバナー公式訪問時のプログ

ラムにつきまして、ガバナー事務所よりのご意向

も在りますので決定次第再度ご連絡致します。

・第49代会長 井上滋氏のご子息 井上勉君が入会の

承認が下り７月例会より参加致します。

　最初に、電話・ＦＡＸにて例会出席の確認を取らさ

せて頂いた事お詫び申し上げます。連絡事項３点ご

ざいます。

①野村年度の各委員長さんで立替されている事項が

御座いましたら至急書類の提出をお願い致しま

す。

②皆様に大和田パスト会長がお作りになりました、

「野村久男年度１年間の歩み」のＤＶＤをお配りし

ておりますので忘れずにお持ち帰りください。

③帰る際には、お弁当の持ち帰りをお願い致します。

　１年間お世話になりました。ありがとうございま

した。

　皆様のお陰で、本日、野村年度最終例会を迎える事

が出来ました。一年間、ご指導ご協力誠にありがとう

ございました。

　そして、岡本パスト会長さん40年間大変ご苦労様

でした。長澤パスト会長さん23年間お疲れ様でした。

二人共古河ロータリークラブの国際奉仕を海外で実

施された方です。私の思い出は40周年事業として、ス

リランカへ保育園及び井戸建設に２回同行した事、

そしてインド洋に浮かぶモルディブ諸島で休暇を満

喫した思い出です。

　長澤さんとは、４年前、会長・幹事のコンビを組み

ました。スリランカ、関口年度、タイ国に消防自動車

を寄贈、長澤年度には、放置自転車500台寄贈にタイ

国に同行した良い思い出です。

　お二人には、今後とも古河ロータリークラブに対

してご指導の程宜しくお願い致します。

　さて、私が週報に掲げたテーマ「奉仕」について、漢

字の語源の話を致します。

　「奉」音読みでは「ホウ」・「ブ」又訓読みでは「たてま

つる」意味としては、一般的に献上する・ささげ物・大

切なものを持つ・やしなう・育てる・助ける、「天子（国

を治める人）・神・仏様等々、大切な物を両手でしっか

りと持ち捧げる事を意味する文字である。文字の左

右は人の右手、左手を表している、真ん中の五つ突き

出ているのは、５本の指を象形している。そして、中

央の上側に表しているのが宝物を象形しています。

　私が言いたいのは、真ん中にある宝物「ロータリー

の理念」としてロータリーの人生哲学である、シェル

ドンが提唱した「最も良く奉仕する者、最も多く報い

られる」のモットーで表現される職業奉仕の理念で

ある。もう一つは、他人の事を思い遣り、他人の為に

尽くすと言う「超我の奉仕」のモットーで表現され

る、人道的奉仕理念だと思います。皆さん、常にロー

タリー理念を考えながら、家族・職場・地域社会で活

動して行きましょう。人生がとても楽しく成ると思

います。

　以上で最後の会長挨拶の時間と致します。ご清聴

ありがとうございました。

ゲスト紹介

委員会報告

ソ ン グ

連 絡 事 項

退会会員挨拶

　皆様こんにちは、先ずは、野村久男会長・森田一雄

幹事・理事・役員・委員長の皆様、一年間ご苦労様でし

た。新型コロナウイルスにより３分の１の例会又は

事業が出来ないまま、本日開催予定でありました野

村久男年度ご苦労様パーティーで、会長はじめ理事・

役員・委員長の皆様の１年間の労を労う懇親会も開

催されず申し訳ない気持ちでいっぱいです。

　本来であれば今日のご苦労様パーティーで野村年

度理事・役員・委員長さんご苦労様、そして次年度の

理事・役員・委員長の紹介と17年間、当たり前の様に

古河ロータリークラブの諸先輩にご指導を頂いた私

にとって残念でなりません。改めて今年度の会長・幹

事・理事・役員・委員長の皆様ご苦労様でした。

　そして来週から栗原年度が始まります。新型コロ

ナウイルスのワクチンや薬が開発され、終息又は落

ち着く迄は、新スタイルの例会や事業に成ると思い

ます。この危機を乗り越えるには会員皆々様のご協

力無くしては出来ません。古河ロータリークラブ会

員一人一人のご協力をお願い申し上げまして、挨拶

と致します。宜しくお願い致します。

　古河ロータリークラブの皆さんこんにちは、古河

ロータリークラブ創立55年目の節目の栗原年度７月

第一例会の始まりです。週報に印刷されている似顔

絵は、大和田パスト会長にお世話になり探して頂き

ました55年前の古河ロータリークラブを創設なされ

た諸先輩の方々です。

　「背景に映っている畳は何を意味しているのか分

かりませんが大和田パスト会長が勝手に入れてしま

いました。」この週報表紙の古河ロータリークラブ発

起人の７名の諸先輩がいらっしゃいます。現在も御

活躍なされております大御所、若々しい岩﨑清パス

ト会長もいらっしゃいます。又、この中に本日入会致

します井上努君の御爺ちゃん井上延太郎さんも描か

れています。３代に渡ってのロータリアンです。古河

ロータリークラブの歴史を感じます。

　55年の歴史を振り返り「温故知新」故きを温ねて新

しきを知る「先人の学問など昔の事柄の研究を通し

て新しい意味や価値を再発見する」という気持ちで

新しい55年目の節目の古河ロータリークラブの活動

を模索して行きたいと思います。

　又、今年度掲げたテーマ「行動は進化をもたらす」

ですが、新型コロナウイルスにより奉仕活動やクラ

ブの例会が止まった中、緊急事態宣言が解除になり

ましたが、中々終息しない新型コロナウイルス、第２

波・第３波が来るだろうと言われていますが、今、私

達は何をすべきか私達会員が自粛して家族・社員・古

河市民の感染防止に協力をする。これも行動です。

又、前年度の野村久男パスト会長が行った古河医師

会へのＰＣＲ検査車両導入の資金援助の奉仕も活動

です。この様な現状の中で最大限どの様なスタイル

で奉仕も行動すべきか、会員の皆様と考えて行きた

いと思います。

　国際ロータリー2020‐2021年度ＲＩ会長ホルガー・

クナーク氏は「ロータリーは機会の扉を開く」とテー

マを掲げました。「私達のあらゆる活動が誰かの為に

機会の扉を開いています」と述べ、「ロータリーは奉

仕プロジェクトを実施し、やり遂げる機会を与えて

くれる。ロータリーはリーダーシップの機会を与え

てくれる。又、ロータリーは無限の機会への招待であ

る」と述べています。色々な事業や奉仕活動で自己研

鑽が出来るロータリークラブであると思います。

　又、池田正純ガバナーは、クラブの設計者は若い人

達であり会員が変化を受け入れる必要性を強調し、

「時間は私達の為にスローダウンしてくれない」デジ

タル革命がもたらす様々な打撃は予想を遙かに超え

ていると言われ、地区スローガンを「ロータリアンの

イノベーション・磨こう人間力」と唱えました。会員

の皆様で古河ロータリークラブに意義の有る新たな

価値を創造し、大きな変化を目指して行きましょう。

　そして、行動する事により新しい組織の在り方や

価値観や、行動が変化をもたらしてくれます。創立55
周年、文字通り「GoGo」です。行動です。

　最後に成りますが、来年６月迄の１年間、会員の皆

様のご協力をお願い致しまして会長挨拶とさせて頂

きます。

　幹事として、栗原年度と会員一人一人の為にクラ

ブの効率良いスムーズな運営を心掛け、栗原年度を

記憶に残る１年にしたいと思います

　伝統と格式のある古河ロータリークラブの歴史と

強みを継承尊重しつつ、社会と時代のニーズに耳を

傾け、改善点が有れば会員の皆様と共に積極的に取

り組んで行きます、

　１年間、宜しくお願い致します。

　栗原年度、会長エレクト及び会員

組織委員長を仰せつかりました坪

野でございます。

　前年度野村久男年度では、経験し

た事のない新型コロナウイルスに

よる例会休止も在り、栗原年度も異例の出発となり

ました。

　伝統と格式の有る古河ロータリークラブ運営も未

だに見通しは立っておりませんが、来年の坪野年度

に向けて、栗原会長の下研鑚を積んで行く所存であ

ります。

　会員全ての方を頼りにする事はもちろん、次年度

理事・役員・委員長のお力をお借りしてのクラブ運営

を目指して参ります。特に快く幹事をお引き受け頂

いた町田幹事エレクトには大変期待しております。

　今後世の中どの様に成り、どの様にクラブ運営がな

されるか分かりませんが、皆様のご協力をお願いして

行きたいと思います。何卒宜しくお願い致します。

　栗原年度の１年間、会計・ニコニ

コＢＯＸを担当させて頂きます町

田です。これまで、例会に出席する

事が第一に考えておりましたが、栗

原年度が始まる準備が深まるに連

れ、緊張が高まり、１年後の幹事と言う重職にひしひ

しと責任を感じています。

　会長エレクト坪野さんは、２年前の野村利夫年度

の幹事でもあり、会計・ニコニコＢＯＸ及び幹事の大

先輩ですので、色々分からない点等のご指導助言を

頂きながら全うして参ります。

　現在、今迄読んだ事の無い定款・規則の内容が、幹事

に成る上で重要な事だと思いますので会計・ニコニコ

ＢＯＸを担当している間に学んで行きたいと思いま

す。このような状態です、まだまだ未熟であり、不安で

あり、気が付かない事が在り、皆様にご迷惑をお掛け

する事が在るかと思います。その際は、優しくご指摘

頂ければと思います。どうぞ宜しくお願い致します。

小倉　千裕 根目沢　順子



　

　今年度、残念ながら５名の退会者が出てしまいま

した。岡本重男第40代会長在籍41年・長澤清輝第50代

会長在籍23年・小倉千裕さん在籍６年・根目沢順子さ

ん在籍２年・常陽銀行古河支店 支店長塩原隆さん転

勤により退会となってしまいました。

　私事この度令和２年６月30日をもちまして、古河

ロータリークラブを去るのは大変残念なのですが、

一身上の都合により退会させて頂く事になりまし

た。昭和54年９月１日に入会して在籍41年間、会員

皆々様には何時の時も御指導、ご協力を頂きありが

とうございました。

　お陰様で40代目クラブ会長・第４分区ガバナー補

佐・地区委員等を経験させていただく事が出来まし

た。又、奉仕活動では、渡良瀬遊水地「水辺の学校」100
人の小中学生との体験学習、「スリランカ幼稚園へ園

舎・井戸・文具の寄贈」を実施する事が出来ました。

　今、古河ロータリークラブを通して多くの人との

出会い及び貴重な体験をさせて頂いた思い出で一杯

で御座います。大変ありがとうございました。

　これからの古河ロータリークラブの益々の地域へ

の奉仕活動の推進、発展と会員皆様のご健勝、御多幸

をご祈念申し上げます。

　今般、一身上の都合により古河ロータリークラブ

を退会させて頂く事になりました。会員の皆様には

長い間お世話になり大変有難う御座いました。プラ

イベートでは、まだ宜しくお願い致します。

　私より先輩の方々が居られる中で、先に私が退会

するのは少し心苦しいです。

　入会して数年はロータリークラブとは何なのかわ

かりませんでしたが、地区の国際奉仕委員会に参加

する機会を得てから少しずつロータリークラブがわ

かった様な気が致します。

　20年数年、ロータリークラブでなければ得られな

い色々な体験・経験をさせて頂き、私にとって一生思

い出に残るであろう場面が沢山ありました。

　海外では、台湾中歴ロータリークラブの方々、タ

イ、バンコクのロータリークラブの方々と友人が出

来た事。特にバンコク・パツムワンロータリークラブ

の方々には大変お世話になった事、ブラジルから１

年交換学生を担当した事、私が幹事の時、東日本大震

災が発生して地区大会が中止になり、蓮見会長の企

画でチャリティーコンサートを行った事。ロータ

リーで初めて海外事業が岡本パスト会長と共にスリ

ランカに行った事が特に印象深い思い出です。

　今後は外部から皆様の御活躍を見て行きたいと思

います。まだ、大変な時期ですが古河ロータリークラ

ブのご発展を祈念して退会の挨拶とさせて頂きます。

　伝統と格式のある古河ロータリークラブに入会さ

せて頂いてから、早くも２年が経過致しました。この

２年間、皆様と共に活動した例会・クリスマスパー

ティー・勉強会・河川敷のゴミ拾い等々が走馬灯の様

に思い出されます。本当に皆様と懇親を深められて

幸せな時間を過ごす事が出来感謝しております。そ

して、これらは私の財産ともなっております。
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　異動先の常陽コンピューター株式会社は、水戸に

御座いまして、今後は自宅から通勤となり単身赴任

生活も終了致します。

　古河支店勤務は、７月２日（木曜日）迄となり、辞令

以降荒々しく時が流れ折、本来ならば皆様お一人お

一人にきちんと御挨拶を致すべき所で御座います

が、時間の関係も在りまして、この場をお借りして御

挨拶と成る事をお許し下さい。

　後任の支店長は、岩井支店から本部の経験のある

川島弘行が７月６日から着任致します。古河ロータ

リークラブに入会する事に成ると思われますので、

その際には、変わらぬご愛顧を頂ければ幸いでござ

います。

　最後に成りますが、会員皆々様のご健勝と御多幸

をお祈りし、古河ロータリークラブの益々の繁栄を

祈念致しまして、ご挨拶と致します。２年間、誠にあ

りがとうございました。

司会・進行

第 回 「野村久男年度  さよなら例会」

野村　治代 野村久男会長令夫人

森田　純代 森田一雄幹事令夫人

野村久男年度　100％　出席者　44名（敬称略）　

おめでとうございます。

岩﨑　清　　　　堀江　弘　　　　岡本　重男　

堀江　和弘　　　関口　哲勇　　　川島　陽一

蓮見　公男　　　大和田　五郎　　植竹　清治

野澤　豊輔　　　長澤　清輝　　　川島　栄

遠藤　源一郎　　野村　利夫　　　飯田　敏行

栗原　清　　　　間下　保　　　　野村　久男

塚田　晴夫　　　伏木　利光　　　坪野　潔

服部　吉高　　　谷村　則幸　　　森田　一雄

遠藤　誠　　　　木村　直行　　　阿久津　理

町田　晴彦　　　岩田　潤一　　　岩﨑　聖一

若松　理　　　　秋葉　和敬　　　浜野　雅之

田村　武敏　　　宮内　則雄　　　熊木　善一

相良　登　　　　前田　美代子　　五十嵐　順

立岡　喜一　　　小山　仁美　　　田口　哲也

早川　宏　　　　鈴木　敏雄　　　以上

　新型コロナウイルス感染症の影響の為、野村年度

の第三回・第四回・ＩＭ記念ゴルフコンペが中止とな

り残念となりましたが、栗原年度でも引き続き開催

される予定がありますので、会員皆々様のご参加頂

きます様お願い申し上げます。

　私事でございますが、３月・４月・５月と長期の入

院した際にクラブからお見舞いを頂きありがとうご

ざいました。このお礼は、古河ロータリークラブの活

動にてお返しして行きたいと考えておりますので、

今後ともよろしくお願い致します。

・栗原年度７月から９月の例会開催方法について本

日お配りした別紙参照をお願い致します。

・年会費について、請求書が必要な方がいらっしゃ

いましたら私間下の方にご連絡下さい

・８月28日開催予定のガバナー公式訪問時のプログ

ラムにつきまして、ガバナー事務所よりのご意向

も在りますので決定次第再度ご連絡致します。

・第49代会長 井上滋氏のご子息 井上勉君が入会の

承認が下り７月例会より参加致します。

　最初に、電話・ＦＡＸにて例会出席の確認を取らさ

せて頂いた事お詫び申し上げます。連絡事項３点ご

ざいます。

①野村年度の各委員長さんで立替されている事項が

御座いましたら至急書類の提出をお願い致しま

す。

②皆様に大和田パスト会長がお作りになりました、

「野村久男年度１年間の歩み」のＤＶＤをお配りし

ておりますので忘れずにお持ち帰りください。

③帰る際には、お弁当の持ち帰りをお願い致します。

　１年間お世話になりました。ありがとうございま

した。

　皆様のお陰で、本日、野村年度最終例会を迎える事

が出来ました。一年間、ご指導ご協力誠にありがとう

ございました。

　そして、岡本パスト会長さん40年間大変ご苦労様

でした。長澤パスト会長さん23年間お疲れ様でした。

二人共古河ロータリークラブの国際奉仕を海外で実

施された方です。私の思い出は40周年事業として、ス

リランカへ保育園及び井戸建設に２回同行した事、

そしてインド洋に浮かぶモルディブ諸島で休暇を満

喫した思い出です。

　長澤さんとは、４年前、会長・幹事のコンビを組み

ました。スリランカ、関口年度、タイ国に消防自動車

を寄贈、長澤年度には、放置自転車500台寄贈にタイ

国に同行した良い思い出です。

　お二人には、今後とも古河ロータリークラブに対

してご指導の程宜しくお願い致します。

　さて、私が週報に掲げたテーマ「奉仕」について、漢

字の語源の話を致します。

　「奉」音読みでは「ホウ」・「ブ」又訓読みでは「たてま

つる」意味としては、一般的に献上する・ささげ物・大

切なものを持つ・やしなう・育てる・助ける、「天子（国

を治める人）・神・仏様等々、大切な物を両手でしっか

りと持ち捧げる事を意味する文字である。文字の左

右は人の右手、左手を表している、真ん中の五つ突き

出ているのは、５本の指を象形している。そして、中

央の上側に表しているのが宝物を象形しています。

　私が言いたいのは、真ん中にある宝物「ロータリー

の理念」としてロータリーの人生哲学である、シェル

ドンが提唱した「最も良く奉仕する者、最も多く報い

られる」のモットーで表現される職業奉仕の理念で

ある。もう一つは、他人の事を思い遣り、他人の為に

尽くすと言う「超我の奉仕」のモットーで表現され

る、人道的奉仕理念だと思います。皆さん、常にロー

タリー理念を考えながら、家族・職場・地域社会で活

動して行きましょう。人生がとても楽しく成ると思

います。

　以上で最後の会長挨拶の時間と致します。ご清聴

ありがとうございました。

ゲスト紹介

委員会報告

ソ ン グ

連 絡 事 項

退会会員挨拶

　皆様こんにちは、先ずは、野村久男会長・森田一雄

幹事・理事・役員・委員長の皆様、一年間ご苦労様でし

た。新型コロナウイルスにより３分の１の例会又は

事業が出来ないまま、本日開催予定でありました野

村久男年度ご苦労様パーティーで、会長はじめ理事・

役員・委員長の皆様の１年間の労を労う懇親会も開

催されず申し訳ない気持ちでいっぱいです。

　本来であれば今日のご苦労様パーティーで野村年

度理事・役員・委員長さんご苦労様、そして次年度の

理事・役員・委員長の紹介と17年間、当たり前の様に

古河ロータリークラブの諸先輩にご指導を頂いた私

にとって残念でなりません。改めて今年度の会長・幹

事・理事・役員・委員長の皆様ご苦労様でした。

　そして来週から栗原年度が始まります。新型コロ

ナウイルスのワクチンや薬が開発され、終息又は落

ち着く迄は、新スタイルの例会や事業に成ると思い

ます。この危機を乗り越えるには会員皆々様のご協

力無くしては出来ません。古河ロータリークラブ会

員一人一人のご協力をお願い申し上げまして、挨拶

と致します。宜しくお願い致します。

　古河ロータリークラブの皆さんこんにちは、古河

ロータリークラブ創立55年目の節目の栗原年度７月

第一例会の始まりです。週報に印刷されている似顔

絵は、大和田パスト会長にお世話になり探して頂き

ました55年前の古河ロータリークラブを創設なされ

た諸先輩の方々です。

　「背景に映っている畳は何を意味しているのか分

かりませんが大和田パスト会長が勝手に入れてしま

いました。」この週報表紙の古河ロータリークラブ発

起人の７名の諸先輩がいらっしゃいます。現在も御

活躍なされております大御所、若々しい岩﨑清パス

ト会長もいらっしゃいます。又、この中に本日入会致

します井上努君の御爺ちゃん井上延太郎さんも描か

れています。３代に渡ってのロータリアンです。古河

ロータリークラブの歴史を感じます。

　55年の歴史を振り返り「温故知新」故きを温ねて新

しきを知る「先人の学問など昔の事柄の研究を通し

て新しい意味や価値を再発見する」という気持ちで

新しい55年目の節目の古河ロータリークラブの活動

を模索して行きたいと思います。

　又、今年度掲げたテーマ「行動は進化をもたらす」

ですが、新型コロナウイルスにより奉仕活動やクラ

ブの例会が止まった中、緊急事態宣言が解除になり

ましたが、中々終息しない新型コロナウイルス、第２

波・第３波が来るだろうと言われていますが、今、私

達は何をすべきか私達会員が自粛して家族・社員・古

河市民の感染防止に協力をする。これも行動です。

又、前年度の野村久男パスト会長が行った古河医師

会へのＰＣＲ検査車両導入の資金援助の奉仕も活動

です。この様な現状の中で最大限どの様なスタイル

で奉仕も行動すべきか、会員の皆様と考えて行きた

いと思います。

　国際ロータリー2020‐2021年度ＲＩ会長ホルガー・

クナーク氏は「ロータリーは機会の扉を開く」とテー

マを掲げました。「私達のあらゆる活動が誰かの為に

機会の扉を開いています」と述べ、「ロータリーは奉

仕プロジェクトを実施し、やり遂げる機会を与えて

くれる。ロータリーはリーダーシップの機会を与え

てくれる。又、ロータリーは無限の機会への招待であ

る」と述べています。色々な事業や奉仕活動で自己研

鑽が出来るロータリークラブであると思います。

　又、池田正純ガバナーは、クラブの設計者は若い人

達であり会員が変化を受け入れる必要性を強調し、

「時間は私達の為にスローダウンしてくれない」デジ

タル革命がもたらす様々な打撃は予想を遙かに超え

ていると言われ、地区スローガンを「ロータリアンの

イノベーション・磨こう人間力」と唱えました。会員

の皆様で古河ロータリークラブに意義の有る新たな

価値を創造し、大きな変化を目指して行きましょう。

　そして、行動する事により新しい組織の在り方や

価値観や、行動が変化をもたらしてくれます。創立55
周年、文字通り「GoGo」です。行動です。

　最後に成りますが、来年６月迄の１年間、会員の皆

様のご協力をお願い致しまして会長挨拶とさせて頂

きます。

　幹事として、栗原年度と会員一人一人の為にクラ

ブの効率良いスムーズな運営を心掛け、栗原年度を

記憶に残る１年にしたいと思います

　伝統と格式のある古河ロータリークラブの歴史と

強みを継承尊重しつつ、社会と時代のニーズに耳を

傾け、改善点が有れば会員の皆様と共に積極的に取

り組んで行きます、

　１年間、宜しくお願い致します。

　栗原年度、会長エレクト及び会員

組織委員長を仰せつかりました坪

野でございます。

　前年度野村久男年度では、経験し

た事のない新型コロナウイルスに

よる例会休止も在り、栗原年度も異例の出発となり

ました。

　伝統と格式の有る古河ロータリークラブ運営も未

だに見通しは立っておりませんが、来年の坪野年度

に向けて、栗原会長の下研鑚を積んで行く所存であ

ります。

　会員全ての方を頼りにする事はもちろん、次年度

理事・役員・委員長のお力をお借りしてのクラブ運営

を目指して参ります。特に快く幹事をお引き受け頂

いた町田幹事エレクトには大変期待しております。

　今後世の中どの様に成り、どの様にクラブ運営がな

されるか分かりませんが、皆様のご協力をお願いして

行きたいと思います。何卒宜しくお願い致します。

　栗原年度の１年間、会計・ニコニ

コＢＯＸを担当させて頂きます町

田です。これまで、例会に出席する

事が第一に考えておりましたが、栗

原年度が始まる準備が深まるに連

れ、緊張が高まり、１年後の幹事と言う重職にひしひ

しと責任を感じています。

　会長エレクト坪野さんは、２年前の野村利夫年度

の幹事でもあり、会計・ニコニコＢＯＸ及び幹事の大

先輩ですので、色々分からない点等のご指導助言を

頂きながら全うして参ります。

　現在、今迄読んだ事の無い定款・規則の内容が、幹事

に成る上で重要な事だと思いますので会計・ニコニコ

ＢＯＸを担当している間に学んで行きたいと思いま

す。このような状態です、まだまだ未熟であり、不安で

あり、気が付かない事が在り、皆様にご迷惑をお掛け

する事が在るかと思います。その際は、優しくご指摘

頂ければと思います。どうぞ宜しくお願い致します。

小倉　千裕 根目沢　順子
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一人にきちんと御挨拶を致すべき所で御座います

が、時間の関係も在りまして、この場をお借りして御

挨拶と成る事をお許し下さい。

　後任の支店長は、岩井支店から本部の経験のある

川島弘行が７月６日から着任致します。古河ロータ

リークラブに入会する事に成ると思われますので、

その際には、変わらぬご愛顧を頂ければ幸いでござ

います。

　最後に成りますが、会員皆々様のご健勝と御多幸

をお祈りし、古河ロータリークラブの益々の繁栄を

祈念致しまして、ご挨拶と致します。２年間、誠にあ

りがとうございました。

会長の時間

野村久男年度　100％　出席者　44名（敬称略）　

おめでとうございます。

岩﨑　清　　　　堀江　弘　　　　岡本　重男　

堀江　和弘　　　関口　哲勇　　　川島　陽一

蓮見　公男　　　大和田　五郎　　植竹　清治

野澤　豊輔　　　長澤　清輝　　　川島　栄

遠藤　源一郎　　野村　利夫　　　飯田　敏行

栗原　清　　　　間下　保　　　　野村　久男

塚田　晴夫　　　伏木　利光　　　坪野　潔

服部　吉高　　　谷村　則幸　　　森田　一雄

遠藤　誠　　　　木村　直行　　　阿久津　理

町田　晴彦　　　岩田　潤一　　　岩﨑　聖一

若松　理　　　　秋葉　和敬　　　浜野　雅之

田村　武敏　　　宮内　則雄　　　熊木　善一

相良　登　　　　前田　美代子　　五十嵐　順

立岡　喜一　　　小山　仁美　　　田口　哲也

早川　宏　　　　鈴木　敏雄　　　以上

　新型コロナウイルス感染症の影響の為、野村年度

の第三回・第四回・ＩＭ記念ゴルフコンペが中止とな

り残念となりましたが、栗原年度でも引き続き開催

される予定がありますので、会員皆々様のご参加頂

きます様お願い申し上げます。

　私事でございますが、３月・４月・５月と長期の入

院した際にクラブからお見舞いを頂きありがとうご

ざいました。このお礼は、古河ロータリークラブの活

動にてお返しして行きたいと考えておりますので、

今後ともよろしくお願い致します。

・栗原年度７月から９月の例会開催方法について本

日お配りした別紙参照をお願い致します。

・年会費について、請求書が必要な方がいらっしゃ

いましたら私間下の方にご連絡下さい

・８月28日開催予定のガバナー公式訪問時のプログ

ラムにつきまして、ガバナー事務所よりのご意向

も在りますので決定次第再度ご連絡致します。

・第49代会長 井上滋氏のご子息 井上勉君が入会の

承認が下り７月例会より参加致します。

　最初に、電話・ＦＡＸにて例会出席の確認を取らさ

せて頂いた事お詫び申し上げます。連絡事項３点ご

ざいます。

①野村年度の各委員長さんで立替されている事項が

御座いましたら至急書類の提出をお願い致しま

す。

②皆様に大和田パスト会長がお作りになりました、

「野村久男年度１年間の歩み」のＤＶＤをお配りし

ておりますので忘れずにお持ち帰りください。

③帰る際には、お弁当の持ち帰りをお願い致します。

　１年間お世話になりました。ありがとうございま

した。

　皆様のお陰で、本日、野村年度最終例会を迎える事

が出来ました。一年間、ご指導ご協力誠にありがとう

ございました。

　そして、岡本パスト会長さん40年間大変ご苦労様

でした。長澤パスト会長さん23年間お疲れ様でした。

二人共古河ロータリークラブの国際奉仕を海外で実

施された方です。私の思い出は40周年事業として、ス

リランカへ保育園及び井戸建設に２回同行した事、

そしてインド洋に浮かぶモルディブ諸島で休暇を満

喫した思い出です。

　長澤さんとは、４年前、会長・幹事のコンビを組み

ました。スリランカ、関口年度、タイ国に消防自動車

を寄贈、長澤年度には、放置自転車500台寄贈にタイ

国に同行した良い思い出です。

　お二人には、今後とも古河ロータリークラブに対

してご指導の程宜しくお願い致します。

　さて、私が週報に掲げたテーマ「奉仕」について、漢

字の語源の話を致します。

　「奉」音読みでは「ホウ」・「ブ」又訓読みでは「たてま

つる」意味としては、一般的に献上する・ささげ物・大

切なものを持つ・やしなう・育てる・助ける、「天子（国

を治める人）・神・仏様等々、大切な物を両手でしっか

りと持ち捧げる事を意味する文字である。文字の左

右は人の右手、左手を表している、真ん中の五つ突き

出ているのは、５本の指を象形している。そして、中

央の上側に表しているのが宝物を象形しています。

　私が言いたいのは、真ん中にある宝物「ロータリー

の理念」としてロータリーの人生哲学である、シェル

ドンが提唱した「最も良く奉仕する者、最も多く報い

られる」のモットーで表現される職業奉仕の理念で

ある。もう一つは、他人の事を思い遣り、他人の為に

尽くすと言う「超我の奉仕」のモットーで表現され

る、人道的奉仕理念だと思います。皆さん、常にロー

タリー理念を考えながら、家族・職場・地域社会で活

動して行きましょう。人生がとても楽しく成ると思

います。

　以上で最後の会長挨拶の時間と致します。ご清聴

ありがとうございました。

幹 事 報 告 次年度会長挨拶

　皆様こんにちは、先ずは、野村久男会長・森田一雄

幹事・理事・役員・委員長の皆様、一年間ご苦労様でし

た。新型コロナウイルスにより３分の１の例会又は

事業が出来ないまま、本日開催予定でありました野

村久男年度ご苦労様パーティーで、会長はじめ理事・

役員・委員長の皆様の１年間の労を労う懇親会も開

催されず申し訳ない気持ちでいっぱいです。

　本来であれば今日のご苦労様パーティーで野村年

度理事・役員・委員長さんご苦労様、そして次年度の

理事・役員・委員長の紹介と17年間、当たり前の様に

古河ロータリークラブの諸先輩にご指導を頂いた私

にとって残念でなりません。改めて今年度の会長・幹

事・理事・役員・委員長の皆様ご苦労様でした。

　そして来週から栗原年度が始まります。新型コロ

ナウイルスのワクチンや薬が開発され、終息又は落

ち着く迄は、新スタイルの例会や事業に成ると思い

ます。この危機を乗り越えるには会員皆々様のご協

力無くしては出来ません。古河ロータリークラブ会

員一人一人のご協力をお願い申し上げまして、挨拶

と致します。宜しくお願い致します。

　古河ロータリークラブの皆さんこんにちは、古河

ロータリークラブ創立55年目の節目の栗原年度７月

第一例会の始まりです。週報に印刷されている似顔

絵は、大和田パスト会長にお世話になり探して頂き

ました55年前の古河ロータリークラブを創設なされ

た諸先輩の方々です。

　「背景に映っている畳は何を意味しているのか分

かりませんが大和田パスト会長が勝手に入れてしま

いました。」この週報表紙の古河ロータリークラブ発

起人の７名の諸先輩がいらっしゃいます。現在も御

活躍なされております大御所、若々しい岩﨑清パス

ト会長もいらっしゃいます。又、この中に本日入会致

します井上努君の御爺ちゃん井上延太郎さんも描か

れています。３代に渡ってのロータリアンです。古河

ロータリークラブの歴史を感じます。

　55年の歴史を振り返り「温故知新」故きを温ねて新

しきを知る「先人の学問など昔の事柄の研究を通し

て新しい意味や価値を再発見する」という気持ちで

新しい55年目の節目の古河ロータリークラブの活動

を模索して行きたいと思います。

　又、今年度掲げたテーマ「行動は進化をもたらす」

ですが、新型コロナウイルスにより奉仕活動やクラ

ブの例会が止まった中、緊急事態宣言が解除になり

ましたが、中々終息しない新型コロナウイルス、第２

波・第３波が来るだろうと言われていますが、今、私

達は何をすべきか私達会員が自粛して家族・社員・古

河市民の感染防止に協力をする。これも行動です。

又、前年度の野村久男パスト会長が行った古河医師

会へのＰＣＲ検査車両導入の資金援助の奉仕も活動

です。この様な現状の中で最大限どの様なスタイル

で奉仕も行動すべきか、会員の皆様と考えて行きた

いと思います。

　国際ロータリー2020‐2021年度ＲＩ会長ホルガー・

クナーク氏は「ロータリーは機会の扉を開く」とテー

マを掲げました。「私達のあらゆる活動が誰かの為に

機会の扉を開いています」と述べ、「ロータリーは奉

仕プロジェクトを実施し、やり遂げる機会を与えて

くれる。ロータリーはリーダーシップの機会を与え

てくれる。又、ロータリーは無限の機会への招待であ

る」と述べています。色々な事業や奉仕活動で自己研

鑽が出来るロータリークラブであると思います。

　又、池田正純ガバナーは、クラブの設計者は若い人

達であり会員が変化を受け入れる必要性を強調し、

「時間は私達の為にスローダウンしてくれない」デジ

タル革命がもたらす様々な打撃は予想を遙かに超え

ていると言われ、地区スローガンを「ロータリアンの

イノベーション・磨こう人間力」と唱えました。会員

の皆様で古河ロータリークラブに意義の有る新たな

価値を創造し、大きな変化を目指して行きましょう。

　そして、行動する事により新しい組織の在り方や

価値観や、行動が変化をもたらしてくれます。創立55
周年、文字通り「GoGo」です。行動です。

　最後に成りますが、来年６月迄の１年間、会員の皆

様のご協力をお願い致しまして会長挨拶とさせて頂

きます。

　幹事として、栗原年度と会員一人一人の為にクラ

ブの効率良いスムーズな運営を心掛け、栗原年度を

記憶に残る１年にしたいと思います

　伝統と格式のある古河ロータリークラブの歴史と

強みを継承尊重しつつ、社会と時代のニーズに耳を

傾け、改善点が有れば会員の皆様と共に積極的に取

り組んで行きます、

　１年間、宜しくお願い致します。

　栗原年度、会長エレクト及び会員

組織委員長を仰せつかりました坪

野でございます。

　前年度野村久男年度では、経験し

た事のない新型コロナウイルスに

よる例会休止も在り、栗原年度も異例の出発となり

ました。

　伝統と格式の有る古河ロータリークラブ運営も未

だに見通しは立っておりませんが、来年の坪野年度

に向けて、栗原会長の下研鑚を積んで行く所存であ

ります。

　会員全ての方を頼りにする事はもちろん、次年度

理事・役員・委員長のお力をお借りしてのクラブ運営

を目指して参ります。特に快く幹事をお引き受け頂

いた町田幹事エレクトには大変期待しております。

　今後世の中どの様に成り、どの様にクラブ運営がな

されるか分かりませんが、皆様のご協力をお願いして

行きたいと思います。何卒宜しくお願い致します。

　栗原年度の１年間、会計・ニコニ

コＢＯＸを担当させて頂きます町

田です。これまで、例会に出席する

事が第一に考えておりましたが、栗

原年度が始まる準備が深まるに連

れ、緊張が高まり、１年後の幹事と言う重職にひしひ

しと責任を感じています。

　会長エレクト坪野さんは、２年前の野村利夫年度

の幹事でもあり、会計・ニコニコＢＯＸ及び幹事の大

先輩ですので、色々分からない点等のご指導助言を

頂きながら全うして参ります。

　現在、今迄読んだ事の無い定款・規則の内容が、幹事

に成る上で重要な事だと思いますので会計・ニコニコ

ＢＯＸを担当している間に学んで行きたいと思いま

す。このような状態です、まだまだ未熟であり、不安で

あり、気が付かない事が在り、皆様にご迷惑をお掛け

する事が在るかと思います。その際は、優しくご指摘

頂ければと思います。どうぞ宜しくお願い致します。

栗原　清　会長挨拶



　

　今年度、残念ながら５名の退会者が出てしまいま

した。岡本重男第40代会長在籍41年・長澤清輝第50代

会長在籍23年・小倉千裕さん在籍６年・根目沢順子さ

ん在籍２年・常陽銀行古河支店 支店長塩原隆さん転

勤により退会となってしまいました。

　私事この度令和２年６月30日をもちまして、古河

ロータリークラブを去るのは大変残念なのですが、

一身上の都合により退会させて頂く事になりまし

た。昭和54年９月１日に入会して在籍41年間、会員

皆々様には何時の時も御指導、ご協力を頂きありが

とうございました。

　お陰様で40代目クラブ会長・第４分区ガバナー補

佐・地区委員等を経験させていただく事が出来まし

た。又、奉仕活動では、渡良瀬遊水地「水辺の学校」100
人の小中学生との体験学習、「スリランカ幼稚園へ園

舎・井戸・文具の寄贈」を実施する事が出来ました。

　今、古河ロータリークラブを通して多くの人との

出会い及び貴重な体験をさせて頂いた思い出で一杯

で御座います。大変ありがとうございました。

　これからの古河ロータリークラブの益々の地域へ

の奉仕活動の推進、発展と会員皆様のご健勝、御多幸

をご祈念申し上げます。

　今般、一身上の都合により古河ロータリークラブ

を退会させて頂く事になりました。会員の皆様には

長い間お世話になり大変有難う御座いました。プラ

イベートでは、まだ宜しくお願い致します。

　私より先輩の方々が居られる中で、先に私が退会

するのは少し心苦しいです。

　入会して数年はロータリークラブとは何なのかわ

かりませんでしたが、地区の国際奉仕委員会に参加

する機会を得てから少しずつロータリークラブがわ

かった様な気が致します。

　20年数年、ロータリークラブでなければ得られな

い色々な体験・経験をさせて頂き、私にとって一生思

い出に残るであろう場面が沢山ありました。

　海外では、台湾中歴ロータリークラブの方々、タ

イ、バンコクのロータリークラブの方々と友人が出

来た事。特にバンコク・パツムワンロータリークラブ

の方々には大変お世話になった事、ブラジルから１

年交換学生を担当した事、私が幹事の時、東日本大震

災が発生して地区大会が中止になり、蓮見会長の企

画でチャリティーコンサートを行った事。ロータ

リーで初めて海外事業が岡本パスト会長と共にスリ

ランカに行った事が特に印象深い思い出です。

　今後は外部から皆様の御活躍を見て行きたいと思

います。まだ、大変な時期ですが古河ロータリークラ

ブのご発展を祈念して退会の挨拶とさせて頂きます。

　伝統と格式のある古河ロータリークラブに入会さ

せて頂いてから、早くも２年が経過致しました。この

２年間、皆様と共に活動した例会・クリスマスパー

ティー・勉強会・河川敷のゴミ拾い等々が走馬灯の様

に思い出されます。本当に皆様と懇親を深められて

幸せな時間を過ごす事が出来感謝しております。そ

して、これらは私の財産ともなっております。
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相良　登　　　　前田　美代子　　五十嵐　順

立岡　喜一　　　小山　仁美　　　田口　哲也

早川　宏　　　　鈴木　敏雄　　　以上

　新型コロナウイルス感染症の影響の為、野村年度

の第三回・第四回・ＩＭ記念ゴルフコンペが中止とな

り残念となりましたが、栗原年度でも引き続き開催

される予定がありますので、会員皆々様のご参加頂

きます様お願い申し上げます。

　私事でございますが、３月・４月・５月と長期の入

院した際にクラブからお見舞いを頂きありがとうご

ざいました。このお礼は、古河ロータリークラブの活

動にてお返しして行きたいと考えておりますので、

今後ともよろしくお願い致します。

・栗原年度７月から９月の例会開催方法について本

日お配りした別紙参照をお願い致します。

・年会費について、請求書が必要な方がいらっしゃ

いましたら私間下の方にご連絡下さい

・８月28日開催予定のガバナー公式訪問時のプログ

ラムにつきまして、ガバナー事務所よりのご意向

も在りますので決定次第再度ご連絡致します。

・第49代会長 井上滋氏のご子息 井上勉君が入会の

承認が下り７月例会より参加致します。

　最初に、電話・ＦＡＸにて例会出席の確認を取らさ

せて頂いた事お詫び申し上げます。連絡事項３点ご

ざいます。

①野村年度の各委員長さんで立替されている事項が

御座いましたら至急書類の提出をお願い致しま

す。

②皆様に大和田パスト会長がお作りになりました、

「野村久男年度１年間の歩み」のＤＶＤをお配りし

ておりますので忘れずにお持ち帰りください。

③帰る際には、お弁当の持ち帰りをお願い致します。

　１年間お世話になりました。ありがとうございま

した。

　皆様のお陰で、本日、野村年度最終例会を迎える事

が出来ました。一年間、ご指導ご協力誠にありがとう

ございました。

　そして、岡本パスト会長さん40年間大変ご苦労様

でした。長澤パスト会長さん23年間お疲れ様でした。

二人共古河ロータリークラブの国際奉仕を海外で実

施された方です。私の思い出は40周年事業として、ス

リランカへ保育園及び井戸建設に２回同行した事、

そしてインド洋に浮かぶモルディブ諸島で休暇を満

喫した思い出です。

　長澤さんとは、４年前、会長・幹事のコンビを組み

ました。スリランカ、関口年度、タイ国に消防自動車

を寄贈、長澤年度には、放置自転車500台寄贈にタイ

国に同行した良い思い出です。

　お二人には、今後とも古河ロータリークラブに対

してご指導の程宜しくお願い致します。

　さて、私が週報に掲げたテーマ「奉仕」について、漢

字の語源の話を致します。

　「奉」音読みでは「ホウ」・「ブ」又訓読みでは「たてま

つる」意味としては、一般的に献上する・ささげ物・大

切なものを持つ・やしなう・育てる・助ける、「天子（国

を治める人）・神・仏様等々、大切な物を両手でしっか

りと持ち捧げる事を意味する文字である。文字の左

右は人の右手、左手を表している、真ん中の五つ突き

出ているのは、５本の指を象形している。そして、中

央の上側に表しているのが宝物を象形しています。

　私が言いたいのは、真ん中にある宝物「ロータリー

の理念」としてロータリーの人生哲学である、シェル

ドンが提唱した「最も良く奉仕する者、最も多く報い

られる」のモットーで表現される職業奉仕の理念で

ある。もう一つは、他人の事を思い遣り、他人の為に

尽くすと言う「超我の奉仕」のモットーで表現され

る、人道的奉仕理念だと思います。皆さん、常にロー

タリー理念を考えながら、家族・職場・地域社会で活

動して行きましょう。人生がとても楽しく成ると思

います。

　以上で最後の会長挨拶の時間と致します。ご清聴

ありがとうございました。

ザ・カナルハウス
12:30～13:30

ザ・カナルハウス
12:30～13:30

○「月初めのお祝い」
　「こんにちは　栗原年度」
　栗原会長・間下幹事・坪野会長エレクト・町田副幹事

第１例会
第2609回
７月３日㈮

７月10日㈮

７月25日㈯

中　　止

夕涼み会中止

第２例会
第2610回
７月17日㈮

〇栗原年度委員長挨拶　地区出向者挨拶

回･日付 例 会 内 容 場所･時間

　皆様こんにちは、先ずは、野村久男会長・森田一雄

幹事・理事・役員・委員長の皆様、一年間ご苦労様でし

た。新型コロナウイルスにより３分の１の例会又は

事業が出来ないまま、本日開催予定でありました野

村久男年度ご苦労様パーティーで、会長はじめ理事・

役員・委員長の皆様の１年間の労を労う懇親会も開

催されず申し訳ない気持ちでいっぱいです。

　本来であれば今日のご苦労様パーティーで野村年

度理事・役員・委員長さんご苦労様、そして次年度の

理事・役員・委員長の紹介と17年間、当たり前の様に

古河ロータリークラブの諸先輩にご指導を頂いた私

にとって残念でなりません。改めて今年度の会長・幹

事・理事・役員・委員長の皆様ご苦労様でした。

　そして来週から栗原年度が始まります。新型コロ

ナウイルスのワクチンや薬が開発され、終息又は落

ち着く迄は、新スタイルの例会や事業に成ると思い

ます。この危機を乗り越えるには会員皆々様のご協

力無くしては出来ません。古河ロータリークラブ会

員一人一人のご協力をお願い申し上げまして、挨拶

と致します。宜しくお願い致します。

　古河ロータリークラブの皆さんこんにちは、古河

ロータリークラブ創立55年目の節目の栗原年度７月

第一例会の始まりです。週報に印刷されている似顔

絵は、大和田パスト会長にお世話になり探して頂き

ました55年前の古河ロータリークラブを創設なされ

た諸先輩の方々です。

　「背景に映っている畳は何を意味しているのか分

かりませんが大和田パスト会長が勝手に入れてしま

いました。」この週報表紙の古河ロータリークラブ発

起人の７名の諸先輩がいらっしゃいます。現在も御

活躍なされております大御所、若々しい岩﨑清パス

ト会長もいらっしゃいます。又、この中に本日入会致

します井上努君の御爺ちゃん井上延太郎さんも描か

れています。３代に渡ってのロータリアンです。古河

ロータリークラブの歴史を感じます。

　55年の歴史を振り返り「温故知新」故きを温ねて新

しきを知る「先人の学問など昔の事柄の研究を通し

て新しい意味や価値を再発見する」という気持ちで

新しい55年目の節目の古河ロータリークラブの活動

を模索して行きたいと思います。

　又、今年度掲げたテーマ「行動は進化をもたらす」

ですが、新型コロナウイルスにより奉仕活動やクラ

ブの例会が止まった中、緊急事態宣言が解除になり

ましたが、中々終息しない新型コロナウイルス、第２

波・第３波が来るだろうと言われていますが、今、私

達は何をすべきか私達会員が自粛して家族・社員・古

河市民の感染防止に協力をする。これも行動です。

又、前年度の野村久男パスト会長が行った古河医師

会へのＰＣＲ検査車両導入の資金援助の奉仕も活動

です。この様な現状の中で最大限どの様なスタイル

で奉仕も行動すべきか、会員の皆様と考えて行きた

いと思います。

　国際ロータリー2020‐2021年度ＲＩ会長ホルガー・

クナーク氏は「ロータリーは機会の扉を開く」とテー

マを掲げました。「私達のあらゆる活動が誰かの為に

機会の扉を開いています」と述べ、「ロータリーは奉

仕プロジェクトを実施し、やり遂げる機会を与えて

くれる。ロータリーはリーダーシップの機会を与え

てくれる。又、ロータリーは無限の機会への招待であ

る」と述べています。色々な事業や奉仕活動で自己研

鑽が出来るロータリークラブであると思います。

　又、池田正純ガバナーは、クラブの設計者は若い人

達であり会員が変化を受け入れる必要性を強調し、

「時間は私達の為にスローダウンしてくれない」デジ

タル革命がもたらす様々な打撃は予想を遙かに超え

ていると言われ、地区スローガンを「ロータリアンの

イノベーション・磨こう人間力」と唱えました。会員

の皆様で古河ロータリークラブに意義の有る新たな

価値を創造し、大きな変化を目指して行きましょう。

　そして、行動する事により新しい組織の在り方や

価値観や、行動が変化をもたらしてくれます。創立55
周年、文字通り「GoGo」です。行動です。

　最後に成りますが、来年６月迄の１年間、会員の皆

様のご協力をお願い致しまして会長挨拶とさせて頂

きます。

　幹事として、栗原年度と会員一人一人の為にクラ

ブの効率良いスムーズな運営を心掛け、栗原年度を

記憶に残る１年にしたいと思います

　伝統と格式のある古河ロータリークラブの歴史と

強みを継承尊重しつつ、社会と時代のニーズに耳を

傾け、改善点が有れば会員の皆様と共に積極的に取

り組んで行きます、

　１年間、宜しくお願い致します。

　栗原年度、会長エレクト及び会員

組織委員長を仰せつかりました坪

野でございます。

　前年度野村久男年度では、経験し

た事のない新型コロナウイルスに

よる例会休止も在り、栗原年度も異例の出発となり

ました。

　伝統と格式の有る古河ロータリークラブ運営も未

だに見通しは立っておりませんが、来年の坪野年度

に向けて、栗原会長の下研鑚を積んで行く所存であ

ります。

　会員全ての方を頼りにする事はもちろん、次年度

理事・役員・委員長のお力をお借りしてのクラブ運営

を目指して参ります。特に快く幹事をお引き受け頂

いた町田幹事エレクトには大変期待しております。

　今後世の中どの様に成り、どの様にクラブ運営がな

されるか分かりませんが、皆様のご協力をお願いして

行きたいと思います。何卒宜しくお願い致します。

　栗原年度の１年間、会計・ニコニ

コＢＯＸを担当させて頂きます町

田です。これまで、例会に出席する

事が第一に考えておりましたが、栗

原年度が始まる準備が深まるに連

れ、緊張が高まり、１年後の幹事と言う重職にひしひ

しと責任を感じています。

　会長エレクト坪野さんは、２年前の野村利夫年度

の幹事でもあり、会計・ニコニコＢＯＸ及び幹事の大

先輩ですので、色々分からない点等のご指導助言を

頂きながら全うして参ります。

　現在、今迄読んだ事の無い定款・規則の内容が、幹事

に成る上で重要な事だと思いますので会計・ニコニコ

ＢＯＸを担当している間に学んで行きたいと思いま

す。このような状態です、まだまだ未熟であり、不安で

あり、気が付かない事が在り、皆様にご迷惑をお掛け

する事が在るかと思います。その際は、優しくご指摘

頂ければと思います。どうぞ宜しくお願い致します。

栗原年度幹事連絡

ガバナー賞・長寿会員・クラブ奉仕部門

在籍40年以上を頂きました。 

野村年度から栗原年度へバトンが渡さ

れ様としております。ご苦労様から皆で

頑張りましょう。 

退会の挨拶をさせて頂きました。 

野村年度、１年間ご苦労様でした。 

野村会長・森田幹事・理事・役員の皆

様・各委員長様１年間ご苦労様でした。 

野村会長・森田幹事・理事・役員の皆

様・各委員長様１年間ご苦労様でした。 

野村会長・森田幹事・理事・役員の皆

様・各委員長様１年間ご苦労様でした。 

会長・幹事皆様１年間ご苦労様でした。 

岩﨑　　清

岡本　重男

堀江　和弘

関口　哲勇

川島　　栄

蓮見　公男

大和田五郎

野村年度，ご苦労様でした。 

今般、古河ロータリークラブを退会させ

て頂きます。古河ロータリークラブのご

発展を祈念致します。 

野村会長・森田幹事・１年間ご苦労様で

した。 

野村久男会長・森田一雄幹事１年間ご

苦労様でした。栗原次年度会長・間下

幹事宜しくお願い致します。 

会長・幹事１年間ご苦労様でした。 

野村会長・森田幹事・理事役員・各委員

長様１年間ご苦労様でした。次年度会員

皆々様宜しくお願い致します。 

野村会長・森田幹事会員皆々様１年間お

疲れ様でした。お世話になりました。 

１年間大変お世話になりました。皆々様

のおかげで楽しいロータリーライフが出

来ました。本当にありがとうございまし

た。 

１年間ご苦労様でした。 

１年間お疲れ様でした。 

野村会長・森田幹事１年間ご苦労様でし

た。 

米山委員長　伏木利光 １年間お世話に

なりました。　 

野村年度役員の皆様ご苦労様でした。

来年の役員の皆様宜しくお願い致しま

す。 

野村会長・森田幹事１年間お疲れ様でし

た。 

野村会長・森田幹事メンバーの皆様１年

間ありがとうございました。 

野村会長・森田幹事はじめ役員の皆様

大変お世話になりました。ありがとうご

ざいました。 

１年間お世話になりました。ありがとう

ございました。 

会長さん幹事さん１年間ご苦労様でした。 

野村会長・森田幹事１年間ご苦労様でし

た。 

野村久男年度、理事役員委員会の皆様、

１年間ありがとうございました。 

会長・幹事、新型コロナウイルスのおか

げで通常通りになりませんでしたが、お

疲れ様でした。お世話になりました。 

野村年度１年間お疲れ様でした。 

野澤　豊輔

長澤　清輝

遠藤源一郎

野村　利夫

飯田　敏行

栗原　　清

間下　　保

野村　久男

塚田　晴夫

関　　義明

山中　雅明

伏木　利光

坪野　　潔

黒川　輝男

服部　吉高

谷村　則幸

森田　一雄

遠藤　　誠

木村　直行

小野　正人

町田　晴彦

岩田　潤一

会長をはじめ１年間ご苦労様でした。 

野村年度１年間ご苦労様でした。 

野村年度１年間ご苦労様でした。 

１年間ありがとうございました。来年度

も宜しくお願い致します。 

会長さん幹事さん１年間ありがとうござ

いました。 

野村年度役員の皆様ご苦労様でした。 

結婚お祝い頂きました。 

皆様１年間お世話になりました。又、新

年度も宜しくお願い致します。 

各委員長様１年間ご苦労様でした。 

野村会長・森田幹事・他各委員長様１年

間ご苦労様でした。 

出席委員長として１年間お世話になりま

した。ありがとうございました。 

野村会長・森田幹事１年間お疲れ様でし

た。大変お世話になりました。 

野村久男会長お疲れ様でした。 

１年間お世話になりました。 

野村久男会長・森田幹事１年間お疲れ

様でした。 

野村会長お疲れ様でした。 

２年間ありがとうございました。 

野村久男会長はじめ役員の皆様１年間

ありがとうございました。 

野村久男会長、１年間お疲れ様でした。

そして、ありがとうございました。 

野村会長・森田幹事・その他委員長様

１年間お疲れ様でした。 

濱中　　忍

岩﨑　聖一

若松　　理

秋葉　和敬

小野寺信次

山浦　　博

浜野　雅之

田村　武敏

宮内　則雄

熊木　善一

相良　　登

前田美代子

五十嵐　順

鈴木　一彦

立岡　喜一

小山　仁美

塩原　　隆

田口　哲也

鈴木　敏雄

篠崎　清忠

ニコニコBOX（敬称略）

　

　今年度、残念ながら５名の退会者が出てしまいま

した。岡本重男第40代会長在籍41年・長澤清輝第50代

会長在籍23年・小倉千裕さん在籍６年・根目沢順子さ

ん在籍２年・常陽銀行古河支店 支店長塩原隆さん転

勤により退会となってしまいました。

　私事この度令和２年６月30日をもちまして、古河

ロータリークラブを去るのは大変残念なのですが、

一身上の都合により退会させて頂く事になりまし

た。昭和54年９月１日に入会して在籍41年間、会員

皆々様には何時の時も御指導、ご協力を頂きありが

とうございました。

　お陰様で40代目クラブ会長・第４分区ガバナー補

佐・地区委員等を経験させていただく事が出来まし

た。又、奉仕活動では、渡良瀬遊水地「水辺の学校」100
人の小中学生との体験学習、「スリランカ幼稚園へ園

舎・井戸・文具の寄贈」を実施する事が出来ました。

　今、古河ロータリークラブを通して多くの人との

出会い及び貴重な体験をさせて頂いた思い出で一杯

で御座います。大変ありがとうございました。

　これからの古河ロータリークラブの益々の地域へ

の奉仕活動の推進、発展と会員皆様のご健勝、御多幸

をご祈念申し上げます。

　今般、一身上の都合により古河ロータリークラブ

を退会させて頂く事になりました。会員の皆様には

長い間お世話になり大変有難う御座いました。プラ

イベートでは、まだ宜しくお願い致します。

　私より先輩の方々が居られる中で、先に私が退会

するのは少し心苦しいです。

　入会して数年はロータリークラブとは何なのかわ

かりませんでしたが、地区の国際奉仕委員会に参加

する機会を得てから少しずつロータリークラブがわ

かった様な気が致します。

　20年数年、ロータリークラブでなければ得られな

い色々な体験・経験をさせて頂き、私にとって一生思

い出に残るであろう場面が沢山ありました。

　海外では、台湾中歴ロータリークラブの方々、タ

イ、バンコクのロータリークラブの方々と友人が出

来た事。特にバンコク・パツムワンロータリークラブ

の方々には大変お世話になった事、ブラジルから１

年交換学生を担当した事、私が幹事の時、東日本大震

災が発生して地区大会が中止になり、蓮見会長の企

画でチャリティーコンサートを行った事。ロータ

リーで初めて海外事業が岡本パスト会長と共にスリ

ランカに行った事が特に印象深い思い出です。

　今後は外部から皆様の御活躍を見て行きたいと思

います。まだ、大変な時期ですが古河ロータリークラ

ブのご発展を祈念して退会の挨拶とさせて頂きます。

　伝統と格式のある古河ロータリークラブに入会さ

せて頂いてから、早くも２年が経過致しました。この

２年間、皆様と共に活動した例会・クリスマスパー

ティー・勉強会・河川敷のゴミ拾い等々が走馬灯の様

に思い出されます。本当に皆様と懇親を深められて

幸せな時間を過ごす事が出来感謝しております。そ

して、これらは私の財産ともなっております。
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　異動先の常陽コンピューター株式会社は、水戸に

御座いまして、今後は自宅から通勤となり単身赴任

生活も終了致します。

　古河支店勤務は、７月２日（木曜日）迄となり、辞令

以降荒々しく時が流れ折、本来ならば皆様お一人お

一人にきちんと御挨拶を致すべき所で御座います

が、時間の関係も在りまして、この場をお借りして御

挨拶と成る事をお許し下さい。

　後任の支店長は、岩井支店から本部の経験のある

川島弘行が７月６日から着任致します。古河ロータ

リークラブに入会する事に成ると思われますので、

その際には、変わらぬご愛顧を頂ければ幸いでござ

います。

　最後に成りますが、会員皆々様のご健勝と御多幸

をお祈りし、古河ロータリークラブの益々の繁栄を

祈念致しまして、ご挨拶と致します。２年間、誠にあ

りがとうございました。

野村久男年度　100％　出席者　44名（敬称略）　

おめでとうございます。

岩﨑　清　　　　堀江　弘　　　　岡本　重男　

堀江　和弘　　　関口　哲勇　　　川島　陽一

蓮見　公男　　　大和田　五郎　　植竹　清治

野澤　豊輔　　　長澤　清輝　　　川島　栄

遠藤　源一郎　　野村　利夫　　　飯田　敏行

栗原　清　　　　間下　保　　　　野村　久男

塚田　晴夫　　　伏木　利光　　　坪野　潔

服部　吉高　　　谷村　則幸　　　森田　一雄

遠藤　誠　　　　木村　直行　　　阿久津　理

町田　晴彦　　　岩田　潤一　　　岩﨑　聖一

若松　理　　　　秋葉　和敬　　　浜野　雅之

田村　武敏　　　宮内　則雄　　　熊木　善一

相良　登　　　　前田　美代子　　五十嵐　順

立岡　喜一　　　小山　仁美　　　田口　哲也

早川　宏　　　　鈴木　敏雄　　　以上

　新型コロナウイルス感染症の影響の為、野村年度

の第三回・第四回・ＩＭ記念ゴルフコンペが中止とな

り残念となりましたが、栗原年度でも引き続き開催

される予定がありますので、会員皆々様のご参加頂

きます様お願い申し上げます。

　私事でございますが、３月・４月・５月と長期の入

院した際にクラブからお見舞いを頂きありがとうご

ざいました。このお礼は、古河ロータリークラブの活

動にてお返しして行きたいと考えておりますので、

今後ともよろしくお願い致します。

・栗原年度７月から９月の例会開催方法について本

日お配りした別紙参照をお願い致します。

・年会費について、請求書が必要な方がいらっしゃ

いましたら私間下の方にご連絡下さい

・８月28日開催予定のガバナー公式訪問時のプログ

ラムにつきまして、ガバナー事務所よりのご意向

も在りますので決定次第再度ご連絡致します。

・第49代会長 井上滋氏のご子息 井上勉君が入会の

承認が下り７月例会より参加致します。

　最初に、電話・ＦＡＸにて例会出席の確認を取らさ

せて頂いた事お詫び申し上げます。連絡事項３点ご

ざいます。

①野村年度の各委員長さんで立替されている事項が

御座いましたら至急書類の提出をお願い致しま

す。

②皆様に大和田パスト会長がお作りになりました、

「野村久男年度１年間の歩み」のＤＶＤをお配りし

ておりますので忘れずにお持ち帰りください。

③帰る際には、お弁当の持ち帰りをお願い致します。

　１年間お世話になりました。ありがとうございま

した。

　皆様のお陰で、本日、野村年度最終例会を迎える事

が出来ました。一年間、ご指導ご協力誠にありがとう

ございました。

　そして、岡本パスト会長さん40年間大変ご苦労様

でした。長澤パスト会長さん23年間お疲れ様でした。

二人共古河ロータリークラブの国際奉仕を海外で実

施された方です。私の思い出は40周年事業として、ス

リランカへ保育園及び井戸建設に２回同行した事、

そしてインド洋に浮かぶモルディブ諸島で休暇を満

喫した思い出です。

　長澤さんとは、４年前、会長・幹事のコンビを組み

ました。スリランカ、関口年度、タイ国に消防自動車

を寄贈、長澤年度には、放置自転車500台寄贈にタイ

国に同行した良い思い出です。

　お二人には、今後とも古河ロータリークラブに対

してご指導の程宜しくお願い致します。

　さて、私が週報に掲げたテーマ「奉仕」について、漢

字の語源の話を致します。

　「奉」音読みでは「ホウ」・「ブ」又訓読みでは「たてま

つる」意味としては、一般的に献上する・ささげ物・大

切なものを持つ・やしなう・育てる・助ける、「天子（国

を治める人）・神・仏様等々、大切な物を両手でしっか

りと持ち捧げる事を意味する文字である。文字の左

右は人の右手、左手を表している、真ん中の五つ突き

出ているのは、５本の指を象形している。そして、中

央の上側に表しているのが宝物を象形しています。

　私が言いたいのは、真ん中にある宝物「ロータリー

の理念」としてロータリーの人生哲学である、シェル

ドンが提唱した「最も良く奉仕する者、最も多く報い

られる」のモットーで表現される職業奉仕の理念で

ある。もう一つは、他人の事を思い遣り、他人の為に

尽くすと言う「超我の奉仕」のモットーで表現され

る、人道的奉仕理念だと思います。皆さん、常にロー

タリー理念を考えながら、家族・職場・地域社会で活

動して行きましょう。人生がとても楽しく成ると思

います。

　以上で最後の会長挨拶の時間と致します。ご清聴

ありがとうございました。

ザ・カナルハウス
12:30～13:30

ザ・カナルハウス
12:30～13:30

○「月初めのお祝い」
　「こんにちは　栗原年度」
　栗原会長・間下幹事・坪野会長エレクト・町田副幹事

第１例会
第2609回
７月３日㈮

７月10日㈮

７月25日㈯

中　　止

夕涼み会中止

第２例会
第2610回
７月17日㈮

〇栗原年度委員長挨拶　地区出向者挨拶

回･日付 例 会 内 容 場所･時間

　皆様こんにちは、先ずは、野村久男会長・森田一雄

幹事・理事・役員・委員長の皆様、一年間ご苦労様でし

た。新型コロナウイルスにより３分の１の例会又は

事業が出来ないまま、本日開催予定でありました野

村久男年度ご苦労様パーティーで、会長はじめ理事・

役員・委員長の皆様の１年間の労を労う懇親会も開

催されず申し訳ない気持ちでいっぱいです。

　本来であれば今日のご苦労様パーティーで野村年

度理事・役員・委員長さんご苦労様、そして次年度の

理事・役員・委員長の紹介と17年間、当たり前の様に

古河ロータリークラブの諸先輩にご指導を頂いた私

にとって残念でなりません。改めて今年度の会長・幹

事・理事・役員・委員長の皆様ご苦労様でした。

　そして来週から栗原年度が始まります。新型コロ

ナウイルスのワクチンや薬が開発され、終息又は落

ち着く迄は、新スタイルの例会や事業に成ると思い

ます。この危機を乗り越えるには会員皆々様のご協

力無くしては出来ません。古河ロータリークラブ会

員一人一人のご協力をお願い申し上げまして、挨拶

と致します。宜しくお願い致します。

　古河ロータリークラブの皆さんこんにちは、古河

ロータリークラブ創立55年目の節目の栗原年度７月

第一例会の始まりです。週報に印刷されている似顔

絵は、大和田パスト会長にお世話になり探して頂き

ました55年前の古河ロータリークラブを創設なされ

た諸先輩の方々です。

　「背景に映っている畳は何を意味しているのか分

かりませんが大和田パスト会長が勝手に入れてしま

いました。」この週報表紙の古河ロータリークラブ発

起人の７名の諸先輩がいらっしゃいます。現在も御

活躍なされております大御所、若々しい岩﨑清パス

ト会長もいらっしゃいます。又、この中に本日入会致

します井上努君の御爺ちゃん井上延太郎さんも描か

れています。３代に渡ってのロータリアンです。古河

ロータリークラブの歴史を感じます。

　55年の歴史を振り返り「温故知新」故きを温ねて新

しきを知る「先人の学問など昔の事柄の研究を通し

て新しい意味や価値を再発見する」という気持ちで

新しい55年目の節目の古河ロータリークラブの活動

を模索して行きたいと思います。

　又、今年度掲げたテーマ「行動は進化をもたらす」

ですが、新型コロナウイルスにより奉仕活動やクラ

ブの例会が止まった中、緊急事態宣言が解除になり

ましたが、中々終息しない新型コロナウイルス、第２

波・第３波が来るだろうと言われていますが、今、私

達は何をすべきか私達会員が自粛して家族・社員・古

河市民の感染防止に協力をする。これも行動です。

又、前年度の野村久男パスト会長が行った古河医師

会へのＰＣＲ検査車両導入の資金援助の奉仕も活動

です。この様な現状の中で最大限どの様なスタイル

で奉仕も行動すべきか、会員の皆様と考えて行きた

いと思います。

　国際ロータリー2020‐2021年度ＲＩ会長ホルガー・

クナーク氏は「ロータリーは機会の扉を開く」とテー

マを掲げました。「私達のあらゆる活動が誰かの為に

機会の扉を開いています」と述べ、「ロータリーは奉

仕プロジェクトを実施し、やり遂げる機会を与えて

くれる。ロータリーはリーダーシップの機会を与え

てくれる。又、ロータリーは無限の機会への招待であ

る」と述べています。色々な事業や奉仕活動で自己研

鑽が出来るロータリークラブであると思います。

　又、池田正純ガバナーは、クラブの設計者は若い人

達であり会員が変化を受け入れる必要性を強調し、

「時間は私達の為にスローダウンしてくれない」デジ

タル革命がもたらす様々な打撃は予想を遙かに超え

ていると言われ、地区スローガンを「ロータリアンの

イノベーション・磨こう人間力」と唱えました。会員

の皆様で古河ロータリークラブに意義の有る新たな

価値を創造し、大きな変化を目指して行きましょう。

　そして、行動する事により新しい組織の在り方や

価値観や、行動が変化をもたらしてくれます。創立55
周年、文字通り「GoGo」です。行動です。

　最後に成りますが、来年６月迄の１年間、会員の皆

様のご協力をお願い致しまして会長挨拶とさせて頂

きます。

　幹事として、栗原年度と会員一人一人の為にクラ

ブの効率良いスムーズな運営を心掛け、栗原年度を

記憶に残る１年にしたいと思います

　伝統と格式のある古河ロータリークラブの歴史と

強みを継承尊重しつつ、社会と時代のニーズに耳を

傾け、改善点が有れば会員の皆様と共に積極的に取

り組んで行きます、

　１年間、宜しくお願い致します。

　栗原年度、会長エレクト及び会員

組織委員長を仰せつかりました坪

野でございます。

　前年度野村久男年度では、経験し

た事のない新型コロナウイルスに

よる例会休止も在り、栗原年度も異例の出発となり

ました。

　伝統と格式の有る古河ロータリークラブ運営も未

だに見通しは立っておりませんが、来年の坪野年度

に向けて、栗原会長の下研鑚を積んで行く所存であ

ります。

　会員全ての方を頼りにする事はもちろん、次年度

理事・役員・委員長のお力をお借りしてのクラブ運営

を目指して参ります。特に快く幹事をお引き受け頂

いた町田幹事エレクトには大変期待しております。

　今後世の中どの様に成り、どの様にクラブ運営がな

されるか分かりませんが、皆様のご協力をお願いして

行きたいと思います。何卒宜しくお願い致します。

　栗原年度の１年間、会計・ニコニ

コＢＯＸを担当させて頂きます町

田です。これまで、例会に出席する

事が第一に考えておりましたが、栗

原年度が始まる準備が深まるに連

れ、緊張が高まり、１年後の幹事と言う重職にひしひ

しと責任を感じています。

　会長エレクト坪野さんは、２年前の野村利夫年度

の幹事でもあり、会計・ニコニコＢＯＸ及び幹事の大

先輩ですので、色々分からない点等のご指導助言を

頂きながら全うして参ります。

　現在、今迄読んだ事の無い定款・規則の内容が、幹事

に成る上で重要な事だと思いますので会計・ニコニコ

ＢＯＸを担当している間に学んで行きたいと思いま

す。このような状態です、まだまだ未熟であり、不安で

あり、気が付かない事が在り、皆様にご迷惑をお掛け

する事が在るかと思います。その際は、優しくご指摘

頂ければと思います。どうぞ宜しくお願い致します。

栗原年度幹事連絡

ガバナー賞・長寿会員・クラブ奉仕部門

在籍40年以上を頂きました。 

野村年度から栗原年度へバトンが渡さ

れ様としております。ご苦労様から皆で

頑張りましょう。 

退会の挨拶をさせて頂きました。 

野村年度、１年間ご苦労様でした。 

野村会長・森田幹事・理事・役員の皆

様・各委員長様１年間ご苦労様でした。 

野村会長・森田幹事・理事・役員の皆

様・各委員長様１年間ご苦労様でした。 

野村会長・森田幹事・理事・役員の皆

様・各委員長様１年間ご苦労様でした。 

会長・幹事皆様１年間ご苦労様でした。 

岩﨑　　清

岡本　重男

堀江　和弘

関口　哲勇

川島　　栄

蓮見　公男

大和田五郎

野村年度，ご苦労様でした。 

今般、古河ロータリークラブを退会させ

て頂きます。古河ロータリークラブのご

発展を祈念致します。 

野村会長・森田幹事・１年間ご苦労様で

した。 

野村久男会長・森田一雄幹事１年間ご

苦労様でした。栗原次年度会長・間下

幹事宜しくお願い致します。 

会長・幹事１年間ご苦労様でした。 

野村会長・森田幹事・理事役員・各委員

長様１年間ご苦労様でした。次年度会員

皆々様宜しくお願い致します。 

野村会長・森田幹事会員皆々様１年間お

疲れ様でした。お世話になりました。 

１年間大変お世話になりました。皆々様

のおかげで楽しいロータリーライフが出

来ました。本当にありがとうございまし

た。 

１年間ご苦労様でした。 

１年間お疲れ様でした。 

野村会長・森田幹事１年間ご苦労様でし

た。 

米山委員長　伏木利光 １年間お世話に

なりました。　 

野村年度役員の皆様ご苦労様でした。

来年の役員の皆様宜しくお願い致しま

す。 

野村会長・森田幹事１年間お疲れ様でし

た。 

野村会長・森田幹事メンバーの皆様１年

間ありがとうございました。 

野村会長・森田幹事はじめ役員の皆様

大変お世話になりました。ありがとうご

ざいました。 

１年間お世話になりました。ありがとう

ございました。 

会長さん幹事さん１年間ご苦労様でした。 

野村会長・森田幹事１年間ご苦労様でし

た。 

野村久男年度、理事役員委員会の皆様、

１年間ありがとうございました。 

会長・幹事、新型コロナウイルスのおか

げで通常通りになりませんでしたが、お

疲れ様でした。お世話になりました。 

野村年度１年間お疲れ様でした。 

野澤　豊輔

長澤　清輝

遠藤源一郎

野村　利夫

飯田　敏行

栗原　　清

間下　　保

野村　久男

塚田　晴夫

関　　義明

山中　雅明

伏木　利光

坪野　　潔

黒川　輝男

服部　吉高

谷村　則幸

森田　一雄

遠藤　　誠

木村　直行

小野　正人

町田　晴彦

岩田　潤一

会長をはじめ１年間ご苦労様でした。 

野村年度１年間ご苦労様でした。 

野村年度１年間ご苦労様でした。 

１年間ありがとうございました。来年度

も宜しくお願い致します。 

会長さん幹事さん１年間ありがとうござ

いました。 

野村年度役員の皆様ご苦労様でした。 

結婚お祝い頂きました。 

皆様１年間お世話になりました。又、新

年度も宜しくお願い致します。 

各委員長様１年間ご苦労様でした。 

野村会長・森田幹事・他各委員長様１年

間ご苦労様でした。 

出席委員長として１年間お世話になりま

した。ありがとうございました。 

野村会長・森田幹事１年間お疲れ様でし

た。大変お世話になりました。 

野村久男会長お疲れ様でした。 

１年間お世話になりました。 

野村久男会長・森田幹事１年間お疲れ

様でした。 

野村会長お疲れ様でした。 

２年間ありがとうございました。 

野村久男会長はじめ役員の皆様１年間

ありがとうございました。 

野村久男会長、１年間お疲れ様でした。

そして、ありがとうございました。 

野村会長・森田幹事・その他委員長様

１年間お疲れ様でした。 

濱中　　忍

岩﨑　聖一

若松　　理

秋葉　和敬

小野寺信次

山浦　　博

浜野　雅之

田村　武敏

宮内　則雄

熊木　善一

相良　　登

前田美代子

五十嵐　順

鈴木　一彦

立岡　喜一

小山　仁美

塩原　　隆

田口　哲也

鈴木　敏雄

篠崎　清忠

ニコニコBOX（敬称略）



　

　今年度、残念ながら５名の退会者が出てしまいま

した。岡本重男第40代会長在籍41年・長澤清輝第50代

会長在籍23年・小倉千裕さん在籍６年・根目沢順子さ

ん在籍２年・常陽銀行古河支店 支店長塩原隆さん転

勤により退会となってしまいました。

　私事この度令和２年６月30日をもちまして、古河

ロータリークラブを去るのは大変残念なのですが、

一身上の都合により退会させて頂く事になりまし

た。昭和54年９月１日に入会して在籍41年間、会員

皆々様には何時の時も御指導、ご協力を頂きありが

とうございました。

　お陰様で40代目クラブ会長・第４分区ガバナー補

佐・地区委員等を経験させていただく事が出来まし

た。又、奉仕活動では、渡良瀬遊水地「水辺の学校」100
人の小中学生との体験学習、「スリランカ幼稚園へ園

舎・井戸・文具の寄贈」を実施する事が出来ました。

　今、古河ロータリークラブを通して多くの人との

出会い及び貴重な体験をさせて頂いた思い出で一杯

で御座います。大変ありがとうございました。

　これからの古河ロータリークラブの益々の地域へ

の奉仕活動の推進、発展と会員皆様のご健勝、御多幸

をご祈念申し上げます。

　今般、一身上の都合により古河ロータリークラブ

を退会させて頂く事になりました。会員の皆様には

長い間お世話になり大変有難う御座いました。プラ

イベートでは、まだ宜しくお願い致します。

　私より先輩の方々が居られる中で、先に私が退会

するのは少し心苦しいです。

　入会して数年はロータリークラブとは何なのかわ

かりませんでしたが、地区の国際奉仕委員会に参加

する機会を得てから少しずつロータリークラブがわ

かった様な気が致します。

　20年数年、ロータリークラブでなければ得られな

い色々な体験・経験をさせて頂き、私にとって一生思

い出に残るであろう場面が沢山ありました。

　海外では、台湾中歴ロータリークラブの方々、タ

イ、バンコクのロータリークラブの方々と友人が出

来た事。特にバンコク・パツムワンロータリークラブ

の方々には大変お世話になった事、ブラジルから１

年交換学生を担当した事、私が幹事の時、東日本大震

災が発生して地区大会が中止になり、蓮見会長の企

画でチャリティーコンサートを行った事。ロータ

リーで初めて海外事業が岡本パスト会長と共にスリ

ランカに行った事が特に印象深い思い出です。

　今後は外部から皆様の御活躍を見て行きたいと思

います。まだ、大変な時期ですが古河ロータリークラ

ブのご発展を祈念して退会の挨拶とさせて頂きます。

　伝統と格式のある古河ロータリークラブに入会さ

せて頂いてから、早くも２年が経過致しました。この

２年間、皆様と共に活動した例会・クリスマスパー

ティー・勉強会・河川敷のゴミ拾い等々が走馬灯の様

に思い出されます。本当に皆様と懇親を深められて

幸せな時間を過ごす事が出来感謝しております。そ

して、これらは私の財産ともなっております。
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　異動先の常陽コンピューター株式会社は、水戸に

御座いまして、今後は自宅から通勤となり単身赴任

生活も終了致します。

　古河支店勤務は、７月２日（木曜日）迄となり、辞令

以降荒々しく時が流れ折、本来ならば皆様お一人お

一人にきちんと御挨拶を致すべき所で御座います

が、時間の関係も在りまして、この場をお借りして御

挨拶と成る事をお許し下さい。

　後任の支店長は、岩井支店から本部の経験のある

川島弘行が７月６日から着任致します。古河ロータ

リークラブに入会する事に成ると思われますので、

その際には、変わらぬご愛顧を頂ければ幸いでござ

います。

　最後に成りますが、会員皆々様のご健勝と御多幸

をお祈りし、古河ロータリークラブの益々の繁栄を

祈念致しまして、ご挨拶と致します。２年間、誠にあ

りがとうございました。

野村久男年度　100％　出席者　44名（敬称略）　

おめでとうございます。

岩﨑　清　　　　堀江　弘　　　　岡本　重男　

堀江　和弘　　　関口　哲勇　　　川島　陽一

蓮見　公男　　　大和田　五郎　　植竹　清治

野澤　豊輔　　　長澤　清輝　　　川島　栄

遠藤　源一郎　　野村　利夫　　　飯田　敏行

栗原　清　　　　間下　保　　　　野村　久男

塚田　晴夫　　　伏木　利光　　　坪野　潔

服部　吉高　　　谷村　則幸　　　森田　一雄

遠藤　誠　　　　木村　直行　　　阿久津　理

町田　晴彦　　　岩田　潤一　　　岩﨑　聖一

若松　理　　　　秋葉　和敬　　　浜野　雅之

田村　武敏　　　宮内　則雄　　　熊木　善一

相良　登　　　　前田　美代子　　五十嵐　順

立岡　喜一　　　小山　仁美　　　田口　哲也

早川　宏　　　　鈴木　敏雄　　　以上

　新型コロナウイルス感染症の影響の為、野村年度

の第三回・第四回・ＩＭ記念ゴルフコンペが中止とな

り残念となりましたが、栗原年度でも引き続き開催

される予定がありますので、会員皆々様のご参加頂

きます様お願い申し上げます。

　私事でございますが、３月・４月・５月と長期の入

院した際にクラブからお見舞いを頂きありがとうご

ざいました。このお礼は、古河ロータリークラブの活

動にてお返しして行きたいと考えておりますので、

今後ともよろしくお願い致します。

・栗原年度７月から９月の例会開催方法について本

日お配りした別紙参照をお願い致します。

・年会費について、請求書が必要な方がいらっしゃ

いましたら私間下の方にご連絡下さい

・８月28日開催予定のガバナー公式訪問時のプログ

ラムにつきまして、ガバナー事務所よりのご意向

も在りますので決定次第再度ご連絡致します。

・第49代会長 井上滋氏のご子息 井上勉君が入会の

承認が下り７月例会より参加致します。

　最初に、電話・ＦＡＸにて例会出席の確認を取らさ

せて頂いた事お詫び申し上げます。連絡事項３点ご

ざいます。

①野村年度の各委員長さんで立替されている事項が

御座いましたら至急書類の提出をお願い致しま

す。

②皆様に大和田パスト会長がお作りになりました、

「野村久男年度１年間の歩み」のＤＶＤをお配りし

ておりますので忘れずにお持ち帰りください。

③帰る際には、お弁当の持ち帰りをお願い致します。

　１年間お世話になりました。ありがとうございま

した。

　皆様のお陰で、本日、野村年度最終例会を迎える事

が出来ました。一年間、ご指導ご協力誠にありがとう

ございました。

　そして、岡本パスト会長さん40年間大変ご苦労様

でした。長澤パスト会長さん23年間お疲れ様でした。

二人共古河ロータリークラブの国際奉仕を海外で実

施された方です。私の思い出は40周年事業として、ス

リランカへ保育園及び井戸建設に２回同行した事、

そしてインド洋に浮かぶモルディブ諸島で休暇を満

喫した思い出です。

　長澤さんとは、４年前、会長・幹事のコンビを組み

ました。スリランカ、関口年度、タイ国に消防自動車

を寄贈、長澤年度には、放置自転車500台寄贈にタイ

国に同行した良い思い出です。

　お二人には、今後とも古河ロータリークラブに対

してご指導の程宜しくお願い致します。

　さて、私が週報に掲げたテーマ「奉仕」について、漢

字の語源の話を致します。

　「奉」音読みでは「ホウ」・「ブ」又訓読みでは「たてま

つる」意味としては、一般的に献上する・ささげ物・大

切なものを持つ・やしなう・育てる・助ける、「天子（国

を治める人）・神・仏様等々、大切な物を両手でしっか

りと持ち捧げる事を意味する文字である。文字の左

右は人の右手、左手を表している、真ん中の五つ突き

出ているのは、５本の指を象形している。そして、中

央の上側に表しているのが宝物を象形しています。

　私が言いたいのは、真ん中にある宝物「ロータリー

の理念」としてロータリーの人生哲学である、シェル

ドンが提唱した「最も良く奉仕する者、最も多く報い

られる」のモットーで表現される職業奉仕の理念で

ある。もう一つは、他人の事を思い遣り、他人の為に

尽くすと言う「超我の奉仕」のモットーで表現され

る、人道的奉仕理念だと思います。皆さん、常にロー

タリー理念を考えながら、家族・職場・地域社会で活

動して行きましょう。人生がとても楽しく成ると思

います。

　以上で最後の会長挨拶の時間と致します。ご清聴

ありがとうございました。

ザ・カナルハウス
12:30～13:30

ザ・カナルハウス
12:30～13:30

○「月初めのお祝い」
　「こんにちは　栗原年度」
　栗原会長・間下幹事・坪野会長エレクト・町田副幹事

第１例会
第2609回
７月３日㈮

７月10日㈮

７月25日㈯

中　　止

夕涼み会中止

第２例会
第2610回
７月17日㈮

〇栗原年度委員長挨拶　地区出向者挨拶

回･日付 例 会 内 容 場所･時間

　皆様こんにちは、先ずは、野村久男会長・森田一雄

幹事・理事・役員・委員長の皆様、一年間ご苦労様でし

た。新型コロナウイルスにより３分の１の例会又は

事業が出来ないまま、本日開催予定でありました野

村久男年度ご苦労様パーティーで、会長はじめ理事・

役員・委員長の皆様の１年間の労を労う懇親会も開

催されず申し訳ない気持ちでいっぱいです。

　本来であれば今日のご苦労様パーティーで野村年

度理事・役員・委員長さんご苦労様、そして次年度の

理事・役員・委員長の紹介と17年間、当たり前の様に

古河ロータリークラブの諸先輩にご指導を頂いた私

にとって残念でなりません。改めて今年度の会長・幹

事・理事・役員・委員長の皆様ご苦労様でした。

　そして来週から栗原年度が始まります。新型コロ

ナウイルスのワクチンや薬が開発され、終息又は落

ち着く迄は、新スタイルの例会や事業に成ると思い

ます。この危機を乗り越えるには会員皆々様のご協

力無くしては出来ません。古河ロータリークラブ会

員一人一人のご協力をお願い申し上げまして、挨拶

と致します。宜しくお願い致します。

　古河ロータリークラブの皆さんこんにちは、古河

ロータリークラブ創立55年目の節目の栗原年度７月

第一例会の始まりです。週報に印刷されている似顔

絵は、大和田パスト会長にお世話になり探して頂き

ました55年前の古河ロータリークラブを創設なされ

た諸先輩の方々です。

　「背景に映っている畳は何を意味しているのか分

かりませんが大和田パスト会長が勝手に入れてしま

いました。」この週報表紙の古河ロータリークラブ発

起人の７名の諸先輩がいらっしゃいます。現在も御

活躍なされております大御所、若々しい岩﨑清パス

ト会長もいらっしゃいます。又、この中に本日入会致

します井上努君の御爺ちゃん井上延太郎さんも描か

れています。３代に渡ってのロータリアンです。古河

ロータリークラブの歴史を感じます。

　55年の歴史を振り返り「温故知新」故きを温ねて新

しきを知る「先人の学問など昔の事柄の研究を通し

て新しい意味や価値を再発見する」という気持ちで

新しい55年目の節目の古河ロータリークラブの活動

を模索して行きたいと思います。

　又、今年度掲げたテーマ「行動は進化をもたらす」

ですが、新型コロナウイルスにより奉仕活動やクラ

ブの例会が止まった中、緊急事態宣言が解除になり

ましたが、中々終息しない新型コロナウイルス、第２

波・第３波が来るだろうと言われていますが、今、私

達は何をすべきか私達会員が自粛して家族・社員・古

河市民の感染防止に協力をする。これも行動です。

又、前年度の野村久男パスト会長が行った古河医師

会へのＰＣＲ検査車両導入の資金援助の奉仕も活動

です。この様な現状の中で最大限どの様なスタイル

で奉仕も行動すべきか、会員の皆様と考えて行きた

いと思います。

　国際ロータリー2020‐2021年度ＲＩ会長ホルガー・

クナーク氏は「ロータリーは機会の扉を開く」とテー

マを掲げました。「私達のあらゆる活動が誰かの為に

機会の扉を開いています」と述べ、「ロータリーは奉

仕プロジェクトを実施し、やり遂げる機会を与えて

くれる。ロータリーはリーダーシップの機会を与え

てくれる。又、ロータリーは無限の機会への招待であ

る」と述べています。色々な事業や奉仕活動で自己研

鑽が出来るロータリークラブであると思います。

　又、池田正純ガバナーは、クラブの設計者は若い人

達であり会員が変化を受け入れる必要性を強調し、

「時間は私達の為にスローダウンしてくれない」デジ

タル革命がもたらす様々な打撃は予想を遙かに超え

ていると言われ、地区スローガンを「ロータリアンの

イノベーション・磨こう人間力」と唱えました。会員

の皆様で古河ロータリークラブに意義の有る新たな

価値を創造し、大きな変化を目指して行きましょう。

　そして、行動する事により新しい組織の在り方や

価値観や、行動が変化をもたらしてくれます。創立55
周年、文字通り「GoGo」です。行動です。

　最後に成りますが、来年６月迄の１年間、会員の皆

様のご協力をお願い致しまして会長挨拶とさせて頂

きます。

　幹事として、栗原年度と会員一人一人の為にクラ

ブの効率良いスムーズな運営を心掛け、栗原年度を

記憶に残る１年にしたいと思います

　伝統と格式のある古河ロータリークラブの歴史と

強みを継承尊重しつつ、社会と時代のニーズに耳を

傾け、改善点が有れば会員の皆様と共に積極的に取

り組んで行きます、

　１年間、宜しくお願い致します。

　栗原年度、会長エレクト及び会員

組織委員長を仰せつかりました坪

野でございます。

　前年度野村久男年度では、経験し

た事のない新型コロナウイルスに

よる例会休止も在り、栗原年度も異例の出発となり

ました。

　伝統と格式の有る古河ロータリークラブ運営も未

だに見通しは立っておりませんが、来年の坪野年度

に向けて、栗原会長の下研鑚を積んで行く所存であ

ります。

　会員全ての方を頼りにする事はもちろん、次年度

理事・役員・委員長のお力をお借りしてのクラブ運営

を目指して参ります。特に快く幹事をお引き受け頂

いた町田幹事エレクトには大変期待しております。

　今後世の中どの様に成り、どの様にクラブ運営がな

されるか分かりませんが、皆様のご協力をお願いして

行きたいと思います。何卒宜しくお願い致します。

　栗原年度の１年間、会計・ニコニ

コＢＯＸを担当させて頂きます町

田です。これまで、例会に出席する

事が第一に考えておりましたが、栗

原年度が始まる準備が深まるに連

れ、緊張が高まり、１年後の幹事と言う重職にひしひ

しと責任を感じています。

　会長エレクト坪野さんは、２年前の野村利夫年度

の幹事でもあり、会計・ニコニコＢＯＸ及び幹事の大

先輩ですので、色々分からない点等のご指導助言を

頂きながら全うして参ります。

　現在、今迄読んだ事の無い定款・規則の内容が、幹事

に成る上で重要な事だと思いますので会計・ニコニコ

ＢＯＸを担当している間に学んで行きたいと思いま

す。このような状態です、まだまだ未熟であり、不安で

あり、気が付かない事が在り、皆様にご迷惑をお掛け

する事が在るかと思います。その際は、優しくご指摘

頂ければと思います。どうぞ宜しくお願い致します。

栗原年度幹事連絡

ガバナー賞・長寿会員・クラブ奉仕部門

在籍40年以上を頂きました。 

野村年度から栗原年度へバトンが渡さ

れ様としております。ご苦労様から皆で

頑張りましょう。 

退会の挨拶をさせて頂きました。 

野村年度、１年間ご苦労様でした。 

野村会長・森田幹事・理事・役員の皆

様・各委員長様１年間ご苦労様でした。 

野村会長・森田幹事・理事・役員の皆

様・各委員長様１年間ご苦労様でした。 

野村会長・森田幹事・理事・役員の皆

様・各委員長様１年間ご苦労様でした。 

会長・幹事皆様１年間ご苦労様でした。 

岩﨑　　清

岡本　重男

堀江　和弘

関口　哲勇

川島　　栄

蓮見　公男

大和田五郎

野村年度，ご苦労様でした。 

今般、古河ロータリークラブを退会させ

て頂きます。古河ロータリークラブのご

発展を祈念致します。 

野村会長・森田幹事・１年間ご苦労様で

した。 

野村久男会長・森田一雄幹事１年間ご

苦労様でした。栗原次年度会長・間下

幹事宜しくお願い致します。 

会長・幹事１年間ご苦労様でした。 

野村会長・森田幹事・理事役員・各委員

長様１年間ご苦労様でした。次年度会員

皆々様宜しくお願い致します。 

野村会長・森田幹事会員皆々様１年間お

疲れ様でした。お世話になりました。 

１年間大変お世話になりました。皆々様

のおかげで楽しいロータリーライフが出

来ました。本当にありがとうございまし

た。 

１年間ご苦労様でした。 

１年間お疲れ様でした。 

野村会長・森田幹事１年間ご苦労様でし

た。 

米山委員長　伏木利光 １年間お世話に

なりました。　 

野村年度役員の皆様ご苦労様でした。

来年の役員の皆様宜しくお願い致しま

す。 

野村会長・森田幹事１年間お疲れ様でし

た。 

野村会長・森田幹事メンバーの皆様１年

間ありがとうございました。 

野村会長・森田幹事はじめ役員の皆様

大変お世話になりました。ありがとうご

ざいました。 

１年間お世話になりました。ありがとう

ございました。 

会長さん幹事さん１年間ご苦労様でした。 

野村会長・森田幹事１年間ご苦労様でし

た。 

野村久男年度、理事役員委員会の皆様、

１年間ありがとうございました。 

会長・幹事、新型コロナウイルスのおか

げで通常通りになりませんでしたが、お

疲れ様でした。お世話になりました。 

野村年度１年間お疲れ様でした。 

野澤　豊輔

長澤　清輝

遠藤源一郎

野村　利夫

飯田　敏行

栗原　　清

間下　　保

野村　久男

塚田　晴夫

関　　義明

山中　雅明

伏木　利光

坪野　　潔

黒川　輝男

服部　吉高

谷村　則幸

森田　一雄

遠藤　　誠

木村　直行

小野　正人

町田　晴彦

岩田　潤一

会長をはじめ１年間ご苦労様でした。 

野村年度１年間ご苦労様でした。 

野村年度１年間ご苦労様でした。 

１年間ありがとうございました。来年度

も宜しくお願い致します。 

会長さん幹事さん１年間ありがとうござ

いました。 

野村年度役員の皆様ご苦労様でした。 

結婚お祝い頂きました。 

皆様１年間お世話になりました。又、新

年度も宜しくお願い致します。 

各委員長様１年間ご苦労様でした。 

野村会長・森田幹事・他各委員長様１年

間ご苦労様でした。 

出席委員長として１年間お世話になりま

した。ありがとうございました。 

野村会長・森田幹事１年間お疲れ様でし

た。大変お世話になりました。 

野村久男会長お疲れ様でした。 

１年間お世話になりました。 

野村久男会長・森田幹事１年間お疲れ

様でした。 

野村会長お疲れ様でした。 

２年間ありがとうございました。 

野村久男会長はじめ役員の皆様１年間

ありがとうございました。 

野村久男会長、１年間お疲れ様でした。

そして、ありがとうございました。 

野村会長・森田幹事・その他委員長様

１年間お疲れ様でした。 

濱中　　忍

岩﨑　聖一

若松　　理

秋葉　和敬

小野寺信次

山浦　　博

浜野　雅之

田村　武敏

宮内　則雄

熊木　善一

相良　　登

前田美代子

五十嵐　順

鈴木　一彦

立岡　喜一

小山　仁美

塩原　　隆

田口　哲也

鈴木　敏雄

篠崎　清忠

ニコニコBOX（敬称略）

　

　今年度、残念ながら５名の退会者が出てしまいま

した。岡本重男第40代会長在籍41年・長澤清輝第50代

会長在籍23年・小倉千裕さん在籍６年・根目沢順子さ

ん在籍２年・常陽銀行古河支店 支店長塩原隆さん転

勤により退会となってしまいました。

　私事この度令和２年６月30日をもちまして、古河

ロータリークラブを去るのは大変残念なのですが、

一身上の都合により退会させて頂く事になりまし

た。昭和54年９月１日に入会して在籍41年間、会員

皆々様には何時の時も御指導、ご協力を頂きありが

とうございました。

　お陰様で40代目クラブ会長・第４分区ガバナー補

佐・地区委員等を経験させていただく事が出来まし

た。又、奉仕活動では、渡良瀬遊水地「水辺の学校」100
人の小中学生との体験学習、「スリランカ幼稚園へ園

舎・井戸・文具の寄贈」を実施する事が出来ました。

　今、古河ロータリークラブを通して多くの人との

出会い及び貴重な体験をさせて頂いた思い出で一杯

で御座います。大変ありがとうございました。

　これからの古河ロータリークラブの益々の地域へ

の奉仕活動の推進、発展と会員皆様のご健勝、御多幸

をご祈念申し上げます。

　今般、一身上の都合により古河ロータリークラブ

を退会させて頂く事になりました。会員の皆様には

長い間お世話になり大変有難う御座いました。プラ

イベートでは、まだ宜しくお願い致します。

　私より先輩の方々が居られる中で、先に私が退会

するのは少し心苦しいです。

　入会して数年はロータリークラブとは何なのかわ

かりませんでしたが、地区の国際奉仕委員会に参加

する機会を得てから少しずつロータリークラブがわ

かった様な気が致します。

　20年数年、ロータリークラブでなければ得られな

い色々な体験・経験をさせて頂き、私にとって一生思

い出に残るであろう場面が沢山ありました。

　海外では、台湾中歴ロータリークラブの方々、タ

イ、バンコクのロータリークラブの方々と友人が出

来た事。特にバンコク・パツムワンロータリークラブ

の方々には大変お世話になった事、ブラジルから１

年交換学生を担当した事、私が幹事の時、東日本大震

災が発生して地区大会が中止になり、蓮見会長の企

画でチャリティーコンサートを行った事。ロータ

リーで初めて海外事業が岡本パスト会長と共にスリ

ランカに行った事が特に印象深い思い出です。

　今後は外部から皆様の御活躍を見て行きたいと思

います。まだ、大変な時期ですが古河ロータリークラ

ブのご発展を祈念して退会の挨拶とさせて頂きます。

　伝統と格式のある古河ロータリークラブに入会さ

せて頂いてから、早くも２年が経過致しました。この

２年間、皆様と共に活動した例会・クリスマスパー

ティー・勉強会・河川敷のゴミ拾い等々が走馬灯の様

に思い出されます。本当に皆様と懇親を深められて

幸せな時間を過ごす事が出来感謝しております。そ

して、これらは私の財産ともなっております。

KOGA Rotary Club Weekly Report Vol.55KOGA Rotary Club Weekly Report Vol.55

　異動先の常陽コンピューター株式会社は、水戸に

御座いまして、今後は自宅から通勤となり単身赴任

生活も終了致します。

　古河支店勤務は、７月２日（木曜日）迄となり、辞令

以降荒々しく時が流れ折、本来ならば皆様お一人お

一人にきちんと御挨拶を致すべき所で御座います

が、時間の関係も在りまして、この場をお借りして御

挨拶と成る事をお許し下さい。

　後任の支店長は、岩井支店から本部の経験のある

川島弘行が７月６日から着任致します。古河ロータ

リークラブに入会する事に成ると思われますので、

その際には、変わらぬご愛顧を頂ければ幸いでござ

います。

　最後に成りますが、会員皆々様のご健勝と御多幸

をお祈りし、古河ロータリークラブの益々の繁栄を

祈念致しまして、ご挨拶と致します。２年間、誠にあ

りがとうございました。

野村久男年度　100％　出席者　44名（敬称略）　

おめでとうございます。

岩﨑　清　　　　堀江　弘　　　　岡本　重男　

堀江　和弘　　　関口　哲勇　　　川島　陽一

蓮見　公男　　　大和田　五郎　　植竹　清治

野澤　豊輔　　　長澤　清輝　　　川島　栄

遠藤　源一郎　　野村　利夫　　　飯田　敏行

栗原　清　　　　間下　保　　　　野村　久男

塚田　晴夫　　　伏木　利光　　　坪野　潔

服部　吉高　　　谷村　則幸　　　森田　一雄

遠藤　誠　　　　木村　直行　　　阿久津　理

町田　晴彦　　　岩田　潤一　　　岩﨑　聖一

若松　理　　　　秋葉　和敬　　　浜野　雅之

田村　武敏　　　宮内　則雄　　　熊木　善一

相良　登　　　　前田　美代子　　五十嵐　順

立岡　喜一　　　小山　仁美　　　田口　哲也

早川　宏　　　　鈴木　敏雄　　　以上

　新型コロナウイルス感染症の影響の為、野村年度

の第三回・第四回・ＩＭ記念ゴルフコンペが中止とな

り残念となりましたが、栗原年度でも引き続き開催

される予定がありますので、会員皆々様のご参加頂

きます様お願い申し上げます。

　私事でございますが、３月・４月・５月と長期の入

院した際にクラブからお見舞いを頂きありがとうご

ざいました。このお礼は、古河ロータリークラブの活

動にてお返しして行きたいと考えておりますので、

今後ともよろしくお願い致します。

・栗原年度７月から９月の例会開催方法について本

日お配りした別紙参照をお願い致します。

・年会費について、請求書が必要な方がいらっしゃ

いましたら私間下の方にご連絡下さい

・８月28日開催予定のガバナー公式訪問時のプログ

ラムにつきまして、ガバナー事務所よりのご意向

も在りますので決定次第再度ご連絡致します。

・第49代会長 井上滋氏のご子息 井上勉君が入会の

承認が下り７月例会より参加致します。

　最初に、電話・ＦＡＸにて例会出席の確認を取らさ

せて頂いた事お詫び申し上げます。連絡事項３点ご

ざいます。

①野村年度の各委員長さんで立替されている事項が

御座いましたら至急書類の提出をお願い致しま

す。

②皆様に大和田パスト会長がお作りになりました、

「野村久男年度１年間の歩み」のＤＶＤをお配りし

ておりますので忘れずにお持ち帰りください。

③帰る際には、お弁当の持ち帰りをお願い致します。

　１年間お世話になりました。ありがとうございま

した。

　皆様のお陰で、本日、野村年度最終例会を迎える事

が出来ました。一年間、ご指導ご協力誠にありがとう

ございました。

　そして、岡本パスト会長さん40年間大変ご苦労様

でした。長澤パスト会長さん23年間お疲れ様でした。

二人共古河ロータリークラブの国際奉仕を海外で実

施された方です。私の思い出は40周年事業として、ス

リランカへ保育園及び井戸建設に２回同行した事、

そしてインド洋に浮かぶモルディブ諸島で休暇を満

喫した思い出です。

　長澤さんとは、４年前、会長・幹事のコンビを組み

ました。スリランカ、関口年度、タイ国に消防自動車

を寄贈、長澤年度には、放置自転車500台寄贈にタイ

国に同行した良い思い出です。

　お二人には、今後とも古河ロータリークラブに対

してご指導の程宜しくお願い致します。

　さて、私が週報に掲げたテーマ「奉仕」について、漢

字の語源の話を致します。

　「奉」音読みでは「ホウ」・「ブ」又訓読みでは「たてま

つる」意味としては、一般的に献上する・ささげ物・大

切なものを持つ・やしなう・育てる・助ける、「天子（国

を治める人）・神・仏様等々、大切な物を両手でしっか

りと持ち捧げる事を意味する文字である。文字の左

右は人の右手、左手を表している、真ん中の五つ突き

出ているのは、５本の指を象形している。そして、中

央の上側に表しているのが宝物を象形しています。

　私が言いたいのは、真ん中にある宝物「ロータリー

の理念」としてロータリーの人生哲学である、シェル

ドンが提唱した「最も良く奉仕する者、最も多く報い

られる」のモットーで表現される職業奉仕の理念で

ある。もう一つは、他人の事を思い遣り、他人の為に

尽くすと言う「超我の奉仕」のモットーで表現され

る、人道的奉仕理念だと思います。皆さん、常にロー

タリー理念を考えながら、家族・職場・地域社会で活

動して行きましょう。人生がとても楽しく成ると思

います。

　以上で最後の会長挨拶の時間と致します。ご清聴

ありがとうございました。

ザ・カナルハウス
12:30～13:30

ザ・カナルハウス
12:30～13:30

○「月初めのお祝い」
　「こんにちは　栗原年度」
　栗原会長・間下幹事・坪野会長エレクト・町田副幹事

第１例会
第2609回
７月３日㈮

７月10日㈮

７月25日㈯

中　　止

夕涼み会中止

第２例会
第2610回
７月17日㈮

〇栗原年度委員長挨拶　地区出向者挨拶

回･日付 例 会 内 容 場所･時間

　皆様こんにちは、先ずは、野村久男会長・森田一雄

幹事・理事・役員・委員長の皆様、一年間ご苦労様でし

た。新型コロナウイルスにより３分の１の例会又は

事業が出来ないまま、本日開催予定でありました野

村久男年度ご苦労様パーティーで、会長はじめ理事・

役員・委員長の皆様の１年間の労を労う懇親会も開

催されず申し訳ない気持ちでいっぱいです。

　本来であれば今日のご苦労様パーティーで野村年

度理事・役員・委員長さんご苦労様、そして次年度の

理事・役員・委員長の紹介と17年間、当たり前の様に

古河ロータリークラブの諸先輩にご指導を頂いた私

にとって残念でなりません。改めて今年度の会長・幹

事・理事・役員・委員長の皆様ご苦労様でした。

　そして来週から栗原年度が始まります。新型コロ

ナウイルスのワクチンや薬が開発され、終息又は落

ち着く迄は、新スタイルの例会や事業に成ると思い

ます。この危機を乗り越えるには会員皆々様のご協

力無くしては出来ません。古河ロータリークラブ会

員一人一人のご協力をお願い申し上げまして、挨拶

と致します。宜しくお願い致します。

　古河ロータリークラブの皆さんこんにちは、古河

ロータリークラブ創立55年目の節目の栗原年度７月

第一例会の始まりです。週報に印刷されている似顔

絵は、大和田パスト会長にお世話になり探して頂き

ました55年前の古河ロータリークラブを創設なされ

た諸先輩の方々です。

　「背景に映っている畳は何を意味しているのか分

かりませんが大和田パスト会長が勝手に入れてしま

いました。」この週報表紙の古河ロータリークラブ発

起人の７名の諸先輩がいらっしゃいます。現在も御

活躍なされております大御所、若々しい岩﨑清パス

ト会長もいらっしゃいます。又、この中に本日入会致

します井上努君の御爺ちゃん井上延太郎さんも描か

れています。３代に渡ってのロータリアンです。古河

ロータリークラブの歴史を感じます。

　55年の歴史を振り返り「温故知新」故きを温ねて新

しきを知る「先人の学問など昔の事柄の研究を通し

て新しい意味や価値を再発見する」という気持ちで

新しい55年目の節目の古河ロータリークラブの活動

を模索して行きたいと思います。

　又、今年度掲げたテーマ「行動は進化をもたらす」

ですが、新型コロナウイルスにより奉仕活動やクラ

ブの例会が止まった中、緊急事態宣言が解除になり

ましたが、中々終息しない新型コロナウイルス、第２

波・第３波が来るだろうと言われていますが、今、私

達は何をすべきか私達会員が自粛して家族・社員・古

河市民の感染防止に協力をする。これも行動です。

又、前年度の野村久男パスト会長が行った古河医師

会へのＰＣＲ検査車両導入の資金援助の奉仕も活動

です。この様な現状の中で最大限どの様なスタイル

で奉仕も行動すべきか、会員の皆様と考えて行きた

いと思います。

　国際ロータリー2020‐2021年度ＲＩ会長ホルガー・

クナーク氏は「ロータリーは機会の扉を開く」とテー

マを掲げました。「私達のあらゆる活動が誰かの為に

機会の扉を開いています」と述べ、「ロータリーは奉

仕プロジェクトを実施し、やり遂げる機会を与えて

くれる。ロータリーはリーダーシップの機会を与え

てくれる。又、ロータリーは無限の機会への招待であ

る」と述べています。色々な事業や奉仕活動で自己研

鑽が出来るロータリークラブであると思います。

　又、池田正純ガバナーは、クラブの設計者は若い人

達であり会員が変化を受け入れる必要性を強調し、

「時間は私達の為にスローダウンしてくれない」デジ

タル革命がもたらす様々な打撃は予想を遙かに超え

ていると言われ、地区スローガンを「ロータリアンの

イノベーション・磨こう人間力」と唱えました。会員

の皆様で古河ロータリークラブに意義の有る新たな

価値を創造し、大きな変化を目指して行きましょう。

　そして、行動する事により新しい組織の在り方や

価値観や、行動が変化をもたらしてくれます。創立55
周年、文字通り「GoGo」です。行動です。

　最後に成りますが、来年６月迄の１年間、会員の皆

様のご協力をお願い致しまして会長挨拶とさせて頂

きます。

　幹事として、栗原年度と会員一人一人の為にクラ

ブの効率良いスムーズな運営を心掛け、栗原年度を

記憶に残る１年にしたいと思います

　伝統と格式のある古河ロータリークラブの歴史と

強みを継承尊重しつつ、社会と時代のニーズに耳を

傾け、改善点が有れば会員の皆様と共に積極的に取

り組んで行きます、

　１年間、宜しくお願い致します。

　栗原年度、会長エレクト及び会員

組織委員長を仰せつかりました坪

野でございます。

　前年度野村久男年度では、経験し

た事のない新型コロナウイルスに

よる例会休止も在り、栗原年度も異例の出発となり

ました。

　伝統と格式の有る古河ロータリークラブ運営も未

だに見通しは立っておりませんが、来年の坪野年度

に向けて、栗原会長の下研鑚を積んで行く所存であ

ります。

　会員全ての方を頼りにする事はもちろん、次年度

理事・役員・委員長のお力をお借りしてのクラブ運営

を目指して参ります。特に快く幹事をお引き受け頂

いた町田幹事エレクトには大変期待しております。

　今後世の中どの様に成り、どの様にクラブ運営がな

されるか分かりませんが、皆様のご協力をお願いして

行きたいと思います。何卒宜しくお願い致します。

　栗原年度の１年間、会計・ニコニ

コＢＯＸを担当させて頂きます町

田です。これまで、例会に出席する

事が第一に考えておりましたが、栗

原年度が始まる準備が深まるに連

れ、緊張が高まり、１年後の幹事と言う重職にひしひ

しと責任を感じています。

　会長エレクト坪野さんは、２年前の野村利夫年度

の幹事でもあり、会計・ニコニコＢＯＸ及び幹事の大

先輩ですので、色々分からない点等のご指導助言を

頂きながら全うして参ります。

　現在、今迄読んだ事の無い定款・規則の内容が、幹事

に成る上で重要な事だと思いますので会計・ニコニコ

ＢＯＸを担当している間に学んで行きたいと思いま

す。このような状態です、まだまだ未熟であり、不安で

あり、気が付かない事が在り、皆様にご迷惑をお掛け

する事が在るかと思います。その際は、優しくご指摘

頂ければと思います。どうぞ宜しくお願い致します。

栗原年度幹事連絡

ガバナー賞・長寿会員・クラブ奉仕部門

在籍40年以上を頂きました。 

野村年度から栗原年度へバトンが渡さ

れ様としております。ご苦労様から皆で

頑張りましょう。 

退会の挨拶をさせて頂きました。 

野村年度、１年間ご苦労様でした。 

野村会長・森田幹事・理事・役員の皆

様・各委員長様１年間ご苦労様でした。 

野村会長・森田幹事・理事・役員の皆

様・各委員長様１年間ご苦労様でした。 

野村会長・森田幹事・理事・役員の皆

様・各委員長様１年間ご苦労様でした。 

会長・幹事皆様１年間ご苦労様でした。 

岩﨑　　清

岡本　重男

堀江　和弘

関口　哲勇

川島　　栄

蓮見　公男

大和田五郎

野村年度，ご苦労様でした。 

今般、古河ロータリークラブを退会させ

て頂きます。古河ロータリークラブのご

発展を祈念致します。 

野村会長・森田幹事・１年間ご苦労様で

した。 

野村久男会長・森田一雄幹事１年間ご

苦労様でした。栗原次年度会長・間下

幹事宜しくお願い致します。 

会長・幹事１年間ご苦労様でした。 

野村会長・森田幹事・理事役員・各委員

長様１年間ご苦労様でした。次年度会員

皆々様宜しくお願い致します。 

野村会長・森田幹事会員皆々様１年間お

疲れ様でした。お世話になりました。 

１年間大変お世話になりました。皆々様

のおかげで楽しいロータリーライフが出

来ました。本当にありがとうございまし

た。 

１年間ご苦労様でした。 

１年間お疲れ様でした。 

野村会長・森田幹事１年間ご苦労様でし

た。 

米山委員長　伏木利光 １年間お世話に

なりました。　 

野村年度役員の皆様ご苦労様でした。

来年の役員の皆様宜しくお願い致しま

す。 

野村会長・森田幹事１年間お疲れ様でし

た。 

野村会長・森田幹事メンバーの皆様１年

間ありがとうございました。 

野村会長・森田幹事はじめ役員の皆様

大変お世話になりました。ありがとうご

ざいました。 

１年間お世話になりました。ありがとう

ございました。 

会長さん幹事さん１年間ご苦労様でした。 

野村会長・森田幹事１年間ご苦労様でし

た。 

野村久男年度、理事役員委員会の皆様、

１年間ありがとうございました。 

会長・幹事、新型コロナウイルスのおか

げで通常通りになりませんでしたが、お

疲れ様でした。お世話になりました。 

野村年度１年間お疲れ様でした。 

野澤　豊輔

長澤　清輝

遠藤源一郎

野村　利夫

飯田　敏行

栗原　　清

間下　　保

野村　久男

塚田　晴夫

関　　義明

山中　雅明

伏木　利光

坪野　　潔

黒川　輝男

服部　吉高

谷村　則幸

森田　一雄

遠藤　　誠

木村　直行

小野　正人

町田　晴彦

岩田　潤一

会長をはじめ１年間ご苦労様でした。 

野村年度１年間ご苦労様でした。 

野村年度１年間ご苦労様でした。 

１年間ありがとうございました。来年度

も宜しくお願い致します。 

会長さん幹事さん１年間ありがとうござ

いました。 

野村年度役員の皆様ご苦労様でした。 

結婚お祝い頂きました。 

皆様１年間お世話になりました。又、新

年度も宜しくお願い致します。 

各委員長様１年間ご苦労様でした。 

野村会長・森田幹事・他各委員長様１年

間ご苦労様でした。 

出席委員長として１年間お世話になりま

した。ありがとうございました。 

野村会長・森田幹事１年間お疲れ様でし

た。大変お世話になりました。 

野村久男会長お疲れ様でした。 

１年間お世話になりました。 

野村久男会長・森田幹事１年間お疲れ

様でした。 

野村会長お疲れ様でした。 

２年間ありがとうございました。 

野村久男会長はじめ役員の皆様１年間

ありがとうございました。 

野村久男会長、１年間お疲れ様でした。

そして、ありがとうございました。 

野村会長・森田幹事・その他委員長様

１年間お疲れ様でした。 

濱中　　忍

岩﨑　聖一

若松　　理

秋葉　和敬

小野寺信次

山浦　　博

浜野　雅之

田村　武敏

宮内　則雄

熊木　善一

相良　　登

前田美代子

五十嵐　順

鈴木　一彦

立岡　喜一

小山　仁美

塩原　　隆

田口　哲也

鈴木　敏雄

篠崎　清忠

ニコニコBOX（敬称略）



　

　今年度、残念ながら５名の退会者が出てしまいま

した。岡本重男第40代会長在籍41年・長澤清輝第50代

会長在籍23年・小倉千裕さん在籍６年・根目沢順子さ

ん在籍２年・常陽銀行古河支店 支店長塩原隆さん転

勤により退会となってしまいました。

　私事この度令和２年６月30日をもちまして、古河

ロータリークラブを去るのは大変残念なのですが、

一身上の都合により退会させて頂く事になりまし

た。昭和54年９月１日に入会して在籍41年間、会員

皆々様には何時の時も御指導、ご協力を頂きありが

とうございました。

　お陰様で40代目クラブ会長・第４分区ガバナー補

佐・地区委員等を経験させていただく事が出来まし

た。又、奉仕活動では、渡良瀬遊水地「水辺の学校」100
人の小中学生との体験学習、「スリランカ幼稚園へ園

舎・井戸・文具の寄贈」を実施する事が出来ました。

　今、古河ロータリークラブを通して多くの人との

出会い及び貴重な体験をさせて頂いた思い出で一杯

で御座います。大変ありがとうございました。

　これからの古河ロータリークラブの益々の地域へ

の奉仕活動の推進、発展と会員皆様のご健勝、御多幸

をご祈念申し上げます。

　今般、一身上の都合により古河ロータリークラブ

を退会させて頂く事になりました。会員の皆様には

長い間お世話になり大変有難う御座いました。プラ

イベートでは、まだ宜しくお願い致します。

　私より先輩の方々が居られる中で、先に私が退会

するのは少し心苦しいです。

　入会して数年はロータリークラブとは何なのかわ

かりませんでしたが、地区の国際奉仕委員会に参加

する機会を得てから少しずつロータリークラブがわ

かった様な気が致します。

　20年数年、ロータリークラブでなければ得られな

い色々な体験・経験をさせて頂き、私にとって一生思

い出に残るであろう場面が沢山ありました。

　海外では、台湾中歴ロータリークラブの方々、タ

イ、バンコクのロータリークラブの方々と友人が出

来た事。特にバンコク・パツムワンロータリークラブ

の方々には大変お世話になった事、ブラジルから１

年交換学生を担当した事、私が幹事の時、東日本大震

災が発生して地区大会が中止になり、蓮見会長の企

画でチャリティーコンサートを行った事。ロータ

リーで初めて海外事業が岡本パスト会長と共にスリ

ランカに行った事が特に印象深い思い出です。

　今後は外部から皆様の御活躍を見て行きたいと思

います。まだ、大変な時期ですが古河ロータリークラ

ブのご発展を祈念して退会の挨拶とさせて頂きます。

　伝統と格式のある古河ロータリークラブに入会さ

せて頂いてから、早くも２年が経過致しました。この

２年間、皆様と共に活動した例会・クリスマスパー

ティー・勉強会・河川敷のゴミ拾い等々が走馬灯の様

に思い出されます。本当に皆様と懇親を深められて

幸せな時間を過ごす事が出来感謝しております。そ

して、これらは私の財産ともなっております。
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　異動先の常陽コンピューター株式会社は、水戸に

御座いまして、今後は自宅から通勤となり単身赴任

生活も終了致します。

　古河支店勤務は、７月２日（木曜日）迄となり、辞令

以降荒々しく時が流れ折、本来ならば皆様お一人お

一人にきちんと御挨拶を致すべき所で御座います

が、時間の関係も在りまして、この場をお借りして御

挨拶と成る事をお許し下さい。

　後任の支店長は、岩井支店から本部の経験のある

川島弘行が７月６日から着任致します。古河ロータ

リークラブに入会する事に成ると思われますので、

その際には、変わらぬご愛顧を頂ければ幸いでござ

います。

　最後に成りますが、会員皆々様のご健勝と御多幸

をお祈りし、古河ロータリークラブの益々の繁栄を

祈念致しまして、ご挨拶と致します。２年間、誠にあ

りがとうございました。

司会・進行

第 回 「野村久男年度  さよなら例会」

野村　治代 野村久男会長令夫人

森田　純代 森田一雄幹事令夫人

野村久男年度　100％　出席者　44名（敬称略）　

おめでとうございます。

岩﨑　清　　　　堀江　弘　　　　岡本　重男　

堀江　和弘　　　関口　哲勇　　　川島　陽一

蓮見　公男　　　大和田　五郎　　植竹　清治

野澤　豊輔　　　長澤　清輝　　　川島　栄

遠藤　源一郎　　野村　利夫　　　飯田　敏行

栗原　清　　　　間下　保　　　　野村　久男

塚田　晴夫　　　伏木　利光　　　坪野　潔

服部　吉高　　　谷村　則幸　　　森田　一雄

遠藤　誠　　　　木村　直行　　　阿久津　理

町田　晴彦　　　岩田　潤一　　　岩﨑　聖一

若松　理　　　　秋葉　和敬　　　浜野　雅之

田村　武敏　　　宮内　則雄　　　熊木　善一

相良　登　　　　前田　美代子　　五十嵐　順

立岡　喜一　　　小山　仁美　　　田口　哲也

早川　宏　　　　鈴木　敏雄　　　以上

　新型コロナウイルス感染症の影響の為、野村年度

の第三回・第四回・ＩＭ記念ゴルフコンペが中止とな

り残念となりましたが、栗原年度でも引き続き開催

される予定がありますので、会員皆々様のご参加頂

きます様お願い申し上げます。

　私事でございますが、３月・４月・５月と長期の入

院した際にクラブからお見舞いを頂きありがとうご

ざいました。このお礼は、古河ロータリークラブの活

動にてお返しして行きたいと考えておりますので、

今後ともよろしくお願い致します。

・栗原年度７月から９月の例会開催方法について本

日お配りした別紙参照をお願い致します。

・年会費について、請求書が必要な方がいらっしゃ

いましたら私間下の方にご連絡下さい

・８月28日開催予定のガバナー公式訪問時のプログ

ラムにつきまして、ガバナー事務所よりのご意向

も在りますので決定次第再度ご連絡致します。

・第49代会長 井上滋氏のご子息 井上勉君が入会の

承認が下り７月例会より参加致します。

　最初に、電話・ＦＡＸにて例会出席の確認を取らさ

せて頂いた事お詫び申し上げます。連絡事項３点ご

ざいます。

①野村年度の各委員長さんで立替されている事項が

御座いましたら至急書類の提出をお願い致しま

す。

②皆様に大和田パスト会長がお作りになりました、

「野村久男年度１年間の歩み」のＤＶＤをお配りし

ておりますので忘れずにお持ち帰りください。

③帰る際には、お弁当の持ち帰りをお願い致します。

　１年間お世話になりました。ありがとうございま

した。

　皆様のお陰で、本日、野村年度最終例会を迎える事

が出来ました。一年間、ご指導ご協力誠にありがとう

ございました。

　そして、岡本パスト会長さん40年間大変ご苦労様

でした。長澤パスト会長さん23年間お疲れ様でした。

二人共古河ロータリークラブの国際奉仕を海外で実

施された方です。私の思い出は40周年事業として、ス

リランカへ保育園及び井戸建設に２回同行した事、

そしてインド洋に浮かぶモルディブ諸島で休暇を満

喫した思い出です。

　長澤さんとは、４年前、会長・幹事のコンビを組み

ました。スリランカ、関口年度、タイ国に消防自動車

を寄贈、長澤年度には、放置自転車500台寄贈にタイ

国に同行した良い思い出です。

　お二人には、今後とも古河ロータリークラブに対

してご指導の程宜しくお願い致します。

　さて、私が週報に掲げたテーマ「奉仕」について、漢

字の語源の話を致します。

　「奉」音読みでは「ホウ」・「ブ」又訓読みでは「たてま

つる」意味としては、一般的に献上する・ささげ物・大

切なものを持つ・やしなう・育てる・助ける、「天子（国

を治める人）・神・仏様等々、大切な物を両手でしっか

りと持ち捧げる事を意味する文字である。文字の左

右は人の右手、左手を表している、真ん中の五つ突き

出ているのは、５本の指を象形している。そして、中

央の上側に表しているのが宝物を象形しています。

　私が言いたいのは、真ん中にある宝物「ロータリー

の理念」としてロータリーの人生哲学である、シェル

ドンが提唱した「最も良く奉仕する者、最も多く報い

られる」のモットーで表現される職業奉仕の理念で

ある。もう一つは、他人の事を思い遣り、他人の為に

尽くすと言う「超我の奉仕」のモットーで表現され

る、人道的奉仕理念だと思います。皆さん、常にロー

タリー理念を考えながら、家族・職場・地域社会で活

動して行きましょう。人生がとても楽しく成ると思

います。

　以上で最後の会長挨拶の時間と致します。ご清聴

ありがとうございました。

ゲスト紹介

委員会報告

ソ ン グ

連 絡 事 項

退会会員挨拶

　皆様こんにちは、先ずは、野村久男会長・森田一雄

幹事・理事・役員・委員長の皆様、一年間ご苦労様でし

た。新型コロナウイルスにより３分の１の例会又は

事業が出来ないまま、本日開催予定でありました野

村久男年度ご苦労様パーティーで、会長はじめ理事・

役員・委員長の皆様の１年間の労を労う懇親会も開

催されず申し訳ない気持ちでいっぱいです。

　本来であれば今日のご苦労様パーティーで野村年

度理事・役員・委員長さんご苦労様、そして次年度の

理事・役員・委員長の紹介と17年間、当たり前の様に

古河ロータリークラブの諸先輩にご指導を頂いた私

にとって残念でなりません。改めて今年度の会長・幹

事・理事・役員・委員長の皆様ご苦労様でした。

　そして来週から栗原年度が始まります。新型コロ

ナウイルスのワクチンや薬が開発され、終息又は落

ち着く迄は、新スタイルの例会や事業に成ると思い

ます。この危機を乗り越えるには会員皆々様のご協

力無くしては出来ません。古河ロータリークラブ会

員一人一人のご協力をお願い申し上げまして、挨拶

と致します。宜しくお願い致します。

　古河ロータリークラブの皆さんこんにちは、古河

ロータリークラブ創立55年目の節目の栗原年度７月

第一例会の始まりです。週報に印刷されている似顔

絵は、大和田パスト会長にお世話になり探して頂き

ました55年前の古河ロータリークラブを創設なされ

た諸先輩の方々です。

　「背景に映っている畳は何を意味しているのか分

かりませんが大和田パスト会長が勝手に入れてしま

いました。」この週報表紙の古河ロータリークラブ発

起人の７名の諸先輩がいらっしゃいます。現在も御

活躍なされております大御所、若々しい岩﨑清パス

ト会長もいらっしゃいます。又、この中に本日入会致

します井上努君の御爺ちゃん井上延太郎さんも描か

れています。３代に渡ってのロータリアンです。古河

ロータリークラブの歴史を感じます。

　55年の歴史を振り返り「温故知新」故きを温ねて新

しきを知る「先人の学問など昔の事柄の研究を通し

て新しい意味や価値を再発見する」という気持ちで

新しい55年目の節目の古河ロータリークラブの活動

を模索して行きたいと思います。

　又、今年度掲げたテーマ「行動は進化をもたらす」

ですが、新型コロナウイルスにより奉仕活動やクラ

ブの例会が止まった中、緊急事態宣言が解除になり

ましたが、中々終息しない新型コロナウイルス、第２

波・第３波が来るだろうと言われていますが、今、私

達は何をすべきか私達会員が自粛して家族・社員・古

河市民の感染防止に協力をする。これも行動です。

又、前年度の野村久男パスト会長が行った古河医師

会へのＰＣＲ検査車両導入の資金援助の奉仕も活動

です。この様な現状の中で最大限どの様なスタイル

で奉仕も行動すべきか、会員の皆様と考えて行きた

いと思います。

　国際ロータリー2020‐2021年度ＲＩ会長ホルガー・

クナーク氏は「ロータリーは機会の扉を開く」とテー

マを掲げました。「私達のあらゆる活動が誰かの為に

機会の扉を開いています」と述べ、「ロータリーは奉

仕プロジェクトを実施し、やり遂げる機会を与えて

くれる。ロータリーはリーダーシップの機会を与え

てくれる。又、ロータリーは無限の機会への招待であ

る」と述べています。色々な事業や奉仕活動で自己研

鑽が出来るロータリークラブであると思います。

　又、池田正純ガバナーは、クラブの設計者は若い人

達であり会員が変化を受け入れる必要性を強調し、

「時間は私達の為にスローダウンしてくれない」デジ

タル革命がもたらす様々な打撃は予想を遙かに超え

ていると言われ、地区スローガンを「ロータリアンの

イノベーション・磨こう人間力」と唱えました。会員

の皆様で古河ロータリークラブに意義の有る新たな

価値を創造し、大きな変化を目指して行きましょう。

　そして、行動する事により新しい組織の在り方や

価値観や、行動が変化をもたらしてくれます。創立55
周年、文字通り「GoGo」です。行動です。

　最後に成りますが、来年６月迄の１年間、会員の皆

様のご協力をお願い致しまして会長挨拶とさせて頂

きます。

　幹事として、栗原年度と会員一人一人の為にクラ

ブの効率良いスムーズな運営を心掛け、栗原年度を

記憶に残る１年にしたいと思います

　伝統と格式のある古河ロータリークラブの歴史と

強みを継承尊重しつつ、社会と時代のニーズに耳を

傾け、改善点が有れば会員の皆様と共に積極的に取

り組んで行きます、

　１年間、宜しくお願い致します。

　栗原年度、会長エレクト及び会員

組織委員長を仰せつかりました坪

野でございます。

　前年度野村久男年度では、経験し

た事のない新型コロナウイルスに

よる例会休止も在り、栗原年度も異例の出発となり

ました。

　伝統と格式の有る古河ロータリークラブ運営も未

だに見通しは立っておりませんが、来年の坪野年度

に向けて、栗原会長の下研鑚を積んで行く所存であ

ります。

　会員全ての方を頼りにする事はもちろん、次年度

理事・役員・委員長のお力をお借りしてのクラブ運営

を目指して参ります。特に快く幹事をお引き受け頂

いた町田幹事エレクトには大変期待しております。

　今後世の中どの様に成り、どの様にクラブ運営がな

されるか分かりませんが、皆様のご協力をお願いして

行きたいと思います。何卒宜しくお願い致します。

　栗原年度の１年間、会計・ニコニ

コＢＯＸを担当させて頂きます町

田です。これまで、例会に出席する

事が第一に考えておりましたが、栗

原年度が始まる準備が深まるに連

れ、緊張が高まり、１年後の幹事と言う重職にひしひ

しと責任を感じています。

　会長エレクト坪野さんは、２年前の野村利夫年度

の幹事でもあり、会計・ニコニコＢＯＸ及び幹事の大

先輩ですので、色々分からない点等のご指導助言を

頂きながら全うして参ります。

　現在、今迄読んだ事の無い定款・規則の内容が、幹事

に成る上で重要な事だと思いますので会計・ニコニコ

ＢＯＸを担当している間に学んで行きたいと思いま

す。このような状態です、まだまだ未熟であり、不安で

あり、気が付かない事が在り、皆様にご迷惑をお掛け

する事が在るかと思います。その際は、優しくご指摘

頂ければと思います。どうぞ宜しくお願い致します。

小倉　千裕 根目沢　順子

　

　今年度、残念ながら５名の退会者が出てしまいま

した。岡本重男第40代会長在籍41年・長澤清輝第50代

会長在籍23年・小倉千裕さん在籍６年・根目沢順子さ

ん在籍２年・常陽銀行古河支店 支店長塩原隆さん転

勤により退会となってしまいました。

　私事この度令和２年６月30日をもちまして、古河

ロータリークラブを去るのは大変残念なのですが、

一身上の都合により退会させて頂く事になりまし

た。昭和54年９月１日に入会して在籍41年間、会員

皆々様には何時の時も御指導、ご協力を頂きありが

とうございました。

　お陰様で40代目クラブ会長・第４分区ガバナー補

佐・地区委員等を経験させていただく事が出来まし

た。又、奉仕活動では、渡良瀬遊水地「水辺の学校」100
人の小中学生との体験学習、「スリランカ幼稚園へ園

舎・井戸・文具の寄贈」を実施する事が出来ました。

　今、古河ロータリークラブを通して多くの人との

出会い及び貴重な体験をさせて頂いた思い出で一杯

で御座います。大変ありがとうございました。

　これからの古河ロータリークラブの益々の地域へ

の奉仕活動の推進、発展と会員皆様のご健勝、御多幸

をご祈念申し上げます。

　今般、一身上の都合により古河ロータリークラブ

を退会させて頂く事になりました。会員の皆様には

長い間お世話になり大変有難う御座いました。プラ

イベートでは、まだ宜しくお願い致します。

　私より先輩の方々が居られる中で、先に私が退会

するのは少し心苦しいです。

　入会して数年はロータリークラブとは何なのかわ

かりませんでしたが、地区の国際奉仕委員会に参加

する機会を得てから少しずつロータリークラブがわ

かった様な気が致します。

　20年数年、ロータリークラブでなければ得られな

い色々な体験・経験をさせて頂き、私にとって一生思

い出に残るであろう場面が沢山ありました。

　海外では、台湾中歴ロータリークラブの方々、タ

イ、バンコクのロータリークラブの方々と友人が出

来た事。特にバンコク・パツムワンロータリークラブ

の方々には大変お世話になった事、ブラジルから１

年交換学生を担当した事、私が幹事の時、東日本大震

災が発生して地区大会が中止になり、蓮見会長の企

画でチャリティーコンサートを行った事。ロータ

リーで初めて海外事業が岡本パスト会長と共にスリ

ランカに行った事が特に印象深い思い出です。

　今後は外部から皆様の御活躍を見て行きたいと思

います。まだ、大変な時期ですが古河ロータリークラ

ブのご発展を祈念して退会の挨拶とさせて頂きます。

　伝統と格式のある古河ロータリークラブに入会さ

せて頂いてから、早くも２年が経過致しました。この

２年間、皆様と共に活動した例会・クリスマスパー

ティー・勉強会・河川敷のゴミ拾い等々が走馬灯の様

に思い出されます。本当に皆様と懇親を深められて

幸せな時間を過ごす事が出来感謝しております。そ

して、これらは私の財産ともなっております。
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　異動先の常陽コンピューター株式会社は、水戸に

御座いまして、今後は自宅から通勤となり単身赴任

生活も終了致します。

　古河支店勤務は、７月２日（木曜日）迄となり、辞令

以降荒々しく時が流れ折、本来ならば皆様お一人お

一人にきちんと御挨拶を致すべき所で御座います

が、時間の関係も在りまして、この場をお借りして御

挨拶と成る事をお許し下さい。

　後任の支店長は、岩井支店から本部の経験のある

川島弘行が７月６日から着任致します。古河ロータ

リークラブに入会する事に成ると思われますので、

その際には、変わらぬご愛顧を頂ければ幸いでござ

います。

　最後に成りますが、会員皆々様のご健勝と御多幸

をお祈りし、古河ロータリークラブの益々の繁栄を

祈念致しまして、ご挨拶と致します。２年間、誠にあ

りがとうございました。

会長の時間

野村久男年度　100％　出席者　44名（敬称略）　

おめでとうございます。

岩﨑　清　　　　堀江　弘　　　　岡本　重男　

堀江　和弘　　　関口　哲勇　　　川島　陽一

蓮見　公男　　　大和田　五郎　　植竹　清治

野澤　豊輔　　　長澤　清輝　　　川島　栄

遠藤　源一郎　　野村　利夫　　　飯田　敏行

栗原　清　　　　間下　保　　　　野村　久男

塚田　晴夫　　　伏木　利光　　　坪野　潔

服部　吉高　　　谷村　則幸　　　森田　一雄

遠藤　誠　　　　木村　直行　　　阿久津　理

町田　晴彦　　　岩田　潤一　　　岩﨑　聖一

若松　理　　　　秋葉　和敬　　　浜野　雅之

田村　武敏　　　宮内　則雄　　　熊木　善一

相良　登　　　　前田　美代子　　五十嵐　順

立岡　喜一　　　小山　仁美　　　田口　哲也

早川　宏　　　　鈴木　敏雄　　　以上

　新型コロナウイルス感染症の影響の為、野村年度

の第三回・第四回・ＩＭ記念ゴルフコンペが中止とな

り残念となりましたが、栗原年度でも引き続き開催

される予定がありますので、会員皆々様のご参加頂

きます様お願い申し上げます。

　私事でございますが、３月・４月・５月と長期の入

院した際にクラブからお見舞いを頂きありがとうご

ざいました。このお礼は、古河ロータリークラブの活

動にてお返しして行きたいと考えておりますので、

今後ともよろしくお願い致します。

・栗原年度７月から９月の例会開催方法について本

日お配りした別紙参照をお願い致します。

・年会費について、請求書が必要な方がいらっしゃ

いましたら私間下の方にご連絡下さい

・８月28日開催予定のガバナー公式訪問時のプログ

ラムにつきまして、ガバナー事務所よりのご意向

も在りますので決定次第再度ご連絡致します。

・第49代会長 井上滋氏のご子息 井上勉君が入会の

承認が下り７月例会より参加致します。

　最初に、電話・ＦＡＸにて例会出席の確認を取らさ

せて頂いた事お詫び申し上げます。連絡事項３点ご

ざいます。

①野村年度の各委員長さんで立替されている事項が

御座いましたら至急書類の提出をお願い致しま

す。

②皆様に大和田パスト会長がお作りになりました、

「野村久男年度１年間の歩み」のＤＶＤをお配りし

ておりますので忘れずにお持ち帰りください。

③帰る際には、お弁当の持ち帰りをお願い致します。

　１年間お世話になりました。ありがとうございま

した。

　皆様のお陰で、本日、野村年度最終例会を迎える事

が出来ました。一年間、ご指導ご協力誠にありがとう

ございました。

　そして、岡本パスト会長さん40年間大変ご苦労様

でした。長澤パスト会長さん23年間お疲れ様でした。

二人共古河ロータリークラブの国際奉仕を海外で実

施された方です。私の思い出は40周年事業として、ス

リランカへ保育園及び井戸建設に２回同行した事、

そしてインド洋に浮かぶモルディブ諸島で休暇を満

喫した思い出です。

　長澤さんとは、４年前、会長・幹事のコンビを組み

ました。スリランカ、関口年度、タイ国に消防自動車

を寄贈、長澤年度には、放置自転車500台寄贈にタイ

国に同行した良い思い出です。

　お二人には、今後とも古河ロータリークラブに対

してご指導の程宜しくお願い致します。

　さて、私が週報に掲げたテーマ「奉仕」について、漢

字の語源の話を致します。

　「奉」音読みでは「ホウ」・「ブ」又訓読みでは「たてま

つる」意味としては、一般的に献上する・ささげ物・大

切なものを持つ・やしなう・育てる・助ける、「天子（国

を治める人）・神・仏様等々、大切な物を両手でしっか

りと持ち捧げる事を意味する文字である。文字の左

右は人の右手、左手を表している、真ん中の五つ突き

出ているのは、５本の指を象形している。そして、中

央の上側に表しているのが宝物を象形しています。

　私が言いたいのは、真ん中にある宝物「ロータリー

の理念」としてロータリーの人生哲学である、シェル

ドンが提唱した「最も良く奉仕する者、最も多く報い

られる」のモットーで表現される職業奉仕の理念で

ある。もう一つは、他人の事を思い遣り、他人の為に

尽くすと言う「超我の奉仕」のモットーで表現され

る、人道的奉仕理念だと思います。皆さん、常にロー

タリー理念を考えながら、家族・職場・地域社会で活

動して行きましょう。人生がとても楽しく成ると思

います。

　以上で最後の会長挨拶の時間と致します。ご清聴

ありがとうございました。

幹 事 報 告 次年度会長挨拶

　皆様こんにちは、先ずは、野村久男会長・森田一雄

幹事・理事・役員・委員長の皆様、一年間ご苦労様でし

た。新型コロナウイルスにより３分の１の例会又は

事業が出来ないまま、本日開催予定でありました野

村久男年度ご苦労様パーティーで、会長はじめ理事・

役員・委員長の皆様の１年間の労を労う懇親会も開

催されず申し訳ない気持ちでいっぱいです。

　本来であれば今日のご苦労様パーティーで野村年

度理事・役員・委員長さんご苦労様、そして次年度の

理事・役員・委員長の紹介と17年間、当たり前の様に

古河ロータリークラブの諸先輩にご指導を頂いた私

にとって残念でなりません。改めて今年度の会長・幹

事・理事・役員・委員長の皆様ご苦労様でした。

　そして来週から栗原年度が始まります。新型コロ

ナウイルスのワクチンや薬が開発され、終息又は落

ち着く迄は、新スタイルの例会や事業に成ると思い

ます。この危機を乗り越えるには会員皆々様のご協

力無くしては出来ません。古河ロータリークラブ会

員一人一人のご協力をお願い申し上げまして、挨拶

と致します。宜しくお願い致します。

　古河ロータリークラブの皆さんこんにちは、古河

ロータリークラブ創立55年目の節目の栗原年度７月

第一例会の始まりです。週報に印刷されている似顔

絵は、大和田パスト会長にお世話になり探して頂き

ました55年前の古河ロータリークラブを創設なされ

た諸先輩の方々です。

　「背景に映っている畳は何を意味しているのか分

かりませんが大和田パスト会長が勝手に入れてしま

いました。」この週報表紙の古河ロータリークラブ発

起人の７名の諸先輩がいらっしゃいます。現在も御

活躍なされております大御所、若々しい岩﨑清パス

ト会長もいらっしゃいます。又、この中に本日入会致

します井上努君の御爺ちゃん井上延太郎さんも描か

れています。３代に渡ってのロータリアンです。古河

ロータリークラブの歴史を感じます。

　55年の歴史を振り返り「温故知新」故きを温ねて新

しきを知る「先人の学問など昔の事柄の研究を通し

て新しい意味や価値を再発見する」という気持ちで

新しい55年目の節目の古河ロータリークラブの活動

を模索して行きたいと思います。

　又、今年度掲げたテーマ「行動は進化をもたらす」

ですが、新型コロナウイルスにより奉仕活動やクラ

ブの例会が止まった中、緊急事態宣言が解除になり

ましたが、中々終息しない新型コロナウイルス、第２

波・第３波が来るだろうと言われていますが、今、私

達は何をすべきか私達会員が自粛して家族・社員・古

河市民の感染防止に協力をする。これも行動です。

又、前年度の野村久男パスト会長が行った古河医師

会へのＰＣＲ検査車両導入の資金援助の奉仕も活動

です。この様な現状の中で最大限どの様なスタイル

で奉仕も行動すべきか、会員の皆様と考えて行きた

いと思います。

　国際ロータリー2020‐2021年度ＲＩ会長ホルガー・

クナーク氏は「ロータリーは機会の扉を開く」とテー

マを掲げました。「私達のあらゆる活動が誰かの為に

機会の扉を開いています」と述べ、「ロータリーは奉

仕プロジェクトを実施し、やり遂げる機会を与えて

くれる。ロータリーはリーダーシップの機会を与え

てくれる。又、ロータリーは無限の機会への招待であ

る」と述べています。色々な事業や奉仕活動で自己研

鑽が出来るロータリークラブであると思います。

　又、池田正純ガバナーは、クラブの設計者は若い人

達であり会員が変化を受け入れる必要性を強調し、

「時間は私達の為にスローダウンしてくれない」デジ

タル革命がもたらす様々な打撃は予想を遙かに超え

ていると言われ、地区スローガンを「ロータリアンの

イノベーション・磨こう人間力」と唱えました。会員

の皆様で古河ロータリークラブに意義の有る新たな

価値を創造し、大きな変化を目指して行きましょう。

　そして、行動する事により新しい組織の在り方や

価値観や、行動が変化をもたらしてくれます。創立55
周年、文字通り「GoGo」です。行動です。

　最後に成りますが、来年６月迄の１年間、会員の皆

様のご協力をお願い致しまして会長挨拶とさせて頂

きます。

　幹事として、栗原年度と会員一人一人の為にクラ

ブの効率良いスムーズな運営を心掛け、栗原年度を

記憶に残る１年にしたいと思います

　伝統と格式のある古河ロータリークラブの歴史と

強みを継承尊重しつつ、社会と時代のニーズに耳を

傾け、改善点が有れば会員の皆様と共に積極的に取

り組んで行きます、

　１年間、宜しくお願い致します。

　栗原年度、会長エレクト及び会員

組織委員長を仰せつかりました坪

野でございます。

　前年度野村久男年度では、経験し

た事のない新型コロナウイルスに

よる例会休止も在り、栗原年度も異例の出発となり

ました。

　伝統と格式の有る古河ロータリークラブ運営も未

だに見通しは立っておりませんが、来年の坪野年度

に向けて、栗原会長の下研鑚を積んで行く所存であ

ります。

　会員全ての方を頼りにする事はもちろん、次年度

理事・役員・委員長のお力をお借りしてのクラブ運営

を目指して参ります。特に快く幹事をお引き受け頂

いた町田幹事エレクトには大変期待しております。

　今後世の中どの様に成り、どの様にクラブ運営がな

されるか分かりませんが、皆様のご協力をお願いして

行きたいと思います。何卒宜しくお願い致します。

　栗原年度の１年間、会計・ニコニ

コＢＯＸを担当させて頂きます町

田です。これまで、例会に出席する

事が第一に考えておりましたが、栗

原年度が始まる準備が深まるに連

れ、緊張が高まり、１年後の幹事と言う重職にひしひ

しと責任を感じています。

　会長エレクト坪野さんは、２年前の野村利夫年度

の幹事でもあり、会計・ニコニコＢＯＸ及び幹事の大

先輩ですので、色々分からない点等のご指導助言を

頂きながら全うして参ります。

　現在、今迄読んだ事の無い定款・規則の内容が、幹事

に成る上で重要な事だと思いますので会計・ニコニコ

ＢＯＸを担当している間に学んで行きたいと思いま

す。このような状態です、まだまだ未熟であり、不安で

あり、気が付かない事が在り、皆様にご迷惑をお掛け

する事が在るかと思います。その際は、優しくご指摘

頂ければと思います。どうぞ宜しくお願い致します。

栗原　清　会長挨拶



　

　今年度、残念ながら５名の退会者が出てしまいま

した。岡本重男第40代会長在籍41年・長澤清輝第50代

会長在籍23年・小倉千裕さん在籍６年・根目沢順子さ

ん在籍２年・常陽銀行古河支店 支店長塩原隆さん転

勤により退会となってしまいました。

　私事この度令和２年６月30日をもちまして、古河

ロータリークラブを去るのは大変残念なのですが、

一身上の都合により退会させて頂く事になりまし

た。昭和54年９月１日に入会して在籍41年間、会員

皆々様には何時の時も御指導、ご協力を頂きありが

とうございました。

　お陰様で40代目クラブ会長・第４分区ガバナー補

佐・地区委員等を経験させていただく事が出来まし

た。又、奉仕活動では、渡良瀬遊水地「水辺の学校」100
人の小中学生との体験学習、「スリランカ幼稚園へ園

舎・井戸・文具の寄贈」を実施する事が出来ました。

　今、古河ロータリークラブを通して多くの人との

出会い及び貴重な体験をさせて頂いた思い出で一杯

で御座います。大変ありがとうございました。

　これからの古河ロータリークラブの益々の地域へ

の奉仕活動の推進、発展と会員皆様のご健勝、御多幸

をご祈念申し上げます。

　今般、一身上の都合により古河ロータリークラブ

を退会させて頂く事になりました。会員の皆様には

長い間お世話になり大変有難う御座いました。プラ

イベートでは、まだ宜しくお願い致します。

　私より先輩の方々が居られる中で、先に私が退会

するのは少し心苦しいです。

　入会して数年はロータリークラブとは何なのかわ

かりませんでしたが、地区の国際奉仕委員会に参加

する機会を得てから少しずつロータリークラブがわ

かった様な気が致します。

　20年数年、ロータリークラブでなければ得られな

い色々な体験・経験をさせて頂き、私にとって一生思

い出に残るであろう場面が沢山ありました。

　海外では、台湾中歴ロータリークラブの方々、タ

イ、バンコクのロータリークラブの方々と友人が出

来た事。特にバンコク・パツムワンロータリークラブ

の方々には大変お世話になった事、ブラジルから１

年交換学生を担当した事、私が幹事の時、東日本大震

災が発生して地区大会が中止になり、蓮見会長の企

画でチャリティーコンサートを行った事。ロータ

リーで初めて海外事業が岡本パスト会長と共にスリ

ランカに行った事が特に印象深い思い出です。

　今後は外部から皆様の御活躍を見て行きたいと思

います。まだ、大変な時期ですが古河ロータリークラ

ブのご発展を祈念して退会の挨拶とさせて頂きます。

　伝統と格式のある古河ロータリークラブに入会さ

せて頂いてから、早くも２年が経過致しました。この

２年間、皆様と共に活動した例会・クリスマスパー

ティー・勉強会・河川敷のゴミ拾い等々が走馬灯の様

に思い出されます。本当に皆様と懇親を深められて

幸せな時間を過ごす事が出来感謝しております。そ

して、これらは私の財産ともなっております。
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　異動先の常陽コンピューター株式会社は、水戸に

御座いまして、今後は自宅から通勤となり単身赴任

生活も終了致します。

　古河支店勤務は、７月２日（木曜日）迄となり、辞令

以降荒々しく時が流れ折、本来ならば皆様お一人お

一人にきちんと御挨拶を致すべき所で御座います

が、時間の関係も在りまして、この場をお借りして御

挨拶と成る事をお許し下さい。

　後任の支店長は、岩井支店から本部の経験のある

川島弘行が７月６日から着任致します。古河ロータ

リークラブに入会する事に成ると思われますので、

その際には、変わらぬご愛顧を頂ければ幸いでござ

います。

　最後に成りますが、会員皆々様のご健勝と御多幸

をお祈りし、古河ロータリークラブの益々の繁栄を

祈念致しまして、ご挨拶と致します。２年間、誠にあ

りがとうございました。

会長の時間

野村久男年度　100％　出席者　44名（敬称略）　

おめでとうございます。

岩﨑　清　　　　堀江　弘　　　　岡本　重男　

堀江　和弘　　　関口　哲勇　　　川島　陽一

蓮見　公男　　　大和田　五郎　　植竹　清治

野澤　豊輔　　　長澤　清輝　　　川島　栄

遠藤　源一郎　　野村　利夫　　　飯田　敏行

栗原　清　　　　間下　保　　　　野村　久男

塚田　晴夫　　　伏木　利光　　　坪野　潔

服部　吉高　　　谷村　則幸　　　森田　一雄

遠藤　誠　　　　木村　直行　　　阿久津　理

町田　晴彦　　　岩田　潤一　　　岩﨑　聖一

若松　理　　　　秋葉　和敬　　　浜野　雅之

田村　武敏　　　宮内　則雄　　　熊木　善一

相良　登　　　　前田　美代子　　五十嵐　順

立岡　喜一　　　小山　仁美　　　田口　哲也

早川　宏　　　　鈴木　敏雄　　　以上

　新型コロナウイルス感染症の影響の為、野村年度

の第三回・第四回・ＩＭ記念ゴルフコンペが中止とな

り残念となりましたが、栗原年度でも引き続き開催

される予定がありますので、会員皆々様のご参加頂

きます様お願い申し上げます。

　私事でございますが、３月・４月・５月と長期の入

院した際にクラブからお見舞いを頂きありがとうご

ざいました。このお礼は、古河ロータリークラブの活

動にてお返しして行きたいと考えておりますので、

今後ともよろしくお願い致します。

・栗原年度７月から９月の例会開催方法について本

日お配りした別紙参照をお願い致します。

・年会費について、請求書が必要な方がいらっしゃ

いましたら私間下の方にご連絡下さい

・８月28日開催予定のガバナー公式訪問時のプログ

ラムにつきまして、ガバナー事務所よりのご意向

も在りますので決定次第再度ご連絡致します。

・第49代会長 井上滋氏のご子息 井上勉君が入会の

承認が下り７月例会より参加致します。

　最初に、電話・ＦＡＸにて例会出席の確認を取らさ

せて頂いた事お詫び申し上げます。連絡事項３点ご

ざいます。

①野村年度の各委員長さんで立替されている事項が

御座いましたら至急書類の提出をお願い致しま

す。

②皆様に大和田パスト会長がお作りになりました、

「野村久男年度１年間の歩み」のＤＶＤをお配りし

ておりますので忘れずにお持ち帰りください。

③帰る際には、お弁当の持ち帰りをお願い致します。

　１年間お世話になりました。ありがとうございま

した。

　皆様のお陰で、本日、野村年度最終例会を迎える事

が出来ました。一年間、ご指導ご協力誠にありがとう

ございました。

　そして、岡本パスト会長さん40年間大変ご苦労様

でした。長澤パスト会長さん23年間お疲れ様でした。

二人共古河ロータリークラブの国際奉仕を海外で実

施された方です。私の思い出は40周年事業として、ス

リランカへ保育園及び井戸建設に２回同行した事、

そしてインド洋に浮かぶモルディブ諸島で休暇を満

喫した思い出です。

　長澤さんとは、４年前、会長・幹事のコンビを組み

ました。スリランカ、関口年度、タイ国に消防自動車

を寄贈、長澤年度には、放置自転車500台寄贈にタイ

国に同行した良い思い出です。

　お二人には、今後とも古河ロータリークラブに対

してご指導の程宜しくお願い致します。

　さて、私が週報に掲げたテーマ「奉仕」について、漢

字の語源の話を致します。

　「奉」音読みでは「ホウ」・「ブ」又訓読みでは「たてま

つる」意味としては、一般的に献上する・ささげ物・大

切なものを持つ・やしなう・育てる・助ける、「天子（国

を治める人）・神・仏様等々、大切な物を両手でしっか

りと持ち捧げる事を意味する文字である。文字の左

右は人の右手、左手を表している、真ん中の五つ突き

出ているのは、５本の指を象形している。そして、中

央の上側に表しているのが宝物を象形しています。

　私が言いたいのは、真ん中にある宝物「ロータリー

の理念」としてロータリーの人生哲学である、シェル

ドンが提唱した「最も良く奉仕する者、最も多く報い

られる」のモットーで表現される職業奉仕の理念で

ある。もう一つは、他人の事を思い遣り、他人の為に

尽くすと言う「超我の奉仕」のモットーで表現され

る、人道的奉仕理念だと思います。皆さん、常にロー

タリー理念を考えながら、家族・職場・地域社会で活

動して行きましょう。人生がとても楽しく成ると思

います。

　以上で最後の会長挨拶の時間と致します。ご清聴

ありがとうございました。

幹 事 報 告 次年度会長挨拶

　皆様こんにちは、先ずは、野村久男会長・森田一雄

幹事・理事・役員・委員長の皆様、一年間ご苦労様でし

た。新型コロナウイルスにより３分の１の例会又は

事業が出来ないまま、本日開催予定でありました野

村久男年度ご苦労様パーティーで、会長はじめ理事・

役員・委員長の皆様の１年間の労を労う懇親会も開

催されず申し訳ない気持ちでいっぱいです。

　本来であれば今日のご苦労様パーティーで野村年

度理事・役員・委員長さんご苦労様、そして次年度の

理事・役員・委員長の紹介と17年間、当たり前の様に

古河ロータリークラブの諸先輩にご指導を頂いた私

にとって残念でなりません。改めて今年度の会長・幹

事・理事・役員・委員長の皆様ご苦労様でした。

　そして来週から栗原年度が始まります。新型コロ

ナウイルスのワクチンや薬が開発され、終息又は落

ち着く迄は、新スタイルの例会や事業に成ると思い

ます。この危機を乗り越えるには会員皆々様のご協

力無くしては出来ません。古河ロータリークラブ会

員一人一人のご協力をお願い申し上げまして、挨拶

と致します。宜しくお願い致します。

　古河ロータリークラブの皆さんこんにちは、古河

ロータリークラブ創立55年目の節目の栗原年度７月

第一例会の始まりです。週報に印刷されている似顔

絵は、大和田パスト会長にお世話になり探して頂き

ました55年前の古河ロータリークラブを創設なされ

た諸先輩の方々です。

　「背景に映っている畳は何を意味しているのか分

かりませんが大和田パスト会長が勝手に入れてしま

いました。」この週報表紙の古河ロータリークラブ発

起人の７名の諸先輩がいらっしゃいます。現在も御

活躍なされております大御所、若々しい岩﨑清パス

ト会長もいらっしゃいます。又、この中に本日入会致

します井上努君の御爺ちゃん井上延太郎さんも描か

れています。３代に渡ってのロータリアンです。古河

ロータリークラブの歴史を感じます。

　55年の歴史を振り返り「温故知新」故きを温ねて新

しきを知る「先人の学問など昔の事柄の研究を通し

て新しい意味や価値を再発見する」という気持ちで

新しい55年目の節目の古河ロータリークラブの活動

を模索して行きたいと思います。

　又、今年度掲げたテーマ「行動は進化をもたらす」

ですが、新型コロナウイルスにより奉仕活動やクラ

ブの例会が止まった中、緊急事態宣言が解除になり

ましたが、中々終息しない新型コロナウイルス、第２

波・第３波が来るだろうと言われていますが、今、私

達は何をすべきか私達会員が自粛して家族・社員・古

河市民の感染防止に協力をする。これも行動です。

又、前年度の野村久男パスト会長が行った古河医師

会へのＰＣＲ検査車両導入の資金援助の奉仕も活動

です。この様な現状の中で最大限どの様なスタイル

で奉仕も行動すべきか、会員の皆様と考えて行きた

いと思います。

　国際ロータリー2020‐2021年度ＲＩ会長ホルガー・

クナーク氏は「ロータリーは機会の扉を開く」とテー

マを掲げました。「私達のあらゆる活動が誰かの為に

機会の扉を開いています」と述べ、「ロータリーは奉

仕プロジェクトを実施し、やり遂げる機会を与えて

くれる。ロータリーはリーダーシップの機会を与え

てくれる。又、ロータリーは無限の機会への招待であ

る」と述べています。色々な事業や奉仕活動で自己研

鑽が出来るロータリークラブであると思います。

　又、池田正純ガバナーは、クラブの設計者は若い人

達であり会員が変化を受け入れる必要性を強調し、

「時間は私達の為にスローダウンしてくれない」デジ

タル革命がもたらす様々な打撃は予想を遙かに超え

ていると言われ、地区スローガンを「ロータリアンの

イノベーション・磨こう人間力」と唱えました。会員

の皆様で古河ロータリークラブに意義の有る新たな

価値を創造し、大きな変化を目指して行きましょう。

　そして、行動する事により新しい組織の在り方や

価値観や、行動が変化をもたらしてくれます。創立55
周年、文字通り「GoGo」です。行動です。

　最後に成りますが、来年６月迄の１年間、会員の皆

様のご協力をお願い致しまして会長挨拶とさせて頂

きます。

　幹事として、栗原年度と会員一人一人の為にクラ

ブの効率良いスムーズな運営を心掛け、栗原年度を

記憶に残る１年にしたいと思います

　伝統と格式のある古河ロータリークラブの歴史と

強みを継承尊重しつつ、社会と時代のニーズに耳を

傾け、改善点が有れば会員の皆様と共に積極的に取

り組んで行きます、

　１年間、宜しくお願い致します。

　栗原年度、会長エレクト及び会員

組織委員長を仰せつかりました坪

野でございます。

　前年度野村久男年度では、経験し

た事のない新型コロナウイルスに

よる例会休止も在り、栗原年度も異例の出発となり

ました。

　伝統と格式の有る古河ロータリークラブ運営も未

だに見通しは立っておりませんが、来年の坪野年度

に向けて、栗原会長の下研鑚を積んで行く所存であ

ります。

　会員全ての方を頼りにする事はもちろん、次年度

理事・役員・委員長のお力をお借りしてのクラブ運営

を目指して参ります。特に快く幹事をお引き受け頂

いた町田幹事エレクトには大変期待しております。

　今後世の中どの様に成り、どの様にクラブ運営がな

されるか分かりませんが、皆様のご協力をお願いして

行きたいと思います。何卒宜しくお願い致します。

　栗原年度の１年間、会計・ニコニ

コＢＯＸを担当させて頂きます町

田です。これまで、例会に出席する

事が第一に考えておりましたが、栗

原年度が始まる準備が深まるに連

れ、緊張が高まり、１年後の幹事と言う重職にひしひ

しと責任を感じています。

　会長エレクト坪野さんは、２年前の野村利夫年度

の幹事でもあり、会計・ニコニコＢＯＸ及び幹事の大

先輩ですので、色々分からない点等のご指導助言を

頂きながら全うして参ります。

　現在、今迄読んだ事の無い定款・規則の内容が、幹事

に成る上で重要な事だと思いますので会計・ニコニコ

ＢＯＸを担当している間に学んで行きたいと思いま

す。このような状態です、まだまだ未熟であり、不安で

あり、気が付かない事が在り、皆様にご迷惑をお掛け

する事が在るかと思います。その際は、優しくご指摘

頂ければと思います。どうぞ宜しくお願い致します。

栗原　清　会長挨拶　

　今年度、残念ながら５名の退会者が出てしまいま

した。岡本重男第40代会長在籍41年・長澤清輝第50代

会長在籍23年・小倉千裕さん在籍６年・根目沢順子さ

ん在籍２年・常陽銀行古河支店 支店長塩原隆さん転

勤により退会となってしまいました。

　私事この度令和２年６月30日をもちまして、古河

ロータリークラブを去るのは大変残念なのですが、

一身上の都合により退会させて頂く事になりまし

た。昭和54年９月１日に入会して在籍41年間、会員

皆々様には何時の時も御指導、ご協力を頂きありが

とうございました。

　お陰様で40代目クラブ会長・第４分区ガバナー補

佐・地区委員等を経験させていただく事が出来まし

た。又、奉仕活動では、渡良瀬遊水地「水辺の学校」100
人の小中学生との体験学習、「スリランカ幼稚園へ園

舎・井戸・文具の寄贈」を実施する事が出来ました。

　今、古河ロータリークラブを通して多くの人との

出会い及び貴重な体験をさせて頂いた思い出で一杯

で御座います。大変ありがとうございました。

　これからの古河ロータリークラブの益々の地域へ

の奉仕活動の推進、発展と会員皆様のご健勝、御多幸

をご祈念申し上げます。

　今般、一身上の都合により古河ロータリークラブ

を退会させて頂く事になりました。会員の皆様には

長い間お世話になり大変有難う御座いました。プラ

イベートでは、まだ宜しくお願い致します。

　私より先輩の方々が居られる中で、先に私が退会

するのは少し心苦しいです。

　入会して数年はロータリークラブとは何なのかわ

かりませんでしたが、地区の国際奉仕委員会に参加

する機会を得てから少しずつロータリークラブがわ

かった様な気が致します。

　20年数年、ロータリークラブでなければ得られな

い色々な体験・経験をさせて頂き、私にとって一生思

い出に残るであろう場面が沢山ありました。

　海外では、台湾中歴ロータリークラブの方々、タ

イ、バンコクのロータリークラブの方々と友人が出

来た事。特にバンコク・パツムワンロータリークラブ

の方々には大変お世話になった事、ブラジルから１

年交換学生を担当した事、私が幹事の時、東日本大震

災が発生して地区大会が中止になり、蓮見会長の企

画でチャリティーコンサートを行った事。ロータ

リーで初めて海外事業が岡本パスト会長と共にスリ

ランカに行った事が特に印象深い思い出です。

　今後は外部から皆様の御活躍を見て行きたいと思

います。まだ、大変な時期ですが古河ロータリークラ

ブのご発展を祈念して退会の挨拶とさせて頂きます。

　伝統と格式のある古河ロータリークラブに入会さ

せて頂いてから、早くも２年が経過致しました。この

２年間、皆様と共に活動した例会・クリスマスパー

ティー・勉強会・河川敷のゴミ拾い等々が走馬灯の様

に思い出されます。本当に皆様と懇親を深められて

幸せな時間を過ごす事が出来感謝しております。そ

して、これらは私の財産ともなっております。
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　異動先の常陽コンピューター株式会社は、水戸に

御座いまして、今後は自宅から通勤となり単身赴任

生活も終了致します。

　古河支店勤務は、７月２日（木曜日）迄となり、辞令

以降荒々しく時が流れ折、本来ならば皆様お一人お

一人にきちんと御挨拶を致すべき所で御座います

が、時間の関係も在りまして、この場をお借りして御

挨拶と成る事をお許し下さい。

　後任の支店長は、岩井支店から本部の経験のある

川島弘行が７月６日から着任致します。古河ロータ

リークラブに入会する事に成ると思われますので、

その際には、変わらぬご愛顧を頂ければ幸いでござ

います。

　最後に成りますが、会員皆々様のご健勝と御多幸

をお祈りし、古河ロータリークラブの益々の繁栄を

祈念致しまして、ご挨拶と致します。２年間、誠にあ

りがとうございました。

司会・進行

第 回 「野村久男年度  さよなら例会」

野村　治代 野村久男会長令夫人

森田　純代 森田一雄幹事令夫人

野村久男年度　100％　出席者　44名（敬称略）　

おめでとうございます。

岩﨑　清　　　　堀江　弘　　　　岡本　重男　

堀江　和弘　　　関口　哲勇　　　川島　陽一

蓮見　公男　　　大和田　五郎　　植竹　清治

野澤　豊輔　　　長澤　清輝　　　川島　栄

遠藤　源一郎　　野村　利夫　　　飯田　敏行

栗原　清　　　　間下　保　　　　野村　久男

塚田　晴夫　　　伏木　利光　　　坪野　潔

服部　吉高　　　谷村　則幸　　　森田　一雄

遠藤　誠　　　　木村　直行　　　阿久津　理

町田　晴彦　　　岩田　潤一　　　岩﨑　聖一

若松　理　　　　秋葉　和敬　　　浜野　雅之

田村　武敏　　　宮内　則雄　　　熊木　善一

相良　登　　　　前田　美代子　　五十嵐　順

立岡　喜一　　　小山　仁美　　　田口　哲也

早川　宏　　　　鈴木　敏雄　　　以上

　新型コロナウイルス感染症の影響の為、野村年度

の第三回・第四回・ＩＭ記念ゴルフコンペが中止とな

り残念となりましたが、栗原年度でも引き続き開催

される予定がありますので、会員皆々様のご参加頂

きます様お願い申し上げます。

　私事でございますが、３月・４月・５月と長期の入

院した際にクラブからお見舞いを頂きありがとうご

ざいました。このお礼は、古河ロータリークラブの活

動にてお返しして行きたいと考えておりますので、

今後ともよろしくお願い致します。

・栗原年度７月から９月の例会開催方法について本

日お配りした別紙参照をお願い致します。

・年会費について、請求書が必要な方がいらっしゃ

いましたら私間下の方にご連絡下さい

・８月28日開催予定のガバナー公式訪問時のプログ

ラムにつきまして、ガバナー事務所よりのご意向

も在りますので決定次第再度ご連絡致します。

・第49代会長 井上滋氏のご子息 井上勉君が入会の

承認が下り７月例会より参加致します。

　最初に、電話・ＦＡＸにて例会出席の確認を取らさ

せて頂いた事お詫び申し上げます。連絡事項３点ご

ざいます。

①野村年度の各委員長さんで立替されている事項が

御座いましたら至急書類の提出をお願い致しま

す。

②皆様に大和田パスト会長がお作りになりました、

「野村久男年度１年間の歩み」のＤＶＤをお配りし

ておりますので忘れずにお持ち帰りください。

③帰る際には、お弁当の持ち帰りをお願い致します。

　１年間お世話になりました。ありがとうございま

した。

　皆様のお陰で、本日、野村年度最終例会を迎える事

が出来ました。一年間、ご指導ご協力誠にありがとう

ございました。

　そして、岡本パスト会長さん40年間大変ご苦労様

でした。長澤パスト会長さん23年間お疲れ様でした。

二人共古河ロータリークラブの国際奉仕を海外で実

施された方です。私の思い出は40周年事業として、ス

リランカへ保育園及び井戸建設に２回同行した事、

そしてインド洋に浮かぶモルディブ諸島で休暇を満

喫した思い出です。

　長澤さんとは、４年前、会長・幹事のコンビを組み

ました。スリランカ、関口年度、タイ国に消防自動車

を寄贈、長澤年度には、放置自転車500台寄贈にタイ

国に同行した良い思い出です。

　お二人には、今後とも古河ロータリークラブに対

してご指導の程宜しくお願い致します。

　さて、私が週報に掲げたテーマ「奉仕」について、漢

字の語源の話を致します。

　「奉」音読みでは「ホウ」・「ブ」又訓読みでは「たてま

つる」意味としては、一般的に献上する・ささげ物・大

切なものを持つ・やしなう・育てる・助ける、「天子（国

を治める人）・神・仏様等々、大切な物を両手でしっか

りと持ち捧げる事を意味する文字である。文字の左

右は人の右手、左手を表している、真ん中の五つ突き

出ているのは、５本の指を象形している。そして、中

央の上側に表しているのが宝物を象形しています。

　私が言いたいのは、真ん中にある宝物「ロータリー

の理念」としてロータリーの人生哲学である、シェル

ドンが提唱した「最も良く奉仕する者、最も多く報い

られる」のモットーで表現される職業奉仕の理念で

ある。もう一つは、他人の事を思い遣り、他人の為に

尽くすと言う「超我の奉仕」のモットーで表現され

る、人道的奉仕理念だと思います。皆さん、常にロー

タリー理念を考えながら、家族・職場・地域社会で活

動して行きましょう。人生がとても楽しく成ると思

います。

　以上で最後の会長挨拶の時間と致します。ご清聴

ありがとうございました。

ゲスト紹介

委員会報告

ソ ン グ

連 絡 事 項

退会会員挨拶

　皆様こんにちは、先ずは、野村久男会長・森田一雄

幹事・理事・役員・委員長の皆様、一年間ご苦労様でし

た。新型コロナウイルスにより３分の１の例会又は

事業が出来ないまま、本日開催予定でありました野

村久男年度ご苦労様パーティーで、会長はじめ理事・

役員・委員長の皆様の１年間の労を労う懇親会も開

催されず申し訳ない気持ちでいっぱいです。

　本来であれば今日のご苦労様パーティーで野村年

度理事・役員・委員長さんご苦労様、そして次年度の

理事・役員・委員長の紹介と17年間、当たり前の様に

古河ロータリークラブの諸先輩にご指導を頂いた私

にとって残念でなりません。改めて今年度の会長・幹

事・理事・役員・委員長の皆様ご苦労様でした。

　そして来週から栗原年度が始まります。新型コロ

ナウイルスのワクチンや薬が開発され、終息又は落

ち着く迄は、新スタイルの例会や事業に成ると思い

ます。この危機を乗り越えるには会員皆々様のご協

力無くしては出来ません。古河ロータリークラブ会

員一人一人のご協力をお願い申し上げまして、挨拶

と致します。宜しくお願い致します。

　古河ロータリークラブの皆さんこんにちは、古河

ロータリークラブ創立55年目の節目の栗原年度７月

第一例会の始まりです。週報に印刷されている似顔

絵は、大和田パスト会長にお世話になり探して頂き

ました55年前の古河ロータリークラブを創設なされ

た諸先輩の方々です。

　「背景に映っている畳は何を意味しているのか分

かりませんが大和田パスト会長が勝手に入れてしま

いました。」この週報表紙の古河ロータリークラブ発

起人の７名の諸先輩がいらっしゃいます。現在も御

活躍なされております大御所、若々しい岩﨑清パス

ト会長もいらっしゃいます。又、この中に本日入会致

します井上努君の御爺ちゃん井上延太郎さんも描か

れています。３代に渡ってのロータリアンです。古河

ロータリークラブの歴史を感じます。

　55年の歴史を振り返り「温故知新」故きを温ねて新

しきを知る「先人の学問など昔の事柄の研究を通し

て新しい意味や価値を再発見する」という気持ちで

新しい55年目の節目の古河ロータリークラブの活動

を模索して行きたいと思います。

　又、今年度掲げたテーマ「行動は進化をもたらす」

ですが、新型コロナウイルスにより奉仕活動やクラ

ブの例会が止まった中、緊急事態宣言が解除になり

ましたが、中々終息しない新型コロナウイルス、第２

波・第３波が来るだろうと言われていますが、今、私

達は何をすべきか私達会員が自粛して家族・社員・古

河市民の感染防止に協力をする。これも行動です。

又、前年度の野村久男パスト会長が行った古河医師

会へのＰＣＲ検査車両導入の資金援助の奉仕も活動

です。この様な現状の中で最大限どの様なスタイル

で奉仕も行動すべきか、会員の皆様と考えて行きた

いと思います。

　国際ロータリー2020‐2021年度ＲＩ会長ホルガー・

クナーク氏は「ロータリーは機会の扉を開く」とテー

マを掲げました。「私達のあらゆる活動が誰かの為に

機会の扉を開いています」と述べ、「ロータリーは奉

仕プロジェクトを実施し、やり遂げる機会を与えて

くれる。ロータリーはリーダーシップの機会を与え

てくれる。又、ロータリーは無限の機会への招待であ

る」と述べています。色々な事業や奉仕活動で自己研

鑽が出来るロータリークラブであると思います。

　又、池田正純ガバナーは、クラブの設計者は若い人

達であり会員が変化を受け入れる必要性を強調し、

「時間は私達の為にスローダウンしてくれない」デジ

タル革命がもたらす様々な打撃は予想を遙かに超え

ていると言われ、地区スローガンを「ロータリアンの

イノベーション・磨こう人間力」と唱えました。会員

の皆様で古河ロータリークラブに意義の有る新たな

価値を創造し、大きな変化を目指して行きましょう。

　そして、行動する事により新しい組織の在り方や

価値観や、行動が変化をもたらしてくれます。創立55
周年、文字通り「GoGo」です。行動です。

　最後に成りますが、来年６月迄の１年間、会員の皆

様のご協力をお願い致しまして会長挨拶とさせて頂

きます。

　幹事として、栗原年度と会員一人一人の為にクラ

ブの効率良いスムーズな運営を心掛け、栗原年度を

記憶に残る１年にしたいと思います

　伝統と格式のある古河ロータリークラブの歴史と

強みを継承尊重しつつ、社会と時代のニーズに耳を

傾け、改善点が有れば会員の皆様と共に積極的に取

り組んで行きます、

　１年間、宜しくお願い致します。

　栗原年度、会長エレクト及び会員

組織委員長を仰せつかりました坪

野でございます。

　前年度野村久男年度では、経験し

た事のない新型コロナウイルスに

よる例会休止も在り、栗原年度も異例の出発となり

ました。

　伝統と格式の有る古河ロータリークラブ運営も未

だに見通しは立っておりませんが、来年の坪野年度

に向けて、栗原会長の下研鑚を積んで行く所存であ

ります。

　会員全ての方を頼りにする事はもちろん、次年度

理事・役員・委員長のお力をお借りしてのクラブ運営

を目指して参ります。特に快く幹事をお引き受け頂

いた町田幹事エレクトには大変期待しております。

　今後世の中どの様に成り、どの様にクラブ運営がな

されるか分かりませんが、皆様のご協力をお願いして

行きたいと思います。何卒宜しくお願い致します。

　栗原年度の１年間、会計・ニコニ

コＢＯＸを担当させて頂きます町

田です。これまで、例会に出席する

事が第一に考えておりましたが、栗

原年度が始まる準備が深まるに連

れ、緊張が高まり、１年後の幹事と言う重職にひしひ

しと責任を感じています。

　会長エレクト坪野さんは、２年前の野村利夫年度

の幹事でもあり、会計・ニコニコＢＯＸ及び幹事の大

先輩ですので、色々分からない点等のご指導助言を

頂きながら全うして参ります。

　現在、今迄読んだ事の無い定款・規則の内容が、幹事

に成る上で重要な事だと思いますので会計・ニコニコ

ＢＯＸを担当している間に学んで行きたいと思いま

す。このような状態です、まだまだ未熟であり、不安で

あり、気が付かない事が在り、皆様にご迷惑をお掛け

する事が在るかと思います。その際は、優しくご指摘

頂ければと思います。どうぞ宜しくお願い致します。

小倉　千裕 根目沢　順子



　

　今年度、残念ながら５名の退会者が出てしまいま

した。岡本重男第40代会長在籍41年・長澤清輝第50代

会長在籍23年・小倉千裕さん在籍６年・根目沢順子さ

ん在籍２年・常陽銀行古河支店 支店長塩原隆さん転

勤により退会となってしまいました。

　私事この度令和２年６月30日をもちまして、古河

ロータリークラブを去るのは大変残念なのですが、

一身上の都合により退会させて頂く事になりまし

た。昭和54年９月１日に入会して在籍41年間、会員

皆々様には何時の時も御指導、ご協力を頂きありが

とうございました。

　お陰様で40代目クラブ会長・第４分区ガバナー補

佐・地区委員等を経験させていただく事が出来まし

た。又、奉仕活動では、渡良瀬遊水地「水辺の学校」100
人の小中学生との体験学習、「スリランカ幼稚園へ園

舎・井戸・文具の寄贈」を実施する事が出来ました。

　今、古河ロータリークラブを通して多くの人との

出会い及び貴重な体験をさせて頂いた思い出で一杯

で御座います。大変ありがとうございました。

　これからの古河ロータリークラブの益々の地域へ

の奉仕活動の推進、発展と会員皆様のご健勝、御多幸

をご祈念申し上げます。

　今般、一身上の都合により古河ロータリークラブ

を退会させて頂く事になりました。会員の皆様には

長い間お世話になり大変有難う御座いました。プラ

イベートでは、まだ宜しくお願い致します。

　私より先輩の方々が居られる中で、先に私が退会

するのは少し心苦しいです。

　入会して数年はロータリークラブとは何なのかわ

かりませんでしたが、地区の国際奉仕委員会に参加

する機会を得てから少しずつロータリークラブがわ

かった様な気が致します。

　20年数年、ロータリークラブでなければ得られな

い色々な体験・経験をさせて頂き、私にとって一生思

い出に残るであろう場面が沢山ありました。

　海外では、台湾中歴ロータリークラブの方々、タ

イ、バンコクのロータリークラブの方々と友人が出

来た事。特にバンコク・パツムワンロータリークラブ

の方々には大変お世話になった事、ブラジルから１

年交換学生を担当した事、私が幹事の時、東日本大震

災が発生して地区大会が中止になり、蓮見会長の企

画でチャリティーコンサートを行った事。ロータ

リーで初めて海外事業が岡本パスト会長と共にスリ

ランカに行った事が特に印象深い思い出です。

　今後は外部から皆様の御活躍を見て行きたいと思

います。まだ、大変な時期ですが古河ロータリークラ

ブのご発展を祈念して退会の挨拶とさせて頂きます。

　伝統と格式のある古河ロータリークラブに入会さ

せて頂いてから、早くも２年が経過致しました。この

２年間、皆様と共に活動した例会・クリスマスパー

ティー・勉強会・河川敷のゴミ拾い等々が走馬灯の様

に思い出されます。本当に皆様と懇親を深められて

幸せな時間を過ごす事が出来感謝しております。そ

して、これらは私の財産ともなっております。
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　異動先の常陽コンピューター株式会社は、水戸に

御座いまして、今後は自宅から通勤となり単身赴任

生活も終了致します。

　古河支店勤務は、７月２日（木曜日）迄となり、辞令

以降荒々しく時が流れ折、本来ならば皆様お一人お

一人にきちんと御挨拶を致すべき所で御座います

が、時間の関係も在りまして、この場をお借りして御

挨拶と成る事をお許し下さい。

　後任の支店長は、岩井支店から本部の経験のある

川島弘行が７月６日から着任致します。古河ロータ

リークラブに入会する事に成ると思われますので、

その際には、変わらぬご愛顧を頂ければ幸いでござ

います。

　最後に成りますが、会員皆々様のご健勝と御多幸

をお祈りし、古河ロータリークラブの益々の繁栄を

祈念致しまして、ご挨拶と致します。２年間、誠にあ

りがとうございました。

国際ロータリー第2820地区

1
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2020‒2021 栗原  清年度  クラブテーマ

「行動は進化をもたらす」

古河ロータリークラブ週報

KOGA Rotary Club Weekly Report Vol.55

2020-2021年度
国際ロータリー会長

ホルガー・クナーク

2020-2021年度
国際ロータリー第2820地区
池田  正純  ガバナー

地区スローガン

ロータリアンのイノベーション
磨こう人間力

野村久男年度　100％　出席者　44名（敬称略）　

おめでとうございます。

岩﨑　清　　　　堀江　弘　　　　岡本　重男　

堀江　和弘　　　関口　哲勇　　　川島　陽一

蓮見　公男　　　大和田　五郎　　植竹　清治

野澤　豊輔　　　長澤　清輝　　　川島　栄

遠藤　源一郎　　野村　利夫　　　飯田　敏行

栗原　清　　　　間下　保　　　　野村　久男

塚田　晴夫　　　伏木　利光　　　坪野　潔

服部　吉高　　　谷村　則幸　　　森田　一雄

遠藤　誠　　　　木村　直行　　　阿久津　理

町田　晴彦　　　岩田　潤一　　　岩﨑　聖一

若松　理　　　　秋葉　和敬　　　浜野　雅之

田村　武敏　　　宮内　則雄　　　熊木　善一

相良　登　　　　前田　美代子　　五十嵐　順

立岡　喜一　　　小山　仁美　　　田口　哲也

早川　宏　　　　鈴木　敏雄　　　以上

　新型コロナウイルス感染症の影響の為、野村年度

の第三回・第四回・ＩＭ記念ゴルフコンペが中止とな

り残念となりましたが、栗原年度でも引き続き開催

される予定がありますので、会員皆々様のご参加頂

きます様お願い申し上げます。

　私事でございますが、３月・４月・５月と長期の入

院した際にクラブからお見舞いを頂きありがとうご

ざいました。このお礼は、古河ロータリークラブの活

動にてお返しして行きたいと考えておりますので、

今後ともよろしくお願い致します。

・栗原年度７月から９月の例会開催方法について本

日お配りした別紙参照をお願い致します。

・年会費について、請求書が必要な方がいらっしゃ

いましたら私間下の方にご連絡下さい

・８月28日開催予定のガバナー公式訪問時のプログ

ラムにつきまして、ガバナー事務所よりのご意向

も在りますので決定次第再度ご連絡致します。

・第49代会長 井上滋氏のご子息 井上勉君が入会の

承認が下り７月例会より参加致します。

　最初に、電話・ＦＡＸにて例会出席の確認を取らさ

せて頂いた事お詫び申し上げます。連絡事項３点ご

ざいます。

①野村年度の各委員長さんで立替されている事項が

御座いましたら至急書類の提出をお願い致しま

す。

②皆様に大和田パスト会長がお作りになりました、

「野村久男年度１年間の歩み」のＤＶＤをお配りし

ておりますので忘れずにお持ち帰りください。

③帰る際には、お弁当の持ち帰りをお願い致します。

　１年間お世話になりました。ありがとうございま

した。

　皆様のお陰で、本日、野村年度最終例会を迎える事

が出来ました。一年間、ご指導ご協力誠にありがとう

ございました。

　そして、岡本パスト会長さん40年間大変ご苦労様

でした。長澤パスト会長さん23年間お疲れ様でした。

二人共古河ロータリークラブの国際奉仕を海外で実

施された方です。私の思い出は40周年事業として、ス

リランカへ保育園及び井戸建設に２回同行した事、

そしてインド洋に浮かぶモルディブ諸島で休暇を満

喫した思い出です。

　長澤さんとは、４年前、会長・幹事のコンビを組み

ました。スリランカ、関口年度、タイ国に消防自動車

を寄贈、長澤年度には、放置自転車500台寄贈にタイ

国に同行した良い思い出です。

　お二人には、今後とも古河ロータリークラブに対

してご指導の程宜しくお願い致します。

　さて、私が週報に掲げたテーマ「奉仕」について、漢

字の語源の話を致します。

　「奉」音読みでは「ホウ」・「ブ」又訓読みでは「たてま

つる」意味としては、一般的に献上する・ささげ物・大

切なものを持つ・やしなう・育てる・助ける、「天子（国

を治める人）・神・仏様等々、大切な物を両手でしっか

りと持ち捧げる事を意味する文字である。文字の左

右は人の右手、左手を表している、真ん中の五つ突き

出ているのは、５本の指を象形している。そして、中

央の上側に表しているのが宝物を象形しています。

　私が言いたいのは、真ん中にある宝物「ロータリー

の理念」としてロータリーの人生哲学である、シェル

ドンが提唱した「最も良く奉仕する者、最も多く報い

られる」のモットーで表現される職業奉仕の理念で

ある。もう一つは、他人の事を思い遣り、他人の為に

尽くすと言う「超我の奉仕」のモットーで表現され

る、人道的奉仕理念だと思います。皆さん、常にロー

タリー理念を考えながら、家族・職場・地域社会で活

動して行きましょう。人生がとても楽しく成ると思

います。

　以上で最後の会長挨拶の時間と致します。ご清聴

ありがとうございました。

次回の例会プログラム ７月17日（金）本日の例会プログラム
○ 月初めのお祝い
○ こんにちは 栗原年度 
　 栗原会長・間下幹事
　 坪野会長エレクト・町田副幹事

○ 栗原年度委員長挨拶
　 地区出向者挨拶

　皆様こんにちは、先ずは、野村久男会長・森田一雄

幹事・理事・役員・委員長の皆様、一年間ご苦労様でし

た。新型コロナウイルスにより３分の１の例会又は

事業が出来ないまま、本日開催予定でありました野

村久男年度ご苦労様パーティーで、会長はじめ理事・

役員・委員長の皆様の１年間の労を労う懇親会も開

催されず申し訳ない気持ちでいっぱいです。

　本来であれば今日のご苦労様パーティーで野村年

度理事・役員・委員長さんご苦労様、そして次年度の

理事・役員・委員長の紹介と17年間、当たり前の様に

古河ロータリークラブの諸先輩にご指導を頂いた私

にとって残念でなりません。改めて今年度の会長・幹

事・理事・役員・委員長の皆様ご苦労様でした。

　そして来週から栗原年度が始まります。新型コロ

ナウイルスのワクチンや薬が開発され、終息又は落

ち着く迄は、新スタイルの例会や事業に成ると思い

ます。この危機を乗り越えるには会員皆々様のご協

力無くしては出来ません。古河ロータリークラブ会

員一人一人のご協力をお願い申し上げまして、挨拶

と致します。宜しくお願い致します。

　古河ロータリークラブの皆さんこんにちは、古河

ロータリークラブ創立55年目の節目の栗原年度７月

第一例会の始まりです。週報に印刷されている似顔

絵は、大和田パスト会長にお世話になり探して頂き

ました55年前の古河ロータリークラブを創設なされ

た諸先輩の方々です。

　「背景に映っている畳は何を意味しているのか分

かりませんが大和田パスト会長が勝手に入れてしま

いました。」この週報表紙の古河ロータリークラブ発

起人の７名の諸先輩がいらっしゃいます。現在も御

活躍なされております大御所、若々しい岩﨑清パス

ト会長もいらっしゃいます。又、この中に本日入会致

します井上努君の御爺ちゃん井上延太郎さんも描か

れています。３代に渡ってのロータリアンです。古河

ロータリークラブの歴史を感じます。

　55年の歴史を振り返り「温故知新」故きを温ねて新

しきを知る「先人の学問など昔の事柄の研究を通し

て新しい意味や価値を再発見する」という気持ちで

新しい55年目の節目の古河ロータリークラブの活動

を模索して行きたいと思います。

　又、今年度掲げたテーマ「行動は進化をもたらす」

ですが、新型コロナウイルスにより奉仕活動やクラ

ブの例会が止まった中、緊急事態宣言が解除になり

ましたが、中々終息しない新型コロナウイルス、第２

波・第３波が来るだろうと言われていますが、今、私

達は何をすべきか私達会員が自粛して家族・社員・古

河市民の感染防止に協力をする。これも行動です。

又、前年度の野村久男パスト会長が行った古河医師

会へのＰＣＲ検査車両導入の資金援助の奉仕も活動

です。この様な現状の中で最大限どの様なスタイル

で奉仕も行動すべきか、会員の皆様と考えて行きた

いと思います。

　国際ロータリー2020‐2021年度ＲＩ会長ホルガー・

クナーク氏は「ロータリーは機会の扉を開く」とテー

マを掲げました。「私達のあらゆる活動が誰かの為に

機会の扉を開いています」と述べ、「ロータリーは奉

仕プロジェクトを実施し、やり遂げる機会を与えて

くれる。ロータリーはリーダーシップの機会を与え

てくれる。又、ロータリーは無限の機会への招待であ

る」と述べています。色々な事業や奉仕活動で自己研

鑽が出来るロータリークラブであると思います。

　又、池田正純ガバナーは、クラブの設計者は若い人

達であり会員が変化を受け入れる必要性を強調し、

「時間は私達の為にスローダウンしてくれない」デジ

タル革命がもたらす様々な打撃は予想を遙かに超え

ていると言われ、地区スローガンを「ロータリアンの

イノベーション・磨こう人間力」と唱えました。会員

の皆様で古河ロータリークラブに意義の有る新たな

価値を創造し、大きな変化を目指して行きましょう。

　そして、行動する事により新しい組織の在り方や

価値観や、行動が変化をもたらしてくれます。創立55
周年、文字通り「GoGo」です。行動です。

　最後に成りますが、来年６月迄の１年間、会員の皆

様のご協力をお願い致しまして会長挨拶とさせて頂

きます。

　幹事として、栗原年度と会員一人一人の為にクラ

ブの効率良いスムーズな運営を心掛け、栗原年度を

記憶に残る１年にしたいと思います

　伝統と格式のある古河ロータリークラブの歴史と

強みを継承尊重しつつ、社会と時代のニーズに耳を

傾け、改善点が有れば会員の皆様と共に積極的に取

り組んで行きます、

　１年間、宜しくお願い致します。

　栗原年度、会長エレクト及び会員

組織委員長を仰せつかりました坪

野でございます。

　前年度野村久男年度では、経験し

た事のない新型コロナウイルスに

よる例会休止も在り、栗原年度も異例の出発となり

ました。

　伝統と格式の有る古河ロータリークラブ運営も未

だに見通しは立っておりませんが、来年の坪野年度

に向けて、栗原会長の下研鑚を積んで行く所存であ

ります。

　会員全ての方を頼りにする事はもちろん、次年度

理事・役員・委員長のお力をお借りしてのクラブ運営

を目指して参ります。特に快く幹事をお引き受け頂

いた町田幹事エレクトには大変期待しております。

　今後世の中どの様に成り、どの様にクラブ運営がな

されるか分かりませんが、皆様のご協力をお願いして

行きたいと思います。何卒宜しくお願い致します。

　栗原年度の１年間、会計・ニコニ

コＢＯＸを担当させて頂きます町

田です。これまで、例会に出席する

事が第一に考えておりましたが、栗

原年度が始まる準備が深まるに連

れ、緊張が高まり、１年後の幹事と言う重職にひしひ

しと責任を感じています。

　会長エレクト坪野さんは、２年前の野村利夫年度

の幹事でもあり、会計・ニコニコＢＯＸ及び幹事の大

先輩ですので、色々分からない点等のご指導助言を

頂きながら全うして参ります。

　現在、今迄読んだ事の無い定款・規則の内容が、幹事

に成る上で重要な事だと思いますので会計・ニコニコ

ＢＯＸを担当している間に学んで行きたいと思いま

す。このような状態です、まだまだ未熟であり、不安で

あり、気が付かない事が在り、皆様にご迷惑をお掛け

する事が在るかと思います。その際は、優しくご指摘

頂ければと思います。どうぞ宜しくお願い致します。

間下　保　幹事挨拶

坪野　潔　会長エレクト挨拶

町田　晴彦　副幹事挨拶

（敬称略）

古河ロータリークラブ
発起人の7名

井上延太郎
故

船江豊三郎
故

飯島賢治
故

岩 　清平野二郎
故

佐藤長之助
故 故

須藤信三

１年間よろしくお願い致します。

　　　　雑誌･会報委員会  

　　　　　  委員長　熊木 善一  

　

　今年度、残念ながら５名の退会者が出てしまいま

した。岡本重男第40代会長在籍41年・長澤清輝第50代

会長在籍23年・小倉千裕さん在籍６年・根目沢順子さ

ん在籍２年・常陽銀行古河支店 支店長塩原隆さん転

勤により退会となってしまいました。

　私事この度令和２年６月30日をもちまして、古河

ロータリークラブを去るのは大変残念なのですが、

一身上の都合により退会させて頂く事になりまし

た。昭和54年９月１日に入会して在籍41年間、会員

皆々様には何時の時も御指導、ご協力を頂きありが

とうございました。

　お陰様で40代目クラブ会長・第４分区ガバナー補

佐・地区委員等を経験させていただく事が出来まし

た。又、奉仕活動では、渡良瀬遊水地「水辺の学校」100
人の小中学生との体験学習、「スリランカ幼稚園へ園

舎・井戸・文具の寄贈」を実施する事が出来ました。

　今、古河ロータリークラブを通して多くの人との

出会い及び貴重な体験をさせて頂いた思い出で一杯

で御座います。大変ありがとうございました。

　これからの古河ロータリークラブの益々の地域へ

の奉仕活動の推進、発展と会員皆様のご健勝、御多幸

をご祈念申し上げます。

　今般、一身上の都合により古河ロータリークラブ

を退会させて頂く事になりました。会員の皆様には

長い間お世話になり大変有難う御座いました。プラ

イベートでは、まだ宜しくお願い致します。

　私より先輩の方々が居られる中で、先に私が退会

するのは少し心苦しいです。

　入会して数年はロータリークラブとは何なのかわ

かりませんでしたが、地区の国際奉仕委員会に参加

する機会を得てから少しずつロータリークラブがわ

かった様な気が致します。

　20年数年、ロータリークラブでなければ得られな

い色々な体験・経験をさせて頂き、私にとって一生思

い出に残るであろう場面が沢山ありました。

　海外では、台湾中歴ロータリークラブの方々、タ

イ、バンコクのロータリークラブの方々と友人が出

来た事。特にバンコク・パツムワンロータリークラブ

の方々には大変お世話になった事、ブラジルから１

年交換学生を担当した事、私が幹事の時、東日本大震

災が発生して地区大会が中止になり、蓮見会長の企

画でチャリティーコンサートを行った事。ロータ

リーで初めて海外事業が岡本パスト会長と共にスリ

ランカに行った事が特に印象深い思い出です。

　今後は外部から皆様の御活躍を見て行きたいと思

います。まだ、大変な時期ですが古河ロータリークラ

ブのご発展を祈念して退会の挨拶とさせて頂きます。

　伝統と格式のある古河ロータリークラブに入会さ

せて頂いてから、早くも２年が経過致しました。この

２年間、皆様と共に活動した例会・クリスマスパー

ティー・勉強会・河川敷のゴミ拾い等々が走馬灯の様

に思い出されます。本当に皆様と懇親を深められて

幸せな時間を過ごす事が出来感謝しております。そ

して、これらは私の財産ともなっております。
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　異動先の常陽コンピューター株式会社は、水戸に

御座いまして、今後は自宅から通勤となり単身赴任

生活も終了致します。

　古河支店勤務は、７月２日（木曜日）迄となり、辞令

以降荒々しく時が流れ折、本来ならば皆様お一人お

一人にきちんと御挨拶を致すべき所で御座います

が、時間の関係も在りまして、この場をお借りして御

挨拶と成る事をお許し下さい。

　後任の支店長は、岩井支店から本部の経験のある

川島弘行が７月６日から着任致します。古河ロータ

リークラブに入会する事に成ると思われますので、

その際には、変わらぬご愛顧を頂ければ幸いでござ

います。

　最後に成りますが、会員皆々様のご健勝と御多幸

をお祈りし、古河ロータリークラブの益々の繁栄を

祈念致しまして、ご挨拶と致します。２年間、誠にあ

りがとうございました。

国際ロータリー第2820地区

1

■設　立：1966年（昭和41年）７月７日
　　　　　RI加盟承認 1966年８月30日（754番）
　　　　　スポンサークラブ土浦南ロータリークラブ

　　　　　初代会長 井上 延太郎、 幹事 岩﨑 清
■事務所：〒306‐0002 古河市三杉町   間下 保
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　　　　　常陽銀行 古河支店３階
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2020‒2021 栗原  清年度  クラブテーマ

「行動は進化をもたらす」

古河ロータリークラブ週報
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2020-2021年度
国際ロータリー会長

ホルガー・クナーク

2020-2021年度
国際ロータリー第2820地区
池田  正純  ガバナー

地区スローガン

ロータリアンのイノベーション
磨こう人間力

野村久男年度　100％　出席者　44名（敬称略）　

おめでとうございます。

岩﨑　清　　　　堀江　弘　　　　岡本　重男　

堀江　和弘　　　関口　哲勇　　　川島　陽一

蓮見　公男　　　大和田　五郎　　植竹　清治

野澤　豊輔　　　長澤　清輝　　　川島　栄

遠藤　源一郎　　野村　利夫　　　飯田　敏行

栗原　清　　　　間下　保　　　　野村　久男

塚田　晴夫　　　伏木　利光　　　坪野　潔

服部　吉高　　　谷村　則幸　　　森田　一雄

遠藤　誠　　　　木村　直行　　　阿久津　理

町田　晴彦　　　岩田　潤一　　　岩﨑　聖一

若松　理　　　　秋葉　和敬　　　浜野　雅之

田村　武敏　　　宮内　則雄　　　熊木　善一

相良　登　　　　前田　美代子　　五十嵐　順

立岡　喜一　　　小山　仁美　　　田口　哲也

早川　宏　　　　鈴木　敏雄　　　以上

　新型コロナウイルス感染症の影響の為、野村年度

の第三回・第四回・ＩＭ記念ゴルフコンペが中止とな

り残念となりましたが、栗原年度でも引き続き開催

される予定がありますので、会員皆々様のご参加頂

きます様お願い申し上げます。

　私事でございますが、３月・４月・５月と長期の入

院した際にクラブからお見舞いを頂きありがとうご

ざいました。このお礼は、古河ロータリークラブの活

動にてお返しして行きたいと考えておりますので、

今後ともよろしくお願い致します。

・栗原年度７月から９月の例会開催方法について本

日お配りした別紙参照をお願い致します。

・年会費について、請求書が必要な方がいらっしゃ

いましたら私間下の方にご連絡下さい

・８月28日開催予定のガバナー公式訪問時のプログ

ラムにつきまして、ガバナー事務所よりのご意向

も在りますので決定次第再度ご連絡致します。

・第49代会長 井上滋氏のご子息 井上勉君が入会の

承認が下り７月例会より参加致します。

　最初に、電話・ＦＡＸにて例会出席の確認を取らさ

せて頂いた事お詫び申し上げます。連絡事項３点ご

ざいます。

①野村年度の各委員長さんで立替されている事項が

御座いましたら至急書類の提出をお願い致しま

す。

②皆様に大和田パスト会長がお作りになりました、

「野村久男年度１年間の歩み」のＤＶＤをお配りし

ておりますので忘れずにお持ち帰りください。

③帰る際には、お弁当の持ち帰りをお願い致します。

　１年間お世話になりました。ありがとうございま

した。

　皆様のお陰で、本日、野村年度最終例会を迎える事

が出来ました。一年間、ご指導ご協力誠にありがとう

ございました。

　そして、岡本パスト会長さん40年間大変ご苦労様

でした。長澤パスト会長さん23年間お疲れ様でした。

二人共古河ロータリークラブの国際奉仕を海外で実

施された方です。私の思い出は40周年事業として、ス

リランカへ保育園及び井戸建設に２回同行した事、

そしてインド洋に浮かぶモルディブ諸島で休暇を満

喫した思い出です。

　長澤さんとは、４年前、会長・幹事のコンビを組み

ました。スリランカ、関口年度、タイ国に消防自動車

を寄贈、長澤年度には、放置自転車500台寄贈にタイ

国に同行した良い思い出です。

　お二人には、今後とも古河ロータリークラブに対

してご指導の程宜しくお願い致します。

　さて、私が週報に掲げたテーマ「奉仕」について、漢

字の語源の話を致します。

　「奉」音読みでは「ホウ」・「ブ」又訓読みでは「たてま

つる」意味としては、一般的に献上する・ささげ物・大

切なものを持つ・やしなう・育てる・助ける、「天子（国

を治める人）・神・仏様等々、大切な物を両手でしっか

りと持ち捧げる事を意味する文字である。文字の左

右は人の右手、左手を表している、真ん中の五つ突き

出ているのは、５本の指を象形している。そして、中

央の上側に表しているのが宝物を象形しています。

　私が言いたいのは、真ん中にある宝物「ロータリー

の理念」としてロータリーの人生哲学である、シェル

ドンが提唱した「最も良く奉仕する者、最も多く報い

られる」のモットーで表現される職業奉仕の理念で

ある。もう一つは、他人の事を思い遣り、他人の為に

尽くすと言う「超我の奉仕」のモットーで表現され

る、人道的奉仕理念だと思います。皆さん、常にロー

タリー理念を考えながら、家族・職場・地域社会で活

動して行きましょう。人生がとても楽しく成ると思

います。

　以上で最後の会長挨拶の時間と致します。ご清聴

ありがとうございました。

次回の例会プログラム ７月17日（金）本日の例会プログラム
○ 月初めのお祝い
○ こんにちは 栗原年度 
　 栗原会長・間下幹事
　 坪野会長エレクト・町田副幹事

○ 栗原年度委員長挨拶
　 地区出向者挨拶

　皆様こんにちは、先ずは、野村久男会長・森田一雄

幹事・理事・役員・委員長の皆様、一年間ご苦労様でし

た。新型コロナウイルスにより３分の１の例会又は

事業が出来ないまま、本日開催予定でありました野

村久男年度ご苦労様パーティーで、会長はじめ理事・

役員・委員長の皆様の１年間の労を労う懇親会も開

催されず申し訳ない気持ちでいっぱいです。

　本来であれば今日のご苦労様パーティーで野村年

度理事・役員・委員長さんご苦労様、そして次年度の

理事・役員・委員長の紹介と17年間、当たり前の様に

古河ロータリークラブの諸先輩にご指導を頂いた私

にとって残念でなりません。改めて今年度の会長・幹

事・理事・役員・委員長の皆様ご苦労様でした。

　そして来週から栗原年度が始まります。新型コロ

ナウイルスのワクチンや薬が開発され、終息又は落

ち着く迄は、新スタイルの例会や事業に成ると思い

ます。この危機を乗り越えるには会員皆々様のご協

力無くしては出来ません。古河ロータリークラブ会

員一人一人のご協力をお願い申し上げまして、挨拶

と致します。宜しくお願い致します。

　古河ロータリークラブの皆さんこんにちは、古河

ロータリークラブ創立55年目の節目の栗原年度７月

第一例会の始まりです。週報に印刷されている似顔

絵は、大和田パスト会長にお世話になり探して頂き

ました55年前の古河ロータリークラブを創設なされ

た諸先輩の方々です。

　「背景に映っている畳は何を意味しているのか分

かりませんが大和田パスト会長が勝手に入れてしま

いました。」この週報表紙の古河ロータリークラブ発

起人の７名の諸先輩がいらっしゃいます。現在も御

活躍なされております大御所、若々しい岩﨑清パス

ト会長もいらっしゃいます。又、この中に本日入会致

します井上努君の御爺ちゃん井上延太郎さんも描か

れています。３代に渡ってのロータリアンです。古河

ロータリークラブの歴史を感じます。

　55年の歴史を振り返り「温故知新」故きを温ねて新

しきを知る「先人の学問など昔の事柄の研究を通し

て新しい意味や価値を再発見する」という気持ちで

新しい55年目の節目の古河ロータリークラブの活動

を模索して行きたいと思います。

　又、今年度掲げたテーマ「行動は進化をもたらす」

ですが、新型コロナウイルスにより奉仕活動やクラ

ブの例会が止まった中、緊急事態宣言が解除になり

ましたが、中々終息しない新型コロナウイルス、第２

波・第３波が来るだろうと言われていますが、今、私

達は何をすべきか私達会員が自粛して家族・社員・古

河市民の感染防止に協力をする。これも行動です。

又、前年度の野村久男パスト会長が行った古河医師

会へのＰＣＲ検査車両導入の資金援助の奉仕も活動

です。この様な現状の中で最大限どの様なスタイル

で奉仕も行動すべきか、会員の皆様と考えて行きた

いと思います。

　国際ロータリー2020‐2021年度ＲＩ会長ホルガー・

クナーク氏は「ロータリーは機会の扉を開く」とテー

マを掲げました。「私達のあらゆる活動が誰かの為に

機会の扉を開いています」と述べ、「ロータリーは奉

仕プロジェクトを実施し、やり遂げる機会を与えて

くれる。ロータリーはリーダーシップの機会を与え

てくれる。又、ロータリーは無限の機会への招待であ

る」と述べています。色々な事業や奉仕活動で自己研

鑽が出来るロータリークラブであると思います。

　又、池田正純ガバナーは、クラブの設計者は若い人

達であり会員が変化を受け入れる必要性を強調し、

「時間は私達の為にスローダウンしてくれない」デジ

タル革命がもたらす様々な打撃は予想を遙かに超え

ていると言われ、地区スローガンを「ロータリアンの

イノベーション・磨こう人間力」と唱えました。会員

の皆様で古河ロータリークラブに意義の有る新たな

価値を創造し、大きな変化を目指して行きましょう。

　そして、行動する事により新しい組織の在り方や

価値観や、行動が変化をもたらしてくれます。創立55
周年、文字通り「GoGo」です。行動です。

　最後に成りますが、来年６月迄の１年間、会員の皆

様のご協力をお願い致しまして会長挨拶とさせて頂

きます。

　幹事として、栗原年度と会員一人一人の為にクラ

ブの効率良いスムーズな運営を心掛け、栗原年度を

記憶に残る１年にしたいと思います

　伝統と格式のある古河ロータリークラブの歴史と

強みを継承尊重しつつ、社会と時代のニーズに耳を

傾け、改善点が有れば会員の皆様と共に積極的に取

り組んで行きます、

　１年間、宜しくお願い致します。

　栗原年度、会長エレクト及び会員

組織委員長を仰せつかりました坪

野でございます。

　前年度野村久男年度では、経験し

た事のない新型コロナウイルスに

よる例会休止も在り、栗原年度も異例の出発となり

ました。

　伝統と格式の有る古河ロータリークラブ運営も未

だに見通しは立っておりませんが、来年の坪野年度

に向けて、栗原会長の下研鑚を積んで行く所存であ

ります。

　会員全ての方を頼りにする事はもちろん、次年度

理事・役員・委員長のお力をお借りしてのクラブ運営

を目指して参ります。特に快く幹事をお引き受け頂

いた町田幹事エレクトには大変期待しております。

　今後世の中どの様に成り、どの様にクラブ運営がな

されるか分かりませんが、皆様のご協力をお願いして

行きたいと思います。何卒宜しくお願い致します。

　栗原年度の１年間、会計・ニコニ

コＢＯＸを担当させて頂きます町

田です。これまで、例会に出席する

事が第一に考えておりましたが、栗

原年度が始まる準備が深まるに連

れ、緊張が高まり、１年後の幹事と言う重職にひしひ

しと責任を感じています。

　会長エレクト坪野さんは、２年前の野村利夫年度

の幹事でもあり、会計・ニコニコＢＯＸ及び幹事の大

先輩ですので、色々分からない点等のご指導助言を

頂きながら全うして参ります。

　現在、今迄読んだ事の無い定款・規則の内容が、幹事

に成る上で重要な事だと思いますので会計・ニコニコ

ＢＯＸを担当している間に学んで行きたいと思いま

す。このような状態です、まだまだ未熟であり、不安で

あり、気が付かない事が在り、皆様にご迷惑をお掛け

する事が在るかと思います。その際は、優しくご指摘

頂ければと思います。どうぞ宜しくお願い致します。

間下　保　幹事挨拶

坪野　潔　会長エレクト挨拶

町田　晴彦　副幹事挨拶

（敬称略）

古河ロータリークラブ
発起人の7名

井上延太郎
故

船江豊三郎
故

飯島賢治
故

岩 　清平野二郎
故

佐藤長之助
故 故

須藤信三

１年間よろしくお願い致します。

　　　　雑誌･会報委員会  

　　　　　  委員長　熊木 善一  


